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「術士隊、電でん撃げきを！　早く！」

　鬱うつ蒼そうとした森の中で、悲鳴にも似た叫さけびが響ひびく。

　打ち消すように被かぶさるのは、激しく回転する螺ら旋せん刃じんの響き。

　次いで、金属と金属が激げき突とつする硬こう質しつな音色。

　それが即そく座ざに、螺ら旋せん型の刃で剣けんが削けずられるさらに不ふ愉ゆ快かいな騒そう音おんに取って代わる。

「うぉおおっ！」

〈モール〉の攻こう撃げきを懸けん命めいに凌しのぎながら、しかし剣けん士しは後退しない。戮機スローターの刃を正面から受け止める事で、相手の注意を引きつけている。

　だが、その雄お叫たけびにさえ疲ひ労ろうの色が滲にじみ出でていた。

　古代機き道どう文明の遺物であり、二〇〇年前の大戦シビル・ウオーに於おいて数多あまたの死と絶望をもたらした自動兵器──　戮機スローター。

　だが、戮機スローターという総体が人類を脅おどかす存在であるのは紛まぎれもない事実であっても、全すべての個体が即座に脅きよう威いという訳ではない。現在出しゆつ没ぼつするものの大半は、性能分ぶん析せきも対処法も完全に確立され、数人の猟士イエーガーで当たれば問題なく撃げき破はできる程度のものだ。

　例えば、この〈モール〉も大戦シビル・ウオー期の物より装そう甲こうを強化された〈タイプⅢ〉とはいえ、分類上は脅威度の低い小型。サイズは大型犬をひと回り上回る程度でしかない。本来は熟練の戮機猟士スローター・イエーガーが手こずるほどの敵ではないはずだ。

　況ましてや二〇人に及およぼうかという大部隊で取り囲むような相手ではない。そうであってはいけない。そんなはずはない。

　戮機スローターに対たい峙じする猟士イエーガーの顔には、理り不ふ尽じんな現状への憤ふん懣まんが滲み出でていた。

　異常なまでに厚い布陣だった。

〈モール〉を包囲する剣士が五人、それとは別に後方で待機しているのが五人。さらに外周を八人の術士が取り囲んでいる。

　全員が三〇歳さい前後。

　鎖くさり帷子かたびらを基本に手足の先せん端たん部ぶと胸を重点的に守った鎧よろいは、どれも使いこまれ、かつ丁てい寧ねいに整備されている。それは、彼かれらが熟練の猟士イエーガーである事を物語っていた。即すなわち、単に年ねん齢れいを重ねただけではなく、何年もの間実戦をくぐり、生き延び、多くの戮機スローターを撃破してきたという意味でもある。

「電撃、行くぞ。呼吸を合わせろ。一……二……三っ！」

　術士隊がタイミングを計り、一いつ斉せいに意い刃じん術じゆつを放つ。

　青白い光の線が幾いく条も宙を奔はしり、涙るい滴てきを思わせる〈モール〉の胴どう体たいを直ちよく撃げき。火花が、鈍どん銀ぎん色の体表で弾はじけた。

　チュイイイ……

　螺旋刃の回転速度が落ち、作動に伴ともなう雑音が小さくなっていく。

「やったか？」

　……ィイイイキキキキキキ！

　希望を込めた剣士の叫びはしかし、再び高さを増した駆く動どう音おんによってかき消された。

　電撃で戮機スローターを麻ま痺ひさせる戦法は有効だが、確実ではない。どの程度動きを止めていられるかは、半ば運頼だのみだ。術だけで内部機構を焼き切って完全に仕留めた前例はなく、あくまでも一時的な機能停止なのだ。

　もっとも、だからこそこの作戦が実行されたのだが。

「畜生っ！」

「前衛、交代だ。ミハイルが代われ！」

　悪態をつく剣士が下がり、指名された別の男──ミハイルが剣を構えて〈モール〉の前に進み出る。

「……なんで〈モール〉一匹ぴきにこんな苦労しなきゃならねえんだっ！」

　後退した剣士も休息できる訳ではない。戮機スローターを逃にがさないよう、包囲の輪を形成しながら、もう一度己おのれの現状を罵ば倒とうする。

　新種の〈タイプⅢ〉と言っても、所しよ詮せんは〈モール〉だ。倒たおすのに手間取るような敵ではない。

　そう、倒すのならば。

「ちっ！」

　引きつけ役を代わったミハイルは舌打ちしつつも、巧たくみな剣けん捌さばきで〈モール〉を凌ぎ続ける。

　だが、これも相手の進路に回りこみ、攻撃を受け止めるだけだ。決してこちらから攻せめこんだりはしない。

〈モール〉に隙すきがない訳ではない。元来、武器はひとつだけで攻こう撃げき範はん囲いも正面に限られる。

　肢を破は壊かいして動きを止める。装甲の隙すき間まを突つく。いくらでも攻める手段はあるが、それは許されていない。好機が来るまでただひたすらに受け、凌ぎ、守るだけだ。

　高速の螺旋刃が、受け止めた剣を削り、抉えぐる。

　鋼鉄の粉が赤い火花と化して舞まい上あがる。

「ぐあぁああっ！」

　金属質の高音に混じったのは、人間の悲鳴。

　受け止めていた細身の剣が半ばから折り砕くだかれ、〈モール〉の刃が剣士自身まで届いた。

　舞い散ちった赤は鋼の火花ではない。

　人の血肉だ。

　鎧の薄うすいミハイルの太ふと股ももを〈モール〉の螺旋刃が突き刺さし、高速回転で抉り穿うがったのだ。細かく千切られた生暖かい肉にく片へんが弾け、散布される。

　地を穿ち掘ほり進すすむ〈モール〉の刃にとって、人の肉体はあまりに脆もろい。

　ミハイルは倒れ、傷口を押おさえて悶もだえる。

〈タイプⅢ〉のような強化型の戮機スローターは装甲や武装が改良されているだけでなく、動きのパターンも従来とは異なる場合が多い。

　細身の剣や、動きやすさ重視で要所だけを厚くした鎧が、必ずしも有効ではない事は情報としては知っている。だが、学がく猟りよう生せい時代から一五年もの戦いで身体に染しみついてしまった戦法はそう簡単には変えられない。

　その上、理不尽な条件を突きつけられた戦いであれば、凡ぼん庸ような〈モール〉でさえ恐るべき強敵となる。

「ミハイル！」

　仲間のひとりが、傷ついた剣士の名を叫ぶ。

「怯ひるむな！　包ほう囲い陣じん形を維い持じ！　ミハイルに代わり、ズトヴェルトが正面に回れ！　術士隊は隙を見てもう一度電でん撃げきを！」

　後列から飛び出した隊長が、のたうつミハイルの身体を引きずりながら指示を出す。

「しかし、既すでに精神力の限界が……」

　疲つかれた顔で、術士のひとりが訴うつたえる。

　意い刃じん術じゆつの源は術士の精神力だ。決して無む尽じん蔵ぞうではない。高出力での連発は特に負担が大きいのだ。

　しかし、術士の表情を曇くもらせているのは単なる消しよう耗もうや疲労だけではない。

　苦戦しているという事実そのものが、彼らを憔しよう悴すいさせていた。

　ベテランであるが故ゆえに、皆みなは忘れていた。

　戮機スローターとは厄やつ介かいで恐おそろしい敵であるという事を。

　新種や変種であっても、根本的には同様の構造と機能を持つ機械である事に変わりはない。従来型との違ちがいを理解し、冷静に対処すれば恐れるに足りないと思っていた。

　猟士イエーガーとしての職務は今まで通りに続けていけばいい。それこそが、意識する必要さえない常識だった。

　なのに──。

「これが最後だ！　通用しなければ〈モール〉は破壊。口くち惜おしいが後日に改めて作戦を実行する！　やれ！」

　隊長の声に促うながされた術士たちが互たがいの顔を見合わせ、頷うなずきあい、呼吸を合わせてもう一度電撃を放った。

　閃せん光こうが〈モール〉を撃うつ。

　びくっ！

　痙けい攣れんしたかのように〈モール〉の機体が跳はねた。

　動きが止まる。

　螺旋刃の回転が止まり、四本の肢が投げ出される。

　人間たちの目が、それを凝ぎよう視しする。

　二秒、三秒……再起動する気配はない。

「今だ！　やれっ！」

　号令を受け、控ひかえていた五人が一斉に〈モール〉に襲おそいかかった。

　ふたりは先せん端たんの螺旋刃に分厚い革かわ袋ぶくろを被せて針金で縛しばり上げ、残りの三人が肢を鋼鉄の鎖くさりで縛りつける。拘こう束そくされた〈モール〉は待機していた荷車に乗せられた。さらに厳重に固定された上に針金を撚よった網あみを被せられる。

　まだ、動き出さない。

　しかし、これで大だい丈じよう夫ぶだ。再起動したとしても唯ゆい一いつの武器は封ふうじているし、この拘束を破るだけの力もないはずだ。

　それでも完全に気を抜ぬく訳にはいかないが。

　獣けものであれば生いけ捕どりと呼んでいいだろう。

　だが、最初から生命のない戮機スローターにその言葉は相応ふさわしくない。

「油断するなよ。押さえつけたとはいえ、いつまた再起動するかもわからんのだ。動き出したら、その都度術士が電撃を浴びせろ」

「わかってます。前の連中の轍てつを踏ふみたくはないですからね」

　部下が指示に頷くのを確かめると、隊長は倒れて動かないミハイルの治ち療りように取りかかった。

「た、隊長……。やりましたね……」

　不覚を取ったとはいえミハイルも幾いく度ども死地を切きり抜けてきた戮機猟士スローター・イエーガーだ。訊たずねられるよりも先に自分から声を出し、意識がある事を示す。

　隊長はミハイル自身よりも更さらに経験が長く、多数の中型はもちろん、大型を仕留めた事もある。実戦経験は豊富だ。当然、仲間の怪け我がも数多く見ている。かなりの深手だが、ここではただ止血するだけしかできない。

　包帯をきつく巻きつける。

「はは……情けないな……。最後の戦いが〈モール〉だなんて……」

「喋しやべるな！　お前は立派な猟士イエーガーだ。お前を傷つけたのは〈モール〉じゃない。妙みような命令だ。安心しろ。この俺おれが交こう渉しようして、しっかり割り増しの負傷手当てを支し払はらわせてやる」

「頼たのんますよ、隊長」

　ミハイルは目を細めながら、ぐったりと萎なえかけた首を巡めぐらせる。

　周囲には〈モール〉や〈リザード〉など、数体の戮機スローターの残ざん骸がいが転がっていた。

　一八対一という戦力差は、最初からのものではない。そもそも人間の方が圧あつ倒とう的てきに優位なら襲ってこない程度の判断力は戮機スローターだって持ち合わせている。だから通常の四、五人の小隊に分かれてこの森を探たん索さくし、敵の出現に呼応して集合したのだ。

　腕うで利ききの猟士イエーガーがこれだけ集まり、これほどの手間を掛かけたのは、目的が単なる探索や駆く除じよだからではない。普ふ通つうに片付けてよいのなら、あるいは特定の部品を傷つけずに取り出せという程度の要求なら簡単だった。ミハイルが負傷する事もなく処理できただろう。

　だが、エストワルト議国政府が彼らに依い頼らいしたのは、先例のない要求だったのだ。

　即ち──　戮機スローターを一体、一いつ切さい破損させる事なく完全稼か働どう状態のまま捕ほ獲かくせよ。
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　窓の外をゆっくりと、播は種しゆを待つ麦畑の風景が背後から手前へと流れていく。鋤すかれた畝うねは整然と列を成し、まるで馬車を案内するために引かれた線のようだ。心ここ地ちよい振しん動どうが身体を揺ゆらし、耳には蹄ひづめの軽快なリズムが届く。

「さっきから風景ばかり見ているな」

「う、うん……。その……ちょっと……珍めずらしいっていうか……」

　真向かいに腰こし掛かけたディナ──ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムの問いかけに、エリヤ・シュミッテンラウドはまとまりの悪い砂色の髪かみをいじりながら、つかえつかえの小声で答える。

　まさか言えない。

　見つめていたいけれど、見つめているのが恥はずかしいから視線を窓に逸そらすしかないだなんて。

「馬車は、初めてか？」

　またディナが訊ねる。

　ふたりが座すわっているのは、ヴェルドベルク市に向かう二頭立て馬車のキャビンだ。向かい合った膝ひざがくっつきそうな程ほどの小ささだが、作りは頑がん丈じようで内装も華か美びではないものの上質の拵こしらえになっている。

「あ、いや……初めてじゃないよ。ハルクラインに来る時、使ったし。でも、あの時は無む蓋がいの安い乗合で……。こういうのが珍しくて……」

　はにかんだ笑えみを浮うかべたエリヤの指先が、柔やわらかなクッションに触ふれる。長期の旅でも疲れが出ないよう適度な弾だん力りよくを備えた品である。

　小型や中型の戮機スローターは、数に優まさる人間の集団を襲う事はほとんどない。だから一いつ般ぱん市民が都市間を移動する際には商隊に混じって安全を確保するのが普通だし、そういう旅行者を乗せる有料の乗合馬車も営まれている。

「そうか。考えてみれば馬車くらい乗った事があって当然だな。変な事を訊ねてしまった」

　ディナも照れくさそうに、長い赤毛を高く括くくった頭を掻かいた。

　ふたりは、エストワルト議国第一七再興学舎に籍せきを置く学がく猟りよう生せい──　戮機猟士スローター・イエーガーの卵である。大戦シビル・ウオーから国家を復興するために学ぶ再興学舎の学生は親元を離はなれ、開かい拓たくの最前線となる拠点都市に居住するのが普通だ。エリヤもディナも、ハルクライン市でひとり暮らしを送っている。

　戮機スローターを狩かる時は市壁へきの外に出て周辺の森や山中に入り、場合によっては数日がかりの野営をする事もあるが、日々を戦いと学業に追われる学がく猟りよう生せいが暢のん気きに馬車の旅をするなど普通はあり得ない事だ。

「……さすがにこのあたりは風景が違うな」

「う、うん……。そう、だね」

　一いつ瞬しゆん真正面から見つめ合った眼まな差ざしを逸らして、ふたりは微かすかに頬ほおを染めながら再び窓の外を眺ながめた。

　現在復興の途と上じようにあるハルクライン周辺と違い、ヴェルドベルク市に近づくと森や林が減り、広々とした平野に田園が広がっている。ただし、戮機スローター対策を怠おこたっている訳ではなく、家々は寄り集まって小規模な水みず堀ほりを兼かねた用水路と簡易な防ぼう壁へきで守られている。

　馬車一台が安全に通れる街かい道どう、のどかに見える風景であっても、人類の天敵たる戮機スローターの存在と無む縁えんではいられない。街の外の夜道では、小さな茂しげみに身を潜ひそめていた〈ハウンド〉や〈ラット〉が襲ってくるのは珍しい事ではない。

　その事を学がく猟りよう生せいであるエリヤたちはよく理解している。

　いや、彼らにとって生まれた時から世界とはこういうものなのだ。

　大戦シビル・ウオーが人間の勝利で終結してもなお戮機スローターが存在し続け、戮機スローターに備え、戮機スローターを狩る者がいる日常。

　学がく猟りよう生せいとは、そんな世界の前衛たる事を自ら選んだ者であるとも言える。

「……それでも、ちょっと新しん鮮せんかな……」

「ん？　何か言ったか？」

　エリヤが呟つぶやいた小さな声に、ディナが敏びん感かんに反応する。

「あ……その……いつもとは景色が違うから……」

　咄とつ嗟さにエリヤは言葉を繕つくろうしかできなかった。

　さすがに当人を目の前にして、ディナと一いつ緒しよなのはいつもの事でも状じよう況きようが異なるせいで心が浮き立たつと言えるほどの度胸はない。

　そんな勇気を持ち合わせていたら、とっくにはっきり告白している。

　エリヤが一方的に好意を抱いだいているだけで、ディナとは友でしかない。

　もちろんその「友」という間あいだ柄がらこそ、彼かの女じよが最大の誠実さと真しん摯しさで選んだものであるのはわかっているが。

　それに、言えない理由はそれひとつだけではないし。

「それは、一度言っただろう？　さっきわたしも似たような事を言った」

「そ……そうだね」

「あ、いや。別に構わないぞ。べ、別にわたしが既に言ったのと同じ言葉をエリヤが喋ってはいけないという法はない。というか……むしろ喜ばしいというか……」

「え？」

「何でもない。君とわたしは郷里も近いし、いつもはハルクラインで一緒だからな。同じ感想を抱いても当然の事だろう、うん」

　今度ははっきりとは聞き取れなかったディナの言葉をエリヤが聞き返したが、ディナの方が取とり繕ったような言葉を並べる。

「そんなに遠くないんだけど、バルフェンバルクって行った事ないんだよね」

　エリヤが生まれ育ったベルグリーからディナの故郷バルフェンバルクまでは半日か一日程度しか離れていない。

「それなら、一度遊びに来るといい。君も、卒業したら一度は帰省するだろう？　その時なら、わたしも戻もどっているはずだからな。歓かん迎げいするぞ」

「う、うん……」

　思いがけないディナの誘さそいに、また耳たぶが火ほ照てる。

「名所と言えるものがある訳ではない。ただ、大戦シビル・ウオーの戦火を免まぬがれているから古い街並みが残っている。旧市庁舎に併へい設せつされた塔とうから見下ろす夕景は素す晴ばらしいぞ」

「それは……見てみたいな。僕ぼくのところは田舎いなかで……高い建物とか、そういうの全然なかったから……。役場に学校と図書館が併設されて、それがいちばん大きかった。ハルクラインに来て、普通の家でも二階建てとか当たり前でびっくりしたくらいで……」

「そうか。それなら尚なおのこと、来てほしい。わたしが綺き麗れいだと思うものを、君にも知ってもらいたい」

「うん……」

　嬉うれしそうなディナの言葉に、エリヤが頷いたその時──。

「はははっ！　いいねぇ。バルフェンバルクを訪問する機会があれば、是ぜ非ひとも僕も拝見したいよ」

　高らかな笑いが、ふたりの間に割って入った。

　ツェルギオ・テオ・メルクタウル──剣けんと意い刃じん術じゆつの双そう方ほうを使いこなすディナに次ぐ第一七学舎のエースであり、エリヤと同じ知士。そして、この馬車を用意した本人でもある。

　彼の存在こそが、もうひとつの「言えない理由」だった。

　要するに馬車に同乗しているけれど、別にふたりきりではなかっただけの話だ。向かい合っているのは、ふたり乗りではなく四人乗り用だから。

「広い我わが国くにだからこそ残っている古い街並みも素晴らしいが、やはり現在復興しつつあるこの風景が僕には誇ほこらしいね」

　車窓を流れる景色に、ツェルギオが目を向ける。

　ちなみに、彼かれが座っているのはエリヤの隣となり──ディナの向かい側だ。

　鼻筋の通った端たん正せいな顔立ちに、柔らかな金きん髪ぱつ。貴公子然という古くさい形容が似合う男である。背を丸め気味のエリヤとは違い、腰掛けているだけの姿勢でさえ名めい匠しようの手になる肖しよう像ぞう画がめいた美しさだ。

「周囲に手て頃ごろな植樹をしつつ、街道を広く整備する事でこうして安全に旅ができる。もちろん油断は禁物だけれど、日中には人里に戮機スローターが現れる事はほとんどなくなった。まあ、万が一出現したとしてもこの僕とディナ、それにエリヤ君まで揃そろっているんだ。多少の敵など、恐れるほどでもないさ」

　それまで沈ちん黙もくしていたもうひとりが、いきなり高らかな笑い声を上げる。

　ツェルギオが責任感や正義感が強く、有能な人間だというのは百も承知している。ツェルギオが同行する事になった経けい緯いも理解している。そもそも最初から私的な旅ではない。

　それでも、ディナとふたりきりだったらよかったと思ってしまう自分が、少し浅ましく感じてしまう。

　そもそも学がく猟りよう生せい三人が学舎を離れたのは余よ暇かの私的な旅行ではなく、公務で呼び出されたからだ。正確に言えば、召しよう喚かんされたのはエリヤひとりだが。

　話は、五日前に遡さかのぼる──。





「僕が？　ヴェルドベルクへ？」

「ええ。メルクタウル再興大臣から直々の呼び出しです」

　自治会長室に呼び出されたエリヤに、フィオレッテ・ヴェルヘンタールが予期せぬ言葉を告げた。

　プラチナ色の長い髪にふちどられた端正な顔に浮かぶのは、穏おだやかな微笑ほほえみ。ただし、上品な表情から内心を覗うかがう事はできない。彼女が見た目通りの優やさしく物静かなだけの少女ではなく、鋭えい敏びんで聡そう明めいな水すい晶しようの知性と頑がん強きような鋼の意志を併あわせ持もつ者である事をエリヤは知っている。

　先日選挙が行われて来月からは次代の自治会長が就任するため、現在は引ひき継つぎ期間のはずなのに、部屋に待っていたのはフィオレッテひとりだけだった。その時点で普通の用件ではないと思ったが、まさか大臣が関かかわってくるなんて。

　ヴェルドベルク市はハルクラインから南東へ丸一日ほどの都市で、ひとつ前の開かい拓たく拠きよ点てんだった街だ。今では地域の中ちゆう核かく都と市しとして発展を続けている。

　学舎は再興庁の管かん轄かつだ。また、デュバーレイ砦とりでに現れた新種変種の戮機スローターとの戦い以来、エリヤは戮機スローターを分ぶん析せきし、機種を見分けたり弱点を予想したりする専門家として再興庁から知士という肩かた書がきと勲くん章しようを得ている。

　しかし受章という名めい誉よがあってもそれは学舎を通じ、フィオレッテから手て渡わたされたものだった。一いつ介かいの学がく猟りよう生せいが、国家の中ちゆう枢すう機関から名指しで呼び出されるなど考えられない。

「良かったではないか。わざわざ呼び出だすという事は、何か君の力を必要とするような事があるのだろう」

　一緒にフィオレッテに呼び出されたディナが誇らしげな笑みを浮かべる。

「そ、そうとは限らないよ……。何か叱しかられるのかも知れないし……。本当に正式な公務なら首都に呼び出すだろうし……」

「悲観的に考える事はない。ヴェルドベルクまでなら片道一日程度だが、首都までとなれば五、六日はかかる。たまたま大臣がヴェルドベルクまで出向く用件があって、いい機会だからという事で君を招いたのではないか？」

「それならいいんだけど……」

「君は知士として充じゆう分ぶんな成果を上げているし、国家に不利益な事もしていない。称しよう賛さんはされても、叱しつ責せきを受けるような謂いわれはないはずだ」

「そ、そうかも知れないけど……。あの……呼び出しの理由とかは？」

　私的な研究が認められ、知士という称しよう号ごうを受けるまでのエリヤは学がく猟りよう生せいでありながら戮機スローターと戦う力のない劣れつ等とう生せいだった。どうしても物事を悪い方に考えてしまうのが習ならい性しようになっている。

「そこまでは書かれていませんわ。ただ、極ごく秘ひかつ重要な用件であるとだけ」

　戸と惑まどうエリヤに答えながら、フィオレッテは書類をひらりと振ふって見せた。

「正式な書類である以上、こちらとしては拒きよ否ひする理由がありません。ところでエリヤ君、あなたは旅慣れていますか？」

「いいえ……そういうのはあんまり……」

　長い旅は、学舎に入学が決まって故郷からハルクラインに来た時だけ。大規模な戮機スローター狩がりで数日泊とまりがけのキャンプを張るのはしょっちゅうだが、あれは旅行とは言えないだろう。

「でしょうね。ですから、ディナにも同行してもらいます」

「わ、わたしが？」

　ディナがきょとんと目を丸くする。考えてみれば、ディナの方が呼ばれた理由は明らかではなかった。

「ええ。街道であっても安全が保証されている訳ではありませんし、期日が近いですから、ちょうど便乗できる隊商があるとも限りませんわ。ヴェルドベルクとの往復、エリヤ君を安全に護衛するのは、ディナが最適でしょう？」

「そういう事なら喜んで引き受けよう。彼はわたしの大切な友であると同時に、この国──いや、人類と戮機スローターの戦いにおいても欠かせない人材だからな」

「そ、そんな風に言われると、ちょっと……」

　どこか弾はずんだディナの言葉に、エリヤは真っ赤になって俯うつむく。

「謙けん遜そんする必要はない。わたしたちも、あと一年でこの学舎を巣立つ。メルクタウル再興大臣が直々に呼び出したという事は、卒業後の君の身の振り方かたについて何か提案なり相談なりがあるのかも知れないしな」

　知士という役職はエリヤ以前に例がなく、現状でも数が限られている。卒業後のエリヤは他ほかの学がく猟りよう生せいのように普通に戮機猟士スローター・イエーガーになるのではなく、違う道があるのではないかという意見は、ディナも以前聞かされている。

　もちろんエリヤ自身は最前線で動いている戮機スローターを見て、研究する事を望むだろうが。

　バンっ！

「そういう事なら、僕も同行しよう！」

「わっ！」

　いきなり会長室のドアが開き、そらぞらしいほど過か剰じように爽さわやかな声が高らかに響ひびいた。

　ツェルギオが入室してきたのだ。

「ああ、会長。ノックも無しに失礼いたしました。たまたま通りかかったところ、非常に興味深い話が聞こえてきたもので、つい」

　改めて、芝しば居いがかった恭うやうやしさで一礼する。二か月前の戦せん闘とうで負傷し、全快して日が浅いというのに動きは滑なめらかで気品があった。元々引き締しまった長身で手足が長いので、大げさな動作がいちいち様になる。

「……確かに、あなたらしくもない不作法でしたわよ」

　予期せぬ闖ちん入にゆう者しやに、さすがのフィオレッテも苦く笑しようを浮かべてしまう。しかし、ツェルギオは満面の笑みのまますたすたと執しつ務む卓たくの前まで歩み寄ってエリヤの反対側──ディナの隣で足を止めた。

「まったく、父も水くさい。公私の区別をつけるつもりなのだろうけど、エリヤ君は僕の学友だ。君を呼び出して何か訊ねたり依頼したりするような用件があるのなら、事前に僕に話を通してくれれば早いだろうに。ディナも、そう思わないかい？」

「い、いや……。わたしは特に、その件に関しては特に感想も意見もないが……。そもそもどんな用件かも不明だし……」

　ツェルギオがずいと進み出て、ディナに迫せまる。迫られた分だけ、ディナは僅わずかに仰のけ反ぞってしまう。

　姓せいが示す通り、エストワルト議国の復興政策を司つかさどる再興大臣グレオゴール・テオ・メルクタウルはツェルギオの父親だ。

「先日の負傷の件では心配をかけたし、無事に回復したこの姿を見せて父を驚おどろかせるというのも一興だね。エリヤ君の警護という仕事も身体慣らしにはちょうどいい。うん、そうだ。どうせなら僕が馬車を仕立てよう。徒歩よりは多少の時間短縮になるし、何と言っても楽だ。ああ、いや、費用の事なら遠えん慮りよは無用。父の客なら、僕にとっても大事な客。そしてそれ以前にふたりとも大切な学友であり戦友だ。豊かな者がその余よ裕ゆうを他者のために活用するのは崇すう高こうな義務でもある」

「は、はは……」

　国民の平等を謳うたう議国ではほとんど語られない義務とやらまで持ち出すツェルギオの大げさな態度。返答に困ったエリヤは曖あい昧まいな笑みを浮かべるしかない。

　押おしつけがましいところはあるが、ツェルギオに悪意がないのはわかっている。

　彼はそもそも将来国政を動かす事を志し、強者の義務として、そして現場をよく理解するために学がく猟りよう生せいになったと公言している。事実、剣と意い刃じん術じゆつの両方を使いこなすという才覚を発揮。自信に満ち、戮機スローター狩りでも常にリーダーとして皆みなを束ね、的確な指揮を執とっている。

　研究熱心で集中力があると言えば聞こえはいいが、自分の関心ある物事だけで手て一いつ杯ぱい。周りが見えなくなりがちなエリヤにとってはある意味で羨うらやましいし、頼たよりになる級友でもあるのだ。

「そうですわね……。せっかくですから、ふたりともお言葉に甘あまえてもよろしいのではなくて？」

　少しだけ考えこんでから、フィオレッテが勧すすめる。

「う、うん……」

「エリヤが同意するなら、わたしに異存はない」

　実際、非常にありがたい提案だ。助かる事はあっても不都合はひとつもない。結局、ふたりとも素す直なおに頷うなずいた。

「そうですね……。馬車の手配ができましたら、改めてわたくしのところに顔を出していただけますか？　少々お願いしておきたい事もありますし」

「ええ、喜んで」

　戸惑うばかりのエリヤとディナをよそに、ツェルギオはフィオレッテの言葉に胸を張って答えた。





　──そんな訳で、ツェルギオが雇やとい入れた馬車に乗って、三人はヴェルドベルク市へと向かっているのである。

「そもそもヴェルドベルクは第一四学舎が置かれていた街でね。エストワルトが建設されるまでは議国北東部における再開拓の重要拠きよ点てんだった。周囲は平野が広いから重要な農産地帯だったんだけど、逆にそのせいで大戦シビル・ウオーの際に戦場になってしまった。荒こう廃はいが著いちじるしかったのを、ようやくここまで立て直したという訳だね。ほら、東に見える嶺みねの連なりはカルテンメッツ山系。そしてその先のパウリ湖を越こえるとガリシニア王国との国境だ。当初の計画では東北方面の次の学舎はあちらの方面になるはずだったけど、新型戮機スローターが現れたせいで見直しになるだろうね」

　一度口を開くとツェルギオは饒じよう舌ぜつだ。馬車の窓から見える風景をきっかけに国家の歴史から現状まで止まる気配がない。もっとも、エリヤもディナも話し下手な方なので、聞き役にまわっていればいいという状況はありがたくもあるが。

　ふ、とエリヤの口元が緩ゆるむ。

　ディナとふたりだけの旅行だったら嬉しい反面、何を言っていいのかわからなくて気まずかっただろう。現に今だって、彼女を真まっ直すぐに見つめるのさえ照れくさくて、つい風景を眺めてしまうのだから。

　彼女の事が好きだと自覚したのはいいが、あれから二か月が過ぎたのに結局何も言い出せないままだ。自分の感情に疑いはないけれど、告白して今まで通りの間柄でいられなくなるのが怖こわいというのもまた率そつ直ちよくな感情だ。

　それでも、いつまでも自分の気持ちを相手に告げずに「友」のままでいるのは公正ではない。相手が好きになってくれそうだから好きになる、応こたえてくれないかも知れないから好意を隠かくしたままにするというのは、ある意味で自然ではあっても格好悪いとも思う。

　できれば、この旅の間にこの思いをはっきりと彼女に──。

「ほら。そろそろ見えてきたよ」

　エリヤの内省とは無関係に、ツェルギオが窓から身を乗り出した。

　視線を向けると街道の先、暮れかけた西日に照らされて市壁が朱しゆ色いろに染まっている。

「あれが……」

　既すでに完成した都市と建設途上という違ちがいを別にしても、ヴェルドベルクはハルクラインよりもひと回り大きく、街を守る壁も高い。

「将来商業や流通の中心になる予定のハルクラインとは違い、ヴェルドベルクは昔から農業生産力が高かったから、当然復興計画もそれを重視している。つまり、周辺村落の人間を収容する余裕があるという事さ。もちろん大戦シビル・ウオー前とはいろいろ工く夫ふうして変えてあるという話だけど、まあ、僕たちは大昔の風景なんか知らないからね」

　笑いながら、ツェルギオが大げさに肩かたを竦すくめる。

　さっき通り過ぎた小規模な防壁に守られた集落の他、日中は周囲の耕作地で仕事をして、日が落ちる頃ころにヴェルドベルク市壁内の自宅に戻る「通い農民」も現在では当たり前だが、大戦シビル・ウオー前にはそんな手間をかけずに農地のすぐ側に居住するのが普ふ通つうだったという。エリヤの故郷ベルグリーは大戦シビル・ウオーの被ひ害がいを免れた地域だが、戦後に出しゆつ没ぼつするようになった戮機スローターに対処するためなるべく住宅は一か所に集められ、簡素だが防壁は築かれている。

　だけど、そんなやり方で安全が確保できるのも、戮機スローターが「人間を殺す」だけの機械だからだ──エリヤの胸を、不意に不安がよぎる。

　エリヤたちが遭そう遇ぐうして以来、今までにない新種変種の戮機スローターが次々に現れている。現在のところは装そう甲こうや武装が強化されているだけだが、戮機スローターが改良されているとすれば行動そのものが一変しないという保証はない。例えば、人間そのものを襲しゆう撃げきするのではなく食料を絶つような戦略を使われれば、従来の防ぼう御ぎよ策さくは半ば無意味になるのだ。

　大戦シビル・ウオー集結から、新しい戮機スローターが現れるようになるまで二〇〇年を経へている事を考えれば杞き憂ゆうなのかも知れない。ただ、言いい換かえればこれから一〇〇年二〇〇年先まで視野にいれれば、無視していい危険ではない。

「どうした、エリヤ？　どこか具合でも……」

「え？」

　呼びかけられて顔を上げると、ディナが心配の表情でエリヤを見つめていた。

「あ、大だい丈じよう夫ぶ。ちょっと……考え事っていうか……。大した事じゃないよ」

「そうか。それならいいが。何かあったらすぐに言ってくれ。わたしは今回、君の護衛として同行したのだ。戮機スローターの襲撃だけでなく、他の危険や不調も気き遣づかうのが役目だと思っているからな」

「う、うん……。ありがとう……」

　真顔のディナに、ぺこんと頭を下げる。

「まあ率直な話、エリヤ君は僕やディナに比べて体力はないからね。馬車に座すわりっぱなしと言っても、丸一日揺ゆられていれば疲つかれもするだろう。本来ならまず休ませたいところだけど、なるべくその日のうちに出頭するようにという事だからね。まったく……父も気が利きかないよ」

　ツェルギオが苦笑している間に、馬車は市門をくぐった。完全に日が没ぼつしてしまえば万一の戮機スローター侵しん入にゆうを防ぐためにどの街でも門を閉ざすが、それ以外は特に検問の類もなしに自由に通行できるし、必要な者は夜間外出も許可される。あくまでも戮機スローターの侵入を阻はばむのが市壁の役割である。

　政府の出先機関が全すべてまとめられている合同庁舎は、かつては再興学舎だった建物だ。より正確に言えば、最初から合同庁舎への転用を考こう慮りよして設計されている。エリヤたちが学ぶ第一七学舎も同様である。

　公務で出張した者の宿しゆく泊はく施し設せつも兼ねており、三人もそこに泊まるよう指定されているため真っ直ぐ庁舎へ向かった。既に通常の受付時間は終わっているので、不時の来訪者を門衛がじろりと睨にらむ。

「え、えっと……あの……」

「第一七再興学舎から再興庁の招しよう聘へいで参上した。彼が知士学がく猟りよう生せいエリヤ・シュミッテンラウド。並びに同行二名だ」

　眼まな差ざしの圧力に口ごもるエリヤに代わり、ディナが書類を提示する。

「ああ。それと、再興大臣グレオゴール・テオ・メルクタウルに伝えてくれるかな？　息子むすこのツェルギオが来たってね」

「は、はい！」

　効いたのは正式の書類か。それとも大臣の息子の名前か。門衛に呼ばれた役人が慌あわてて顔を出し、エリヤたちを「第二応接室」というプレートの部屋へと案内した。

「やあ、ご足労様だった。私が、グレオゴール・テオ・メルクタウルだ」

「ど、どうも……」

　大臣が柔やわらかなソファから立ち上がってエリヤを出で迎むかえた。

　学舎の所しよ轄かつ官庁だし、勲章も受けているから再興大臣の名前は耳じ目もくに触ふれているが、実際に顔を合わせるのは初めてだ。確か、この仕事を二期六年にわたって務めているはず。

　きっちりと撫なでつけた金髪、落ち着いた灰色の瞳ひとみ、彫ほりの深い端正な顔立ちと両手を大きく広げた鷹おう揚ような態度は、なるほどツェルギオの父親だと思わせる。

　ディナをずっと見ていたせいか、最近は戮機スローターだけではなく人間の肉体や動作も以前より敏びん感かんに読み取れるようになっている。戮機スローターを一いつ般ぱん化かするところから更さらに一歩進んで、戮機スローターを含ふくむ様々なものの仕組みや性質を一般化できるようになったと言えばいいのか。

　年ねん齢れいで言えば故郷にいる父とグレオゴールは同じ年とし頃ごろのはずだが、すっと背筋が伸のびて胸むな板いたも厚いグレオゴールは同世代とは思えない。ただ、この体格の良さは労働や武術の成果ではなさそうだ。骨格が似ているツェルギオと比ひ較かくすると一層明確だが、実用的なしなやかさを備えた筋肉というよりわざわざ鍛きたえて維い持じしているという印象だ。

　ひょこんと頭を下げたエリヤだが、グレオゴールの眼差しは自ら招いた相手よりもその隣に向いていた。

「ツェルギオ……お前がどうして？」

　思いがけない我が子ことの対面に戸惑っても、口調や表情に大きな変化がないのはさすが政治家と評すべきか。

「はは。父上、水くさいですよ。エリヤ君は僕の友人でもありますからね。せっかく近くまで来たのですから、顔を出すのも孝行のうちですよ。それに、この機会に彼かの女じよを紹しよう介かいしておきたいですからね。勿もち論ろん、我が校こうのエースとしてという事ですが」

「そうか……」

　一いつ瞬しゆん、大臣の顔に奇き妙みような表情が浮うかんだように見えたのはエリヤの錯さつ覚かくだろうか。

　驚いただけでも、困っているだけでもない。それよりも、どこか薄うす暗ぐらい──何かを隠しているような。ひょんな事からディナに知られるまでの、本当の目的を隠して戮機スローター狩りに参加していた頃のエリヤ自身を思わせる顔だ。

「まあ、お前との話は後だ。おい」

　振り返かえり、隅すみに控ひかえていた秘書を呼ぶ。

「このふたりを別室に案内しておいてくれ。宿しゆく泊はく室しつに余裕はあるな？　では、それぞれひとり部屋だ。私は、シュミッテンラウド君と話がある。公務で招待したのは、あくまで彼ひとりだ。もちろん、護衛で同行した両名にはそれなりの応接をするように」

「はい」

「では、失礼します」

　どこか不安な表情のディナと上じよう機き嫌げんのツェルギオが秘書と共に去り、室内にはエリヤとグレオゴールだけが残された。

「緊きん張ちようせずともよい。掛かけたまえ」

「は、はい……」

　言葉ではそう言われても、この状じよう況きようでリラックスしろというのがエリヤには無理な注文だ。身体が沈しずみこみそうなほど柔らかいソファも、まるで硬かたく冷たい石造りみたいに尻しりの心ここ地ちが悪い。

　そんなこちらの気分を知ってか知らずか、穏やかな笑えみを浮かべてグレオゴールも低いテーブルを挟はさんで真向かいに腰こしを下ろした。

「さて……シュミッテンラウド君。私は君の知士としての実績を評価しているし、今後にも期待している。卒業後の事は、何か考えているかね？」

「え……と……。その……今のところは何も……。猟士イエーガー　っていうか……戮機スローターの研究は続けたい……ですけど……」

　大臣の質問に、エリヤはたどたどしい言葉で答える。

　具体的には未定というのは事実だが、どうも真正面から訊たずねられると答えにくい。何より初対面の人間とふたりきりで、しかも相手は一国の大臣なのだから。一介の学がく猟りよう生せいであるエリヤの実感からすれば、学友の家族と言ってもまさに雲の上の人だ。

　そもそもが専門の養成機関なのだから、機猟科を卒業した者は戮機猟士スローター・イエーガーになるのが普通だ。一部には、戮機スローター狩りを業務とする会社組織に就職する例もあるが、ほとんどは個人として再興庁の台帳に登録し、国や市の依い頼らいで駆く除じよに当たったり、自発的に狩かった戮機スローターから採取した部品を業者に売って生活する。

　ただしそれらは戦士や術士という、自らの武器や技わざで戮機スローターを倒たおせる学がく猟りよう生せいの進路だ。

　エリヤにそんな力はない。そもそもがただ戮機スローターの事をもっと知りたい、調べたいという欲求に駆かられて入学したのだ。入学時からずっと将来の事には目をつぶっていたが、さすがに来年に卒業を控えては問題を棚たな上あげしたままではいられないのも事実だった。

「それならば丁度よい。私としては、君の才能を我わが国くにのために存分に活用して欲ほしいと考えている。いや、もっとはっきり言えば君の能力を必要とするポストを国の機関の中に用意してある。そうだな……余計な前置きは無しで本題に入ろう。君には何もかも話さなければならないのだからな。こちらに来てくれたまえ」

「は、はい……？」

　才能などと言われる面おも映はゆさ以上に、深刻な口調がもたらす不安がエリヤの心を占しめる。立ち上がったグレオゴールは応接室を出ると、そのまま大おお股またの足取りで庁舎を奥おくへ奥へと進んでいく。エリヤは訳もわからず、小走りで追いかけるしかできない。

　廊ろう下かの途と中ちゆうに二箇所、不自然な扉とびらがあった。分厚い鋼鉄製で、見たところまだ新しい。元々の廊下に後から取り付けたらしく無骨さが内装に似合っていない。しかも、左右に武装した警備員が控えていた。

　実際に見た事はないが、例えば刑けい務む所しよなどはこのような扉を設置してあるのではないか。収容した囚しゆう人じんが外に逃にげないように。

「私だ。彼かれを連れてきた」

　最終的に連れてこられたのは薄暗い倉庫だった。いや、厳密には倉庫を改装した部屋か。庁舎内の他の部屋とは違い、入り口には何の案内表示もない。やはりここもドアが鋼鉄で補強されていた。

「閣下、お待ちしておりました」

　分厚い扉が、内側から慎しん重ちように開かれる。しかも、入ってすぐは何もない小部屋で、同じ作りのドアがもう一枚続いているだけだった。

　不自然なほどの厳重さだ。

「ほう……彼が。そうですか、そうですか」

　暗い室内。さっき扉を開けた初老の小男がエリヤをじろじろと見つめる。恐おそらくは学者か技師だろう。身に着けているのは、ところどころに機械油が染しみた作業着だ。

　他に待機しているのは、完全武装した猟士イエーガーが三名。一瞬、ここが大きな街の、役所の中だという事を忘れてしまいそうになる。室内の空気は冷たい。

「これを見てくれたまえ」

　部屋の中央、電灯に照らされた台をグレオゴールが指し示す。

「……あ……」

　そこにあったのは、ある意味で見慣れたものだった。

　だが、こんな場所にこんな状態で存在しているという事実が、それをあり得ざる奇妙な異物としてエリヤの目に映った。

〈モール〉。それも恐らく〈タイプⅢ〉。

　丸い胴どう体たいに四本の移動肢と螺ら旋せん刃じんを備え、地中潜せん行こう能力を有する小型の戮機スローター。元々の〈モール〉がありふれているためか、この〈タイプⅢ〉はデュバーレイ砦とりで以降の変種の中では比ひ較かく的てき頻ひん繁ぱんに見かける型だ。

　鋼鉄の台の上に、戮機スローターがワイヤーや鎖くさりで固定されていた。

　これはつまり──。

「……これ……壊こわしてません……よね？」

　縛しばるのは動き出す可能性があるからだ。破は壊かいされた残ざん骸がいでしかない物を、わざわざ拘こう束そくする必要はない。

「見ての通り、完動状態だ」

　エリヤの問いにグレオゴールは抑おさえた、しかし僅かに誇ほこらしさを含んだ口調で簡潔に答えた。

　ゴクリと唾つばを飲んでから〈モール〉に顔を寄せる。

　四本の移動肢は根本から先せん端たんに至るまで、一関節の欠けもなく揃そろっている。装甲表面や螺旋刃に細かな傷や汚よごれがあるが、これは戦闘だけでなく戮機スローター自身の移動でもできてしまうものだ。特に〈モール〉は土中に潜もぐるため、石や岩と擦すれるのは避さけられない。猟士イエーガーの剣けんによる外装のたわみや貫かん通つう痕こんなどは認められなかった。

　野や獣じゆう同様の日常的なありふれた脅きよう威いとは言っても、戮機スローターが危険な存在であるのに変わりはない。ディナたちが日常行う狩りにおいても、速すみやかに急所を破壊して動きを止めるのが常道だ。

　戮機スローターを「生いけ捕どり」にするようなケースは皆かい無むと言っていい。大戦シビル・ウオー期からの研究資料が充じゆう分ぶんに蓄ちく積せきされているので、わざわざ無傷で捕とらえようとするのは危険が増すばかりで得られるものはほとんどないからだ。最近新しく現れたものにしてもほとんどが在来機を改良した物で、まるっきりの新種といえば〈モンスター〉くらいしか例がない。

　全く無傷、稼か動どう状態で捕らえたとなると第一級の標本だ。特に大戦シビル・ウオー期には存在していなかった変種の〈モール・タイプⅢ〉となれば史上初なのは間ま違ちがいない。

「我がエストワルト議国再興庁が戮機猟士スローター・イエーガーに依頼し、何とか無傷で確保したものだよ。現状ではこの一体だけだが、必要ならば今後の研究のためにまだまだ捕らえよう。大臣として、そのための予算や人員を確保する根回しは済んでいる」

「……す、すごい……ですね……」

　上の空で答えながら、視線は〈モール〉から離はなれない。

　無傷というだけではない。現に、動いている。拘束が念入りで手足も螺旋刃も動かせないが、機構そのものは眠ねむっていない。

　関節から僅かに覗のぞくカム。装甲の合わせ目の隙すき間まの中で断続的に動く歯車。耳を澄すませば聞こえてくるチリチリカチカチという金属音。

　子供の頃から本や残骸の資料を調べてきたし、学がく猟りよう生せいになってからは実際に動いているものを何体も間近で見た。しかし、完全な状態の戮機スローターをこれだけ近くで、じっくり観察する機会はさすがにこれまでなかった。

　初めて目にする微び細さいな機構の作動状態に、胸の高鳴りが抑えられない。

「デュバーレイ砦の事件に関する、君の報告書。あの内容は極きわめて貴重で、示し唆さに富むものだった。まさに国家の将来を左右する情報だ。受じゆ勲くんに異論はなかったが、一級銀星で充分という声もある中、私が特に強く推おして黄おう金ごん輝き星せい殊しゆ勲くん章しように決定したのだ」

「……どうも、ありがとうございます……」

　答えはしたが、エリヤの口から零こぼれたのはやはり生返事だった。

　大臣の言葉よりも目の前の戮機スローターこそが彼の関心を引きつけて離さない。

　書物の記録よりは壊れていても現物。破壊された部品よりは目の前で稼動する戮機スローターが有効な資料なのは言うまでもない。しかし、動いている戮機スローターを観察するというのは危険と隣となり合わせる事で僅かな時間だけ可能になる行こう為いだった。

　昨日までは。

　まさかこうして固定された戮機スローターをじっくりと好きなだけ見つめられるなんて。

　例えば、この〈モール〉の隣に、同じように拘束した同型がもう一機──いや、二機あったら。

　ひとつは無傷のまま。ひとつは慎重に、駆く動どう機構を破損させないよう外装だけを剥はがす。残りのひとつは、その二機と対照しながら丁てい寧ねいに分解していく。

　そうすれば、破壊された残骸からではわからない知識が沢たく山さん手に入る。各部がどういう風に連動しているのか。今まで用よう途と不明だったパーツはどういう意味があるのか。

　機能と構造についての理解が深まれば、より効果的な攻こう撃げき方法だって見つけられる。作動状態から解体していけば、僅かな破損が全体の機能停止に繋つながる致ち命めい的てきな部品だって発見できるはずだ。

　同一機種の理解、同系列異機種との比較、さらに全く異なる機種とも比べる。そうして研究を積み重ねていけば、戮機スローター全体を貫つらぬく隠れた一いつ般ぱん則そくも見いだせるだろう。

　この場に画帳を持ってきていないのが悔くやまれる。せめて、記き憶おくに刻みこまなければ。

　ひとりでスケッチを描かきためていた頃には、ただ戮機スローターの事を知りたいという欲求だけがあった。もちろん、その情熱が失われた訳ではない。だけど、そこまで単純な動機だけではない。自分の知識や判断でディナを助ける事ができる。戮機スローターの弱点に詳くわしくなれば彼女のサポートができる。危険を減らせる。

「エリヤ・シュミッテンラウド君」

「は、はいっ！」

　華きや奢しやな肩を、いきなりグレオゴールが掴つかんだ。〈モール〉に注がれていた眼差しが、強ごう引いんに大臣へと向けられる。

「改良された戮機スローターが生産されている以上、我が国としては今後一層研究分野に力を入れる事になるだろう。君は、これまで数々の戮機スローターの機能や構造を観察、分ぶん析せきしてきたね」

「は、はい……」

「その君に尋たずねたい。仮に、もしも仮に、だ。このような完動状態の戮機スローターを充分な時間をかけて調査する事に、興味はあるかね？」

「も、もちろんです！」

　一も二もなく答える。

「この一機だけじゃ調べるのにも限界はある……と思います。だけど、同じように完動状態の戮機スローターが二機、三機……もっとたくさんあれば……。できれば違うタイプじゃなく、同一機種を複数。もちろんサンプルの研究だけじゃ不ふ充じゆう分ぶんです。現場で動いているのも観察して……！」

　頭の中に渦うず巻まく熱いものに急せかされるように、エリヤは彼なりの、途と切ぎれとぎれな早口でまくし立てる。

「うむ。君がその気なら国としても支し援えんは惜おしまない。いや、国の事業として君に参加してほしい。必要なら万ばん難なんを排はいしてでも、新たな完動個体を捕ほ獲かくしよう。確かに一機だけでは分解も実験もできないからね」

「ありがとうございます！」

　大臣が差さし伸べた手を、エリヤは力ちから一いつ杯ぱい握にぎりかえした。

　じっとりと湿しめっているように感じたのは、自分自身が興奮で汗あせばんでいるからか。

「ところでエリヤ君」

「はい！」

「充分なサンプルを用意し、学者や技師など必要なスタッフも揃えたとしてだ。遠くない将来──そうだな、一年か二年のうちに戮機スローターというものを完全に解き明かす事は可能かな？」

「……え……？」

　予想外の質問だった。というよりも、意味がわからない。身体を満たしていた熱い潮が、急速に引いていく。

「あの……完全って……」

「つまり、自分たちで作り出せる。あるいは修理し、思う通りに操あやつれるようになれる段階だ。古代機き道どう文明同様に」

「……た、多分、無理です……」

　口を突ついて零れたのが率直な答だった。

　戮機スローターについて研究を重ね、それなりに理解しているという自負はある。それでも、エリヤの知が及およぶのは〈モール〉で言えば移動肢や螺旋刃、装甲、せいぜいが電池や駆動機という部分までだ。

　戮機スローターが標的を認にん識しきする仕組み、仲間同士で連れん携けいする仕組み、攻撃か撤てつ退たいかを判断する仕組み、それらは全くの謎なぞのままである。人間に準なぞらえるなら骨格や筋肉については研究が進んでいても、眼球や耳、脳や心に関してはまるっきり無知と言っていい。

　もちろん戮機スローター内に判断などを司つかさどる小さな部品が存在する事は、高い確度で推測されている。しかし、それは「全ての戮機スローターが厳重に中心部に備えており、なおかつ具体的な機能が不明」な黒い箱から逆説的に推測されたに過ぎず、実際にその部品がどういう原理で作動しているのかは不明なのだ。

　脳に相当すると思われる黒い小箱を更に分解してみても、髪かみより細い針金や宝石を思わせる小さな粒つぶがごちゃごちゃと詰つめこまれているだけ。肢を動かす歯車や軸じく受うけ、ワイヤーの巻き取り機構ならば精度や品質が違っていても原理は街で作られるものと同じだが、戮機スローターの中ちゆう枢すうは古代機道文明の精せい髄ずいだ。電球や電信がせいぜいの現代技術とは水準が違いすぎて、分析するための糸口すらない。

「アンジェリッカ・メソッドによって、我々は個人の才能だけに依い存そんせずに戮機スローターを分析し、理解する事が可能になった」

　グレオゴールが口にしたアンジェリッカ・メソッドとは、三か月前に研修の名目でエリヤの前に現れ、後に史上三人目の知士となったアンジェリッカ・ルーベンジーベンが考案した測量と統計による戮機スローターの分ぶん析せき法ほうである。

　各部のサイズや重量を精密に計測するのはどうしても撃げき破はした残骸を対象とするので、目の前に出現した戮機スローターの機種や性質を即そく座ざに判断する形で役立てるのは難しい。しかしその分、資料を積み重ねて万ばん人にんに利用しやすい情報の土台を作っていく事ができる。

　アンジェリッカはこの手法を自分だけの武器として秘するより、公開して発案者として名を残す事、そして第一人者として名を成す事を選んだのだ。

「ならば同様に、完動状態の戮機スローターを何体も調べていけば、戮機スローターの動かし方がわかるのではないか──私は、そう考えたのだ。人間は犬や馬が何を考えているかなど理解はできない。馬の心を直接いじり回す事も不可能だ。それでも馬を調教して騎き乗じようや荷役、農耕に利用している。同様の事が戮機スローターに対しても可能ではないだろうか？　どうだろう？」

「……やっぱり……無理だと……思います。あ……もちろん、僕ぼくが、その……個人としてはそう考えるって……それだけの事ですけど……」

　熱っぽく訴うつたえるグレオゴールに、エリヤはやはりそう答えるしかなかった。

　獣けものを馴ならすのとは訳が違う。違いすぎる。

　動物なら人間と同じ生き物だ。餌えさを与あたえる存在を味方だと認識してくれるし、身近にいれば仲間意識も芽生える。犬や馬のように群れや家族で暮らす生き物ならなおさらだ。

　戮機スローターは、生き物ではない。機械だ。機械という事は、ある目的に沿って作られている。目的外に使うのは難しく、効率の低下を招く。

　そして戮機スローターの製造目的とは、人間の殺さつ戮りくそのものなのだ。

「あ、あの……そもそも機道文明の人たちが制せい御ぎよできなかったものですし。僕たちは戮機スローターの弱点とか動き方とかを知るのがせいぜいで、作り方とか、修理の仕方とか、そういうのはわかりません。やっぱり無理じゃないかと……」

　能力を評価され、期待されるのは嬉うれしい。しかし、そこまで要求されるとなるとさすがに手に余る。

　伝承によれば古代機道文明は国と国との戦争のために数多あまたの戮機スローターを、さらに戮機スローターを自動的に生産し、整備する戮機スローターである〈工廠プラント〉を作り出した。そして、その戦争には勝者はなく、全ての国が人間自らが生み出した戮機スローターによって滅ほろぼされたのだという。それが再起動してもう一度人間を絶ぜつ滅めつの淵ふちにまで追いこんだのが二〇〇年前の大戦シビル・ウオーであり、現在エリヤたちが戦っているのはその残ざん滓しだ。

　遙はるかな過去に上げられた雄お叫たけびと悲鳴の残ざん響きようが、未いまだに人間を脅おびやかしている。

　ずっと同じ、変化などしないと思われていた戮機スローターも、この半年で急激な変化を見せている。仮に現状を理解したとしても、長い時間が経てばその分析が通用しない新型が現れるかも知れない。

　いや、変化の速度そのものだって変わらないという確証はない。

　今回は二〇〇年の経過で行われた戮機スローターの改良が一〇年や五年、あるいはもっと早く実行されたら──敵をかたちづくる根源の原理を理解するならともかく、目の前の現物で摺すり合あわせて覚えるようなやり方が通用するのか？

「もちろん戮機スローターが人殺しのための機械だという事は、私も重々承知している。だが例えば……そう、例えばの話だがね。ある特定の条件を持った人間を襲おそわないようにする。逆に特定の対象だけを襲う。そういう命令を与える事は可能ではないだろうか？」

「……え……？」

　エリヤの胸に、灰色の不安が広がっていく。

「そ、それは……意味がない……と思います」

　戮機スローターは脅威だが、絶対的な存在ではない。平へい凡ぼんな日常の危難だ。護身のための最低限の武術さえ身に付けていれば〈ホッパー〉などの最小型には対たい抗こうできるし、ありふれた小型や中型は訓練を積んだ猟士イエーガーで充じゆう分ぶん対たい抗こうできる。そして、大型は目もく撃げき例れいが年に一度あるかどうかという存在だ。

「あの……。仮定の話として、戮機スローターを調教……じゃないですね、調整なんて事が可能だとして……。わざわざ無傷で捕らえて、そんな事をしても……」

　そこまで言ってから気づき、エリヤは口ごもる。

　戮機スローターの行動パターンを変へん更こうし、制御できるとして、それでいったい何と──誰だれと戦うというのか。

　口くち唇びるを固く結んだまま、視線を〈モール〉へと戻もどす。

〈モール〉自体は無傷だ。

















　だが、先端の螺旋刃は汚れている。剣と切り結んだ擦り傷きずだけではない。こびりついた赤黒い汚れは、土や泥どろではない。

　人間の、血肉だ。

「あ、あの……ひとつ……その、訊きいても……いいでしょうか？」

「何かね？」

　不ふ吉きつな言葉を発する前に、一度唾つばを飲みこむ。喉のどが、強こわ張ばる。

「この〈モール・タイプⅢ〉を無傷で捕らえるのに……どのくらいの犠ぎ牲せいを……？」

　多くの戮機スローターが「平凡な日常の危難」で済んでいるのは、対処法が確立しているからだ。

　脆ぜい弱じやくな移動肢や装そう甲こうの隙間を狙ねらう。相手の武器を真っ先に破壊する。攻撃のパターンや到とう達たつ範はん囲いを理解して先手を打つ。

　全てはより速やかに敵を破壊し、無力化するためのノウハウだ。

　だけどもし、戮機スローターを壊さないように戦う事を強しいられたら？

　逃とう走そうは許されず、相手を無傷のまま捕らえろと命じられたら？

　理り屈くつの上では電力切れもあり得るが、戮機スローターは生き物と違ちがって疲ひ労ろうを感じない。餌で釣つる事もできない。動物ならば抵てい抗こうしても無む駄だと判断すればおとなしくもなるだろう。しかし、戮機スローターは稼動する限り人間を殺傷しようとする。

「難しい作業だった」

　答えるグレオゴールの顔には、何の表情も浮かんでいなかった。あるいは、感情を押おし殺ころしているのか。

「……教えて、ください」

　それでも、エリヤは再度訊たずねた。大臣の顔を真正面から見つめて。

「国家にとって重要な、秘ひ匿とくしなければならない任務であるため腕うで利ききで知られる猟士イエーガーを特に選別して当たらせた。だが、最初の一隊は死者一名、負傷者三名を出して失敗。人員を増強し、特に意い刃じん術じゆつによる機能麻ま痺ひを重視した戦術を用いて、負傷者一名の犠牲によってこの〈モール〉は捕獲された」

「ひとり、死んでるんですか……」

　負傷というのも、単なる怪け我がという意味ではない。長期の休養が必要か、下手をすれば猟士イエーガーとして再起不能になるほどの傷を負ったという事だろう。

　平凡な〈モール〉一体でも、無傷で捕らえるとなればそれだけの危険を伴ともなう。

　それなの、自分は安易に二体も三体も、研究のためのサンプルが欲しいなんて願ってしまった。

　本格的な調査となると試ためしてみたい──試さなければならない事は山積みだ。実行するとなると、完動状態の戮機スローターを何十機何百機と消費していかなければならない。

　確かに戮機スローターをより深く知りたいというのは、エリヤの最も深い泉から湧わき上あがる欲求だ。グレオゴールの提案に心躍おどるものを感じたのは否定しない。

　しかし、それは前線の猟士イエーガーに危険を押しつけ、命の支し払はらいを求めるのに足るだけの価値があるものなのか？

　一瞬、ディナの姿が脳のう裏りを過よぎる。

　彼女が揮ふるう大剣の技は、戮機スローターを速やかに撃破するために磨みがいてきたものだ。

　無傷で捕らえるとなると圧あつ倒とう的てきに不利になる。

　いや、彼女の未来に潜ひそむ可能性だけの問題ではない。現にこの〈モール〉が猟士イエーガーの血で汚れている。これは見知らぬ誰かを既すでに襲った、覆くつがえせない残ざん酷こくな事実なのだ。

「あ、あの……っ！」

　胸の芯しんに力を込め、エリヤはグレオゴールを見上げた。

「さっきの話、撤てつ回かいします！」

「さっきの話、とは？」

「だ、だから……その……もっとたくさんサンプルが欲しいとか……僕は、今まで通り破壊したサンプルと、狩かりの現場の観察だけで……」

「遠えん慮りよする事はない。さっきも言っただろう？　これは国家の一大事業だ。君は、その才能を活いかして参加して欲しい」

「た、確かに、戮機スローターを研究していくのは大切だし、利用できるようになるなら素す晴ばらしい……事、だと思います。でも、無傷で捕らえるために払はらう犠牲が大きすぎるんじゃないでしょうか？　今すぐ焦あせってやらなくても……例えば何年か、何十年か時間をかけて、もっと電気の原理とか利用法とか、いろいろわかるようになって……機道文明の研究も進めて……直接利用するのは、もっと安全確実に戮機スローターを捕らえられるようになってからでも遅おそくないはずです！」

　一年前のエリヤだったら大臣と対面する事などなかったし、三か月前のエリヤならば喜んで引き受けていたかも知れない。

　だが、アンジェリッカとの一件で悟さとった。

　知識であれ何であれ、能力を持っているという事。その能力で社会と関かかわっているという事は、無自覚無責任ではいられないという事でもあるのだ。

「何を言うんだ？　君は、戮機スローターを研究するのが夢だと聞いている。それなら、このチャンスを逃のがす事はない。君の研究が実を結び、実際に国の役に立とうとしてるんだよ？」

「け、研究したい気持ちは本当です。だけど、チャンスを与えられるためにやってきたんじゃありません……っ！」

　ただ、好きだからやってきただけだ。名めい誉よや成果を求めていたのではない。

　報ほう酬しゆうや利益を期待して、芽生えた感情ではないのだ。

「しかし、戮機スローターの害を根本的に無くすために、研究を進めていく必要があるのは確かだろう？　君の言う事は正論だ。だが、危険を恐れていては国家の発展はない。目の前に現れた戮機スローターを狩るだけでは、永遠に我々は危険に怯おびえ続けなければならない。人間の手で戮機スローターを管理し、支配する事が可能になれば、単に部品を採取するよりもずっと有効な活用法だ」

「そ、それはそうですけど……不必要な危険を冒おかさなくてもいいと思います！　戮機スローターからみんなを守りながら……戦いながらでも調査はできます！　僕は、やってみせます！」

　自分でも信じられないくらい大きな声が出せた。

　多分、青二才の生意気な発言だと思われるだろう。激しい叱しつ責せきに備え、思わず身を固くする。

「シュミッテンラウド君」

　しかし、エリヤの予想に反してグレオゴールは包容力のある笑みを浮かべながら、厚い両手で肩かたを押さえた。

「君の意欲は素晴らしい。だが、それではこの〈モール〉を捕獲するため死んだ猟士イエーガーはどうなる？」

「え？」

「君がそんな事を言えば、彼が捧ささげた命は全くの無駄になってしまうじゃないか？　勇気ある犠牲に報むくいるためにも、我々は成果を挙げなければならない。違うかね？」

「そ、それは……」

　力の籠こもった指が、肩に食いこんでいく。

　グレオゴールの言葉には説得力がある。

　いや、一見あるように思える。

　本当に、彼の主張には理はあるのか？

　既に払った犠牲を無駄にしないために、更さらなる犠牲を必要とする道を邁まい進しんし続けるのは正しい事なのか。それなら最初にひとつでも犠牲を支払ってしまえば、一いつ切さいの後あと戻もどりが不可能になる。

　状じよう況きよう次し第だいでは、犠牲を積み重ねないために踏ふみとどまる事や後戻りする事も、勇ゆう敢かんで賢けん明めいな判断と言えるのではないだろうか。

　国の方針や政治では大臣を遥はるかに仰あおぎ見みるしかないエリヤでも、戮機スローターの事は知っている。自信を持って、専門家だと名乗る事ができる。戮機スローターを自在に支配するなんて、あまりに遠すぎる夢だ。

「ここだけの話だが」

　淀よどみなくまくし立てる言葉にエリヤが戸と惑まどっていると、グレオゴールは不意に声のトーンを一段落とした。思わず、息を呑んで耳に意識を集中してしまう。

「我がエストワルト議国の置かれている状じよう況きようは決して安全とは言い切れない」

「し、新型の戮機スローターの件ですか……？」

　エリヤに考えつくのは、やはりその件だけだ。

「違う。戮機スローターよりももっと厄やつ介かいな敵が存在しているのだよ」

　そう前置きしてから、グレオゴールは重要な二点をエリヤに告げた。

　厄介な敵が何を指すのか。

　そして何な故ぜ戮機スローターの積極利用を視野にいれたのか。

「まだ研究の糸口に着手したばかりだが、戮機スローター活用計画には君の協力が必要だ。しかし、無む理り強じいをするつもりはない。君が祖国のために自発的な意欲をもって研究してくれなければ研究は進まないだろうからね。もし、君がその気であれば私は国を挙げて支援しよう。どうかね？」

「……少し……考えさせてください」

　エリヤには、そう答えるしかできなかった。一時の感情で答えるには、あまりに大きな問題だった。一いつ介かいの学がく猟りよう生せいには想像もできないほどの。

「わかった。宿は二、三日用意してある。それと、聡そう明めいな君には言うまでもないだろうが、この件は他言無用だ。わかっているね」

　沈ちん黙もくするエリヤを前にして、グレオゴールの口元に浮うかんでいるのは、微かすかな笑えみ。

　国家の存亡を左右する戮機スローターに関する重大事が、馬車の中で考えていた予見とは全く違った形で襲いかかってくる。

　もうひとつの、個人的な問題について悩なやんでいるどころではなくなってしまった。










　　　第二章　　刺客の夜





「どうした、エリヤ？　元気がないぞ」

「……うん……」

　グレオゴールとの会談を終えたエリヤを、ディナはヴェルドベルクの街へと連れ出した。浮かない表情の理由を尋ねても話してくれない。ならば、せめて気晴らしにでもなればと考えたのだ。

　大臣に会った時とは違い、いつもの制服から女らしいスカートに着き替がえている。護衛と言っても街から街の安全な小旅行。エリヤが落ちこんでいなくても、ふたりで街を見物するくらいの余よ裕ゆうはあるだろうと思って持ってきた服である。

　エストワルトも夜間まで営業している店は多いが、昼夜を問わぬ建築作業の最中なので夜間の飲食業も需じゆ要ようがあるからだ。そのせいか、安くて量が多いのが売りの店が多いのでディナとしては助かっている。

　一方、ヴェルドベルクで遅くまで開いている店は「普ふ通つうの夕食の頃ころ合あいが過ぎた後で、わざわざ外で飲み食いしたい人のため」のものだ。もちろん食べ物も豊富だが、それ以上に酒のメニューが充じゆう実じつしている。こんなところにも、街の違いは現れるのだ。

　もっとも、ディナもエリヤもまだ学生なので飲酒はせず、ジュースと食事だけだが。卒業まで一年足らずで制服も着ていない。知り合いもいない旅先なので注文してもバレないだろうが、そういう羽目の外し方はディナもエリヤも苦手だ。

「まあ、国から直々に呼び出されての事だから、軽々しく話せないような事もあるのだろう。だが、ひとりで抱かかえこむ事はない。君とわたしは友なのだから、何か力になれる事があれば手助けさせてほしい。まずは食事だ。人間、空腹だと自然に気力も萎なえるからな」

「……そうだね。じゃ、いただきます」

「うん」

　元気のない作り笑いだが、それでもエリヤが笑え顔がおを浮かべようとするのを確める。笑おうという意志があるのは良い傾けい向こうだとディナは思う。

　この店は、再興学舎の卒業生だという若い行政官が勧すすめてくれた。濃こいめの味付けが若者に評判だという。

　まず、硬パンに溶とかしチーズを染みこませて、塩しお漬づけ魚を潰つぶしたペーストを塗ぬって焼き上げたものを素す手ででつまんで口に運ぶ。さくさくの歯ごたえが心ここ地ちよい。塩気は強いが、乳製品のまろやかな酸味が包みこんでいるので案外食べやすい。川エビの揚あげ物ものはスパイスが独特なのか今まで食べた事のない味だ。サラダはまあ当たり前の味か。

　議国は広いから料理も地方ごとに異なる。ハルクラインとヴェルドベルクは近いが、この店は主が南西部の生まれで、都市建設に伴う斡あつ旋せんに応じて引ひっ越こしてきたから南方風の味付けが地元の食材と合わさって独特の美う味まさになっている、というのは推すい薦せん者しやの弁だ。なるほど、その言葉に嘘うそはないようだ。

「なかなか美味いぞ。エリヤも、味見してみるか？」

　押し出だした皿にエリヤがフォークを伸のばした。

「……うん。美お味いしい……。味付けもいいけど、この香かおりは油が違うのかな？」

　さっきまで曇くもっていたエリヤの表情が綻ほころぶ。

　腹が膨ふくれればいいという大おお雑ざつ把ぱなディナとは違い、エリヤは料理が上う手まい。面おも白しろい味の店がないかと行政官に尋ねたのも、せっかく旅先だから彼かれに珍めずらしいものを体験して欲ほしかったからだ。

「油か。それには気がつかなかったな。やはり君は、観点が違うな」

「そ、それほどでもないよ。僕も、料理の種類で揚げ油あぶら使い分けるとかしないし……。バイト先で教わったっていうか……。あ、ディナも……こっち、味見してみる？」

　照れて顔を伏ふせながら、エリヤは自分の皿をディナの方に向けた。

　マッシュルームと豆、それに鶏とり肉にくがたっぷり入ったシチューだ。小麦粉を焦こがしたソースの香りが鼻び腔こうをくすぐる。

「いただこう……あ……」

　身を乗り出してからディナは気づいた。こちらが頼たのんだメニューは全すべて手づかみかフォークで、汁しる物ものを掬すくうスプーンがない。

　一いつ瞬しゆん戸と惑まどい、それからエリヤは自分が使っていたスプーンでシチューをひと匙さじ、ディナの方へ差し出した。

「えっと……あの……味見だし、わざわざお店の人の手、わずらわさなくても……いいかと思って……」

「そ、そうだな。うん、頂ちよう戴だいする」

　さっきまでエリヤの口唇に触ふれていたスプーンを含ふくむ。

「ど……どうかな？」

「あ、温かいな」

　咄とつ嗟さに出たひと言はこれだった。

　料理の温度というより、頭の中がぼうっと加熱していく感覚。

「温かいのはわかってるよ。味は？」

　エリヤが微笑ほほえむ。

「あ！　そ、そうだな。美味しい……と思う。こういうのが南部風なのかな。いや、その、わたしはエリヤと違って料理には詳しくないから、あまり細かな指し摘てきはできないが」

　慌あわてて取とり繕つくろったせいで、必要以上に饒じよう舌ぜつになってしまう。

　エリヤが笑いながら、そっと手を伸ばしてきた。

「え？　な、何だ？」

「口のところ。シチューが付いてる」

　柔やわらかなハンカチが、ディナの口元を拭ぬぐった。

「あ、ありがとう」

　自分でも顔が赤くなっているのがわかる。

「そ、そうだ。本ほん棚だなの具合はどうだ？」

　思わず話題を逸そらしてしまった。

　エリヤの部屋は資料や画帳を納める本棚で埋うめ尽つくされている。ただ、古い上に無む理り矢や理り詰つめこみすぎたせいでかなりガタが来ていて、ディナが金かな槌づちを振ふるって修しゆう繕ぜんや補強をしたのだ。

















「う、うん。大だい丈じよう夫ぶ……っていうか、元々動かしたりするものじゃないし、具合っていっても故障するような部品もないし……」

「そ、それもそうか。はは……」

　笑い声が上うわ擦ずってしまう。

「頑がん丈じように補強してくれたから助かってるよ。ギシギシ言ったりしなくなったし」

　エリヤが目を細める。

　その顔を見ているうちに、ディナの頬ほおも自然と緩ゆるんでいく。

「な、何がおかしいの？」

「いや。君が笑っていると、わたしも気持ちが軽くなる。さっきまでは塞ふさぎこんでいたからな」

　具体的な事を教えてくれないのは残念で歯がゆかったが、自分が食事に誘さそい、他た愛あいもない言葉を交かわした事がエリヤの役に立ったのは素す直なおに嬉しい。

「そうだね……。うん。明日、ちゃんと大臣には話をするよ。ディナのお陰かげで、自分の気持ちがはっきりした。いずれ、その時が来たらディナにも話すよ」

　気持ちがはっきりした。

　いずれ話す。

　もちろんエリヤが言っているのは、大臣との会見についてだろう。

　ただ、ディナにとってはちょっと引っかかる言葉だった。

　ディナにとって、エリヤは友だ。単に仲がよいというような意味ではない。ただの縁えんや親しさではなく、相手を一個の人間として尊敬し、余人とは違う特別の存在と見なす。そして、彼の側からも自分をそう扱あつかってほしいという間あいだ柄がらがディナにとっての「友」だ。

　エリヤ以外にそう呼ぶのはフィオレッテしかいない。

　ただ、そのフィオレッテに言われたのだ。ディナにとって、フィオレッテとエリヤは対等の存在なのか、と。

　多分、それは違う。

　己おのれの心に真まっ直すぐ向かい合えば、彼に対して友と呼ぶだけでは収まらない感情があるのを否定できない。

　ならばエリヤを「友」ではなく、何か他の言葉で呼べばいいのか。

　抽ちゆう象しよう的てきな物事を考え、悩むのは性しよう分ぶんではないが、こればかりは他人に相談する事も調べる事もできない。ただ、己の胸の内だけの問題だからだ。

　いずれはっきりさせるつもりで、今は素直に彼に接しているが、その「いずれ」を先延ばしにしているのも事実なのだ。

「……ん？」

　不意の感覚が、渦うず巻まくディナの思考を中断する。

「どうかしたの？」

　こちらの表情が変わったのにエリヤも気づいたのだろう。声を潜める。

「誰かが、わたしたちを見ている」

　迂う闊かつだった。

　旅先でエリヤとふたりきりで食事をしている嬉しさと、ずっと引きずっている悩みのせいで注意が散さん漫まんになっていた。

　ディナの武術は戮機スローターと戦うためのものだ。機械にはいわゆる「気配」はない。実戦においては目と耳、あるいは肌はだが捉とらえる微び妙みような環かん境きようの変化から戮機スローターの存在を察知する。それでも稽けい古こでは人間同士で切り結ぶから、相手の意志を言葉では言い表しがたい「気配」として感じ取る事は自然と身についている。

　敵意や悪意とまでは言えない。もっと曖あい昧まいな、しかし決して好意的ではない何者かが不ふ愉ゆ快かいな異い臭しゆうのようにエリヤとディナを監かん視ししている。しかも、監視している事を気づかれないように。

　振り返かえり、店内に視線を走らせる。

　だが初めての街、初めての店だ。知っている顔など存在しないし、不自然なものを探そうにもここで何が自然なのかもわからない。

「出るぞ、エリヤ」

　目配せし、傍かたわらの剣けんを取る。浮かれていた事は否定しないが、あくまで本来の役目はエリヤの護衛だ。当然、愛用の大剣は常備している。

　支払いを済ませ、ディナは左手でエリヤの手を握にぎったまま外へ出た。

「え？　ちょ、ちょっと……」

「人数も不明だが、多分ひとりではない。相手が何者か。ふたりのどちらを狙っているのかもわからない。エリヤは、わたしから離はなれないでくれ」

「うん……わかった」

　戮機スローターが専門でも人間相手は不慣れという点では、エリヤはディナ以上だ。人間の動きも観察分析できるのはディナ自身の体験として知っているが、人と戦うどころか面と向かって話すのもエリヤは苦手なのだから。

　自身の力量を弁わきまえ、こちらを信しん頼らいしているからこそ、無駄な意地を張ったりせず寄より添そってくれる。

　店を出ても視線はまとわりついてくる。

　宿でもある庁舎に戻るべきか？　いや、エリヤの口くち振ぶりからすると大臣がこちらに好意的とは限らない。謎なぞの存在は、グレオゴール大臣の命を受けて我々を監視しているのかも知れないのだ。

「多少危険かも知れないが、相手を誘う」

「わかった。ディナに、任せる」

　小声で確かく認にんし合うと、ふたりは大通りから曲がって狭せまい路地へと入りこんだ。土と地ち勘かんがないから待まち伏ぶせを受けたり、袋ふくろ小こう路じに追いこまれたりする恐おそれはあるが、まずは監視者の正体と真意を探さぐるのが優先だ。

　繁はん華か街がいを離れ、暗い路地を奥おくへ奥へと進んでいく。追つい跡せき者しやに注意を払いながら、暗がりに目を馴らす。周囲に人気がなくなったせいか、追っ手の存在がよりはっきりと伝わってくる。前方に灯あかりが垣かい間ま見みえる。行き止まりではない事を確かめ、ディナは足を止めて振り返った。

「隠かくれても無駄だ。つけているのは知っている」

　声に反応し、暗がりからふたつの人ひと影かげがふらりと揺ゆれるように現れた。

　帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶって顔を隠している。どちらも壮そう年ねんの男で、一見すると護身用の武器を携たずさえた普通の市民に見えるが、気配が普通ではない。彼らからは一切の意志が感じられない。さっきまで伝わってきていた視線さえ、姿を見せた途と端たんに感知できなくなった。まるで死人か幽ゆう霊れいだ。

「……何者だ？」

　過去に対たい峙じした事のない奇き妙みような相手を、ディナは誰すい何かする。

　ふたりの影かげが揃そろって踏み出す──かに見えて、そのまま崩くずれ落おちた。

「何？」

　並んで倒たおれた影の後ろからは、別の人物が現れる。

　鍔つばの広い帽子をやはり深めにかぶっているだけではなく、外がい套とうで身体の線まで隠している。ただ、背はさほど高くないようだ。ディナやエリヤと同じくらいか。

「……どうなっているのだ、これは？」

　疑問が口を突ついて飛び出る。

　こちらを尾び行こうしていたふたり組に、さらに張りついている者がいたという事か。

　それぞれが何者で、どういう思おも惑わくがあるのか。全く見当もつかない。

　ひとつだけ確かなのは、マントの人物は手前のふたりよりもずっと凄すご腕うでという事実。

　ディナが気にしていた視線は、今は倒れているふたりのものだ。

　それを小こ柄がらなマントが昏こん倒とうさせたから消えた。そして、マント本人は完全に気配を絶っていたのだ。

「エストワルトの諜ちよう報ほう員いんは、質が低いな」

　マントが小さく呟つぶやいた声は、硬こう質しつなソプラノだった。イントネーションにほんの少し、しかし明白な癖くせがある。

「……外国人？」

　背中で、エリヤが呟いた。

　倒れているふたり組がエストワルトの諜報員だとすれば、男たちをそう呼ぶ彼かの女じよは当然他の国の者という事になる。しかし、どうして自国の諜報員がエリヤとディナを尾行していたのか。

「エリヤ・シュミッテンラウド。わたしと一いつ緒しよに来てもらう」

　闇やみの中、一歩進み出てマントの女が告げた。

「まずそちらが名乗ったらどうだ？」

　ディナが、剣を構える。

　倒れているふたりは大臣が送りこんだ護衛で、それを排はい除じよしたマントが敵──と簡単には割り切れない。

　ふたりが放っていた気配は、決して好意的なものではなかった。それに、護衛ならばエリヤ自身には知らせているはずだ。もちろん、だからといって自らの素す性じようさえ明かさないマントの女が味方とも思えないが。

　戮機スローター狩りとは違う。

　違いすぎる。

　交こう渉しようも妥だ協きようも和解もあり得ない絶対の敵なら、目の前に現れれば単純に撃げき破はするだけ。誰が敵なのか。相手は何をしたいのか。一切が不明なこの状況はディナがこれまで経験してきた戦いとはあまりに異なっている、面めん倒どうで割り切れない展開だ。

　なればこそ、この女の正体と目的を確かめねばならない。

「答えろ！　お前は何者だ？　エリヤに何の用がある？」

「あなたには関係のない事だ。ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウム」

　微妙に間合いを詰つめながら、女が答えた。

「なるほど。わたしの名前も知っているという訳か？　しかし、その物言いは気に入らないな。エリヤはわたしの大切な友だ。彼に関わる重大事が、わたしに関係がないなどと言うな！」

「関係はない。用も、ない」

　マントが翻ひるがえり、腰こしの鞘さやから剣が解き放たれた。使い手の体格に合わせたのか。ディナの大剣はもちろん、猟士イエーガーが用いる標準的な剣よりも短いが、普通の市民が護身用に持つナイフよりは長く、鋭するどい。しかも、刃の表面が光を反射しないよう黒く塗られている。

　ディナの目には違い和わ感かんだらけの、異様な武器だった。

「エリヤ、下がっていろ！」

「うん！」

　叫さけびながら、踏み出す。

　呼応するように、マントの女も距きよ離りを詰めた。

　漆しつ黒こくの切っ先がディナの顔面を狙ねらう。

　大きくマントが翻る。

　一いつ瞬しゆん、鎧よろいが見えた。

　ディナが狩りの時に纏まとう鎖くさり帷子かたびらと板金の装甲ではない。普通の衣服にも見えるが、要所は鞣なめし革がわを材料に鋲びようや金きん属ぞく片へんで補強した防具だ。耐たい久きゆう力りよくは低いが軽く、動きやすく、そして静かな鎧。

　瞼まぶたは閉じずに首を僅わずかに曲げるだけで対応する。

　敵から目を逸らす危険性は承知している。瞬まばたきしてしまう生理的な反射をどこまで乗のり越えるかが、日々の稽古の意義だ。

　だが、その攻こう撃げきは陽動。マントの派手な動きも目くらましだ。

　女が右手に握った刃は素す早ばやく下がり、ディナの太ふと股もも目がけて疾しつ駆くしてきた。

「くっ！」

　手首の力で強ごう引いんに大剣を返し、相手の切っ先を受け止める。鋼と鋼が打ち合い、闇の中に火花が散る。

　勢いは圧倒的にこちらが上なのに、相手は巧たくみに剣筋の流れを逸らす。

　バランスを崩した身体を狙い、敵はもう一度短たん剣けんを繰くり出す。

　咄嗟に体を捻ひねってかわすも、右袖そでに真っ直ぐな切り目が刻まれた。

　武器の差を考えれば、近すぎる間合いは相手のものだ。距離を開かなければ。

　後方に一歩飛とび退のいたディナを無視して、相手がエリヤへと向かう。

　しまった──叫ぶ間も惜おしんで手を伸ばす。

　相手は人間だ。

　戮機スローターなら単にこちらを殺そうと攻撃してくるだけだが、彼女の目当てはエリヤだった。ディナ自身は単なる障害物でしかない。無理に排除しなくても躱かわすだけで充じゆう分ぶんだ。エリヤを確保すれば、ディナに対する人ひと質じちにもなる。

　女はくるりと振り返り、つかみかかろうとしたディナの手首を逆に捕つかまえる。意外に華きや奢しやな指が僅かに動いた瞬しゆん間かん、痺しびれるような感かん触しよくが手首から肘ひじまで駆かけ巡めぐった。

「くおぉっ！」

　強引に全身を捻り、筋力だけで相手を振り払う。

　女は更に深く懐ふところに飛びこみ、ディナの襟えり首くびを掴つかんだ。

　引き寄せられる。反射的に足に力を込め、踏みとどまろうとする。

　その足が、不意に確かさを失う。

　視界が逆転する。

　衝しよう撃げき。

　背中が路面に打ち付けられる。

　投げられたと気づくのと、回転して立ち上がるのはほぼ同時だった。

　すぐに剣を構え、マントの女を見み据すえる。

　対応が早かったお陰で、相手はエリヤを捕らえるよりも立ち上がったディナに備えなければならなかった。

「な……何だ？」

　予期せぬ攻撃に、思わず疑問が口を突く。

　ディナが学び、改良してきた戦技は、剣で相手を撃破するというものだ。

　重さと勢いを利用して粉ふん砕さいする。装甲の隙すき間まに刃を突き入れる。いくらかの差異はあっても、その基本は変わらない。

　戮機スローターとの戦いでも、相手の打だ撃げきを受けて跳はね飛ばされる事ならある。だから転んだ弾はずみで自傷したり剣を取りこぼしたりしないよう、咄嗟に応じられた。

　それでも、こんな風に投げ飛ばされるというのはディナの想像の外だ。

　自分も決して大おお柄がらではないが、手にした大剣の重さも加わる。それを、こちらよりも更に細身の女性が片手一本で軽々と転がすとは──。

「ディナ！　気をつけて。相手は、関かん節せつを捻ったんだ！」

「関節……？　そうか！」

　エリヤの助言で、ようやく合が点てんがいく。

　人間も戮機スローターも、関節の動く範はん囲いには限界がある。敵の関節構造を理解する事は攻こう撃げき範はん囲いを推測する役に立つが、人間が相手ならば更に応用してこういう戦い方もできるという事か。

　こちらの手を掴み、梃て子この原理で逆に捻る。動きの流れを熟知していればそれだけで全身の動きを封ふうじるのも不可能ではない。投なげ技わざも襟えりを引き、反射的に抗あらがおうとしたこちらの動きを利用して重心の均きん衡こうを崩すと同時に足を払っただけ。単純だが、理に適かなった技だ。これなら非力な人間でも簡単に相手を倒す事ができる。

　初めて出会う、出会うはずもない攻撃だった。

　戮機スローターは、こんな精せい妙みような戦い方はしない。刃で突く、切る、あるいは鈍どん器きで殴なぐりつける。辛かろうじて〈スネーク〉系が絡からみつき締しめ上げる事がある程度で、それにしても関節を狙ったりはしない。ましてや投げ技などは絶対に使わない。

　ディナの武器は大きく、重い。狭い路地で振り回まわすのには不向きだ。武器だけではなく、剣けん術じゆつそのものが戮機スローターとの戦せん闘とうに特化している。土中や樹上からの奇き襲しゆう、素早く立体的な機き動どう、頑丈だが関節部が急所──さまざまな異形の機械を粉砕するために選び、磨みがいてきた武器と技。

　他人と切り結ぶのは稽古の時だけ。

　だが、目の前の相手は違ちがう。

　彼女が用いるのは平時に人と戦い、制する事を第一の目的とした武術だ。

　関節技は戮機スローター相手には意味がない。頼たよりなさげな短たん剣けんも、鎧を装備していない柔らかな肉を切り、突き刺さすに不足はない。掠かすめただけで布を切きり裂さくほど鋭えい利りに研とがれているのだから。闇の中で刃の軌き道どうを読ませないための黒くろ塗ぬりも、戮機スローター相手にはほとんど意味がない。奴やつらは強力な灯りを自前で用意するか、あるいは闇でも問題なく見通す。

　外国には独特の武術があると聞いた事があるが、彼女の技もその一種か。

「たった一度、それも技を受けたでもなく、外から見ただけでこれを見み抜ぬくか……。やはり侮あなどれない男だな」

　小声だが、単なる呟きではあり得ない。ふと零こぼれただけの感想なら、ディナには理解できない母語になっていたはずだ。

「エリヤ・シュミッテンラウドを置いておとなしく立ち去れ。無関係な人間を傷つけるのは、本意ではない。もう一度、叩たたきつけられたいか？」

　抑おさえた声で告げ、踵かかとを路面に打ち付ける。石いし畳だたみの冷たい響ひびきが、夜気に溶けていく。

「……脅おどしのつもりか？　生あい憎にくだが、護衛を仰おおせつかっているのでな。そうでなくても、わたしは友を見捨てるような人間ではない！」

　再度の警告を意図したのだろうが、無関係という物言いはディナにとって挑ちよう発はつにしかならない。両手に力を込め、剣を握り直す。

「……長引かせる気はない……っ！」

　マントの女が、身を低く屈かがめて突っこんでくる。

　剣を水平に掲かかげ、迎むかえ撃うつ。

　相手の武器は短く、軽い。取り回しの良さは有利だろうが、リーチでは圧倒的にディナに分がある。相手の有利な間合いまで近寄らせなければいい──という戦術は、当然敵も読んでいた。

　屈むというより這はうと呼びたくなるほど全身を路面に近づけ、低い位置からディナの脚あしを狙う。

「かかったっ！」

　反射的に叫び、素早く下ろした剣を杖つえ代わりに右足を大きく振り上あげる。

　鎧がない今はブーツがいちばん分厚い装そう甲こうだ。刺されるのには耐たえられなくても、短剣によるすれ違いざまの斬撃程度ならば一度は防いでくれるはず。

　爪つま先さきの当たり端はしが、女の短剣を弾はじく。

　敵の戦いが人間相手の技で重心を崩して投げるのならば、脚を狙うのは当然予想できた。エリヤが戮機スローターを観察する眼めを応用してこの女の技を見抜いたように、戮機スローターを倒す剣けん技ぎを通用させる事もできるはず。

　必要以上に低く構えるのは人間対人間の戦いを標準としている相手になら効果的なフェイントだろうが、戮機スローターと戦い慣れたディナにとってはむしろ与くみしやすい体勢だ。

　相手は、自由になった両手で素早くディナの足首を取る。

　それに構わず、ありったけの筋力を込めてそのまま脚を振り抜ぬく。

　最初の攻撃で感じ取った。

　相手の技は恐ろしい。

　相手が恐ろしいのではない。

　関節構造を利用する技術体系が強力なのは確かだ。その体系を完全に使いこなす者が敵ならばディナは手に触れられた時点で無様に組くみ伏せられていただろう。投げも、背中ではなく頭や肩かたから落とせば戦闘不能にできた。

　しかし、そうはならなかった。

　目の前の女は、この術の心得はあっても完全に習熟はしていないか、あるいは──。

　ならば、人間同士が戦う技術では向こうが上でも、力ずくでその技ぎ巧こうを粉砕する余地はあるという事だ！

「くはっ！」

　振り上げた脚が、小柄な敵を弾き上げる。マントが大きく翻り、掠れた悲鳴が夜気に混じる。

　壁に叩きつけられ倒れても、女はまだ諦あきらめない。

　這ったまま、先に転がった短剣を見つけて手を伸ばす。

　その剣を、ディナのブーツが踏みしめた。爪先には大きな切れ込みが生じ、ソックスの白が露ろ出しゆつしている。

「そこまでだ。おとなしくしてもらおう」

「……殺せ……っ！」

「わたしは、人を殺すために戦うつもりはない。まして、そちらにも殺意がないのであればな」

　相手は紛まぎれもなく本気だった。ただし、殺しはしないという前提の上で。

　殺害が目的ならば、目を狙ったフェイントの直後に脚まで刃やいばは下げない。こちらに鎧がないのだから喉のどや腹を狙えばいい。四し肢しに攻撃を仕し掛かけるのは、殺さずに無力化したいからだろう。人間は戮機スローターと違い、関節部だけが華奢という訳ではないのだから。

　最初に倒されたふたりも、気絶させただけなのは見てわかった。細かい手口までは不明だが、人体を熟知し、関節を捻って人間を無力化するような技の使い手だ。例えば首を攻せめて息や血流を止めさせ、殺さずに意識を失わせる技術があるのかも知れない。

「あ、あの……誰だれ、なんだ？　何のために、僕ぼくを……？」

　ずっと戦いを眺ながめていたエリヤが、近づいてきて訊たずねる。

「……」

　襲しゆう撃げき者しやは、無言。

「ひょっとして……ガリシニアの人？」

「ガリシニア？」

　エリヤの口から出た予期せぬ言葉を、ディナは思わず繰り返す。

「ディナ……大臣から言われた事、全部話すよ」

「いいのか？　口止めされているのではないか？」

「うん。でも、ディナが言ってくれたよね。ディナと僕は、無関係じゃないって。あの言葉、嬉うれしかった。だから僕も、大臣とディナ、どっちの言葉が大事なのか、迷わない。それに……ディナにも、彼女にも関かかわりのある話だし……。だから、君も名乗ってほしい。僕らの周り──今、この国やその近くで何が起きているのか、お互たがいにきちんと理解するために」

「……そうね。そこまで言うのなら……」

　不意に口調を和やわらげ、襲撃者は帽子を取った。

　下から現れたのは、真っ直ぐな黒くろ髪かみを襟にもかからぬ程ほどに短く切りそろえた女の顔だった。直線的な前まえ髪がみで区切られた色白の肌。切れ長の目に長い睫まつげが映はえる。おとなびた顔立ちだが、年ねん齢れいはディナよりもひとつかふたつ上という程度か。

　風ふう貌ぼうはさほど似ていないが、まとった雰ふん囲い気きはどこかフィオレッテに近いものを感じる。知的で、感情に流されなさそうなところが共通しているのかも知れない。

　立ち上がり、背筋を伸ばして胸を張る。武器は拾わず、両手は開いて顔の高さに上げている。降こう伏ふくし、抵てい抗こうはしないという意志を示しながら、地に腰をつき、見下ろされる形では対話しないという矜きよう恃じを姿勢だけで表現しているのだ。

「わたしは、メルノー・ド・ヴァール・ジュヌビエーヴ」

「じゅ、じゅにゅ……？」

　聞き慣れない異国風の名前に、ディナが首を傾かしげる。

　硬質で歯切れのよいエストワルト語と違い、ガリシニアの言葉は流れるような抑よく揚ようがある。名前もガリシニア風だ。

　いや。単にガリシニア風というだけではない。ドという冠かん詞しがつく名前は確か──。

「貴族なのか？」

　ディナ自身のプリスやツェルギオのテオなどのミドルネームはかつてエストワルトにも存在していた貴族制の名な残ごりだ。ガリシニアでも同様で、冠詞の後は領地を表すはず。

「ええ。王位継けい承しよう権けん第一八位。ヴァール侯こう爵しやくジュヌビエーヴ家の長女、ガリシニア国軍情報部少しよう佐さ」

　ガリシニア、貴族、侯爵、軍、情報部。

















　どれもこれも、ディナのこれまでとは縁の薄うすい単語だ。

「……その侯こう爵しやく令れい嬢じようで少佐が、エリヤに何の用だ？」

　エストワルトは万ばん民みん平等を謳うたう議国である。相手が貴族だからといって畏かしこまる習慣などディナにはない。しかも相手はこちらを付つけ狙っていた襲撃者だ。対等の人間として尊重するだけでいい。

「ディナ。それは、僕から話す。……僕が、話さなきゃいけない。多分、彼女が僕を見張っていたのは、大臣に呼ばれたのと同じ件だろうから」

　エリヤの言葉を肯こう定ていするように、メルノーは無言で小さく頷うなずく。

「僕たちのエストワルト議国と……彼女のガリシニアの間で、国境紛ふん争そうが起きようとしている。最悪、戦争だ」

　国境紛争。戦争。

　告げられたのは外国人の名前より、貴族や情報部より、もっと耳慣れない不ふ吉きつな言葉。

　個人的な問題で悩なやんでいる暇ひまなど消し飛んでしまうような事態に直面した事を、ディナは実感せざるを得なかった。





「父上もご壮そう健けんのようで何よりです」

「……うむ……」

　合同庁舎の応接室、ツェルギオはにこやかに挨あい拶さつをしたのに、父の表情は何な故ぜか浮うかない。自じ慢まんの息子むすことの再会が嬉しくないはずはないのだが。

　エリヤとの用件がひと段落したという事で、ツェルギオは父が待つ貴き賓ひん室しつに招かれた。ディナがエリヤを連れて夕食に出たので本当はそちらについていきたかったのだが、自分から申し出た親子の対面を後回しにする訳にもいかない。

　父には、確認しなければならない事もあるし。

「お前の方は、怪け我がはもういいのか？」

　グレオゴールが微び苦く笑しようで訊ねる。

　父親が葡ぶ萄どう酒しゆ、息子が茶をそれぞれ手元に置き、低いテーブルを挟はさんで向かい合う。親子水入らずというのは珍しい事だった。国事に奔ほん走そうする父は留守がちだったし、実家では母も使用人もいる。

「ああ。それでしたらご心配なく」

　視線で促うながされるままにソファに腰を下ろすと、以前の戦いで骨折した腕うでを伸のばして意い刃じん術じゆつを放つポーズで回復を示す。さすがに筋力が低下しているせいで多少の違和感はあるものの、元の勘かんを取り戻もどすための訓練は進めている。剣を振るう右みぎ腕うででなかったのが不幸中の幸いだ。

　入院している間も、父からは手紙が一通と医い療りよう費ひの送金があっただけで、見み舞まいに訪おとずれる事はなかった。

　当然だ。ツェルギオ自身学がく猟りよう生せいとして親元を離れて暮らしている以上、全治一、二か月程度の怪我でいちいち気き遣づかわれては恥はずかしい。何より、父は国事に携わる多た忙ぼうな身だ。グレオゴールが自分を信頼し、職務を優先したのはむしろ誇ほこらしくある。

「そうか……。卒業したらどうするつもりだ？」

　葡萄酒のグラスをテーブルに置き、グレオゴールが今いま更さらの質問を口にする。

「前にも話した通りですよ。いずれは国政の道に進むとしても、しばらくは猟士イエーガーとして働くつもりです。より良き為い政せい者しやになるために現場を経験するのは有意義ですし」

「それなら、もう充分だろう？　学がく猟りよう生せいとして実績がある。知士という看板も背せ負おった。それだけで国民は、お前を現場を味わった人間だと判断してくれるだろう」

「学がく猟りよう生せいと専業の戮機猟士スローター・イエーガーとは違いますよ。肩かた書がきだけもらってプロの現場に身を置かなければ、ただの自己満足です。幸い僕は才能にも恵めぐまれていますからね。能力がある者が、その天てん与よを祖国のために活用するのは当然でしょう？　高貴な義務──僕にその言葉を教えてくれたのは父上ではありませんか」

「お前は、メルクタウル家の跡あと取とりだ。危険な現場に出なくても、国家に奉ほう職しよくする道はある」

　父が不愉快そうに眉まゆを顰しかめる理由が、ツェルギオには理解できなかった。

　確かに不覚を取り、しばらくの入院治ち療りようを余よ儀ぎなくされた。しかし、学がく猟りよう生せいである以上それは了解済みのリスクであり、再興学舎に入学した時点で父も承知していたはずだ。

　怪我を負い、そこから復帰するのも貴重な経験だったとツェルギオは考えている。単に見学気分で前線に顔を出すだけでなく、最前線で苦く闘とうする人間と同じ経験ができた。もっと技を磨かねばならないと自省する時間も持てた。

「ほんの半年前──例の新種が現れるまでは、猟士イエーガーの危険などたかが知れていた。だが、それは過去の話だ。実際にお前は大おお怪け我がをしたではないか！　危ない真ま似ねは止めるんだ」

　政治家の成分がほとんど含ふくまれていない、単なる父親の表情と声だった。

「……その言葉は、息子として嬉しく思います。ですが、僕の気持ちは変わりませんよ」

「それにだな」

　コホン、と小さく咳せき払ばらいをする。

　成分比が一変した。今度はひとりの父親ではなく、為政者の顔。軽い咳せきは、切り替かえるためのきっかけだ。

「我わが国くににとって、戮機スローターの駆く除じよがいつまでも重要問題という訳ではない。お前の力を活かす道は他ほかにもある。復興計画──いや、国策は次の段階に移っているのだ。パウリ湖の件もあるしな」

「パウリ湖？」

　このヴェルドベルクおよび第一七学舎のあるハルクラインと、ちょうど正三角形を成す位置にある山中の淡たん水すい湖だ。いくつかの川の水源地として国土を潤うるおしている。隣りん国ごくガリシニアとの国境近く、即すなわちエストワルトにとっては最辺境であるために復興が後回しになっている地域だったはず。

「ガリシニアから、パウリ湖およびその西岸までを租そ借しやくしたいという要求が出ている」

　苦い物を吐はき出すように、グレオゴールは言った。

「それは初耳ですね。西岸までというと、要するに湖の周辺まるごとじゃないですか」

「当たり前だ。現時点では正式な申し入れではなく内々の打だ診しんであり、重要な外交問題だからな。国民に公表する事などできん」

　大戦シビル・ウオーによって人口を大きく減じ、国土も荒あれ果はてたのはどこの国も同じだ。しかも生き残った戮機スローターとの戦いもある。「国境線は大戦シビル・ウオー以前のものを遵じゆん守しゆする」という条約は、内政を重視しなければならない各国にとってむしろ歓かん迎げいすべきものだった。

　辺へん鄙ぴな地に小規模な関所や駐ちゆう屯とん地ちなどを作っても、その場所を戮機スローターから防衛する事や食料物資の運うん搬ぱんに伴ともなう手間と危険を考えれば現実的ではないから、自然と国境の防備は手て薄うすになっている。そういうやり方で、今までは問題がなかったのだ。

「我が国は広い」

　本来なら誇るべき言葉だが、グレオゴールの口調には棘とげがある。

「広い分、大戦シビル・ウオーで負った傷は深く、二〇〇年を経へてもまだ旧来の水準にたどり着いたとは言えない」

「それは、理解していますよ」

　言わずもがなの内容を説明する父に相あい槌づちを打ちながら、ツェルギオは茶のカップを口元に運ぶ。

　エストワルト議国は近きん隣りんでも有数の大国だ。人口でも、国土面積でも。大戦シビル・ウオーでの被ひ害がいも大きく、農地や街かい道どう、都市を元通りに戻すには時間がかかっている。言葉の上では同一の「半減」であっても、一〇〇から五〇になったものを元に戻すのと、五〇〇〇に減ったものを一万まで回復させるのは同じではない。机き上じようの数学とは違い、数が大きいほど簡単な事もあれば逆に困難になる問題もある。

　議国の復興計画は後者に該がい当とうする。

　根絶できない戮機スローターに対処し、安全を確保しつつ広い国土に人間を満たしていくのは何世代も要する事業だ。新種の戮機スローターが現れ、従来型の拠きよ点てんと拠点を線で結ぶような計画の見直しが迫せまられて以来、ますます難しくなっているとも言えるだろう。

　一方のガリシニアは、エストワルトに比べると小さな盆ぼん地ちの国だ。単純な国土面積で考えれば四分の一程度しかない。

　国が広い分、エストワルトは手つかずの森や深い山も多く、人里から遠い地域が戮機スローターの根こん拠きよ地ちとなってしまう。防備のために拠点都市に人口を集中させる必要性からも、まだ調査不充分の辺境はいくつも残っている。

　ガリシニアの方は国が狭い上に戮機スローターが潜ひそむような深い森がほとんどない。大戦シビル・ウオーで失った森林地帯の代だい替たいとして、数多くの小規模な林を計画植林したのだ。そのため日常的な戮機スローター被害が少なく、復興はスムーズに進んでいる事はツェルギオも知っている。大戦シビル・ウオー前の水準まで回復しているはずだ。

「ガリシニアは、我が国の復興が難航しているのにつけ込み、パウリ湖一帯を我が物にしようとしているのだ。連中にとっては貴重な水源地でもあるからな」

　呪じゆ詛その如き声だった。グレオゴールの整った眉が歪ゆがみ、眉み間けんに深い皺しわが刻まれる。

「しかし、申し入れは租借なのでしょう？　期限付きで貸かし与あたえて代価を受け取り、それを復興資金に充じゆう当とうすればお互いにメリットがある事では？」

「だからお前は甘あまい、若い！　租借と言っても、実際に人が住み着いてしまえばなし崩しにガリシニア領にされてしまうのは目に見えている。問題はパウリ湖こ畔はんだけではない。ガリシニアにこれを許せば大戦シビル・ウオー終結時の大条約が効力を失ったという事になり、周辺諸国がこぞって我が国を切り取りにかかる。西のグリューデンやヴェスターワルトあたりも動くだろう。国境という堤てい防ぼうには、蟻ありの一いつ穴けつさえ許してはいかんのだ！」

　グレオゴールは、葡萄酒を呷あおった。空になった酒しゆ杯はいに、自らの手で次を注つぎ足たす。

　いかなる条約も国と国の間での取り決めである以上、永遠不変に維い持じされるなどあり得ない。世代の交代、自然環かん境きよう、経済、災害──変化への圧力は次々に生まれてくる。

「しかし父上、現実問題としてどうするのです？　国内の戮機スローターを駆除するのが急務ですから、戦える人間の多くは猟士イエーガーとなっています。充分な国軍の再編は、まだ時間がかかるはずですでは？」

　戮機スローターから国民を守り、再開かい拓たくを進めるのが急務のエストワルトでも全く軍隊をなおざりにしている訳ではない。ただし、どうしても充分な人数を充あてる事ができないため、現状では警察と兼けん務むの治安機構だ。

「いいか、ツェルギオ。何としてもそのための方策を立てねばならん。お前からも、彼かれを説得してもらう」

　父は酒に強い。葡萄酒数杯程度が効くはずもない。

　それなのに、自分を見据える灰色の瞳ひとみは何か悪いものに酔よっているようにツェルギオには見えた。





　ヴェルドベルクも復興計画に基もとづいて再建された都市なので、やはり市内には大きな公園があり、外灯もある。

　一戦交えた路地から遠くないその公園に、ディナたちは場所を移していた。

　恐らくは大臣が派は遣けんしたであろうふたり組は拘こう束そくした上で物もの陰かげに転がしておいた。命に別状はないし、夜とは言え完全に人目をない時間帯でもないので、さすがに縛しばったまま担かついで歩く訳にもいかない。

「……しかし、理解できない話だ」

　左手を顎あごに当て、ディナは首を傾げる。利きき腕は、いつでも抜けるよう剣の柄つかに触ふれていた。まだメルノーに対する警けい戒かいを解いた訳ではない。

「国内の復興が完かん了りようしたガリシニアが領土拡張を試みる。それ自体は容よう認にんしがたいが理解できる話だ」

「エストワルト人には理解できないわ」

　型どおりのディナの言葉を、メルノーは吐き捨すてるように否定した。

「大戦シビル・ウオー終結後の二〇〇年間──いえ、それ以前から我が国はエストワルトの存在に怯おびえてきたのよ」

　ディナと同じ、十代のメルノーが二〇〇年を語る。

　誰もが自分の属する社会や国家と無関係でいる事はできないのだ。

　単にエストワルトが大国というだけではない。革命で王制を廃はいし、旧エストワルト王国領の七割を統治したのが現在の議国だ。ガリシニアはそれ以前からの王家が存続しているが、近隣には革命による混乱の煽あおりを受けて分ぶん裂れつしたり、王朝が交代した国も少なくない。

　王制貴族制を維持している国々にとって、エストワルトは歴史的な混乱の源という記き憶おくがつきまとう。いや。単なる印象だけでなく、実際大戦シビル・ウオー前にエストワルト議国が武力で他国の領土を切り取った歴史もあるのだ。特に、旧王国の残り三割を領土とする西のヴェスターワルト王国とは伝統的な確かく執しつも存在する。

　皮肉な事に大戦シビル・ウオーが勃ぼつ発ぱつし、戮機スローターという絶対に妥協できない共通の敵が現れた事で諸国はそれまでの諍いさかいを棚たな上あげして一いつ致ち団結できたのだ。

「……議国が戮機スローター対策に手を取られている間が、我が国にとっては千せん載ざい一いち遇ぐうの好機よ。我が祖国が侵おかされないためにも今のうちに少しでも国力を蓄たくわえ、議国に対たい抗こうする力をつけていかなければ……」

「それは誤解というか……」

　万ばん事じ率そつ直ちよくなディナも「被ひ害がい妄もう想そう」という言葉を投げつけるのは避さける。

　確かにエストワルトは近隣でも有数の大国だが、それこそ現状は復興に手て一いつ杯ぱいで他国に手を出だすような余よ裕ゆうはない。こちらが困っているからといって、それにつけ込み領土を奪うばおうというのなら、それは火事場泥どろ棒ぼうという軽けい蔑べつすべき行こう為いだ。

「それに、その事がエリヤにどう関わるというのだ？」

　何よりもそれが疑問だった。知士として高い能力を持っていても、彼は政治とは無関係だ。例えば、フィオレッテを抜ばつ擢てきして交渉に当てるというような話の方がまだ理解できる。

「それは──」

「僕が、言う」

　メルノーが口を開き掛かけたのを、エリヤが制する。

「大臣は、戮機スローターに命令して、利用する事を考えてるんだ。例えばエストワルト人を襲おそわないようにするとか、国外だけで活動するようにするとか……そんな風に操あやつれないかって」

「そんな馬ば鹿かげた話を？」

　思わずディナは叫んでいた。

　あり得ない。

　エリヤのように機構や構造を見抜く目も頭もないが、直接刃を交える者の実感として断言できる。戮機スローターは、こちらの思い通りになる存在ではない。殺意すらない。もっと純じゆん粋すいに、機能として人間を殺すために作動する機械だ。太古の機き道どう文明自体が自ら生み出した戮機スローターを管理しきれずに滅ほろんだのだ。

「わたしたちは戮機スローターの事をほとんど理解していない。破は壊かいして、単純な部品を利用するのが関の山だ。修理も製造もできないのに、戮機スローターを自由に操るなど夢物語だろう？」

「戮機スローターを作る手段があるとしたら？」

　ディナの苦く笑しようは、メルノーの言葉で霧む散さんした。

「今、何と言った？」

「グレオゴール・テオ・メルクタウル大臣──いや、エストワルト議国当局は戮機スローターを生産する〈工廠プラント〉を発見しているわ」

　メルノーを信じられずに振ふり返かえったディナに、エリヤが無言で頷く。

　彼が認めるなら、信じるしかなかった。

「大臣が、僕を呼んだ理由はそれだったんだ。僕に戮機スローターを研究させて、〈工廠プラント〉を使って……国の兵力としての戮機スローターを作り出せないかって……」

　再興庁が議国北部での新型戮機スローターの目もく撃げきや遭そう遇ぐうのデータを詳しよう細さいに分ぶん析せきして得た推測を元にカルテンメッツ山系を探たん索さくして見つけたのだという。本来なら総力を挙げて破壊すべきだが、エリヤ──知士の存在が大臣に異なる考えを抱いだかせたのだ。





「こちらの思い通りになる戮機スローターを……作る？」

　悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんと笑いかけたツェルギオの顔は、真しん剣けんそのものとしか言えない父親の表情に凍こおりついた。

「新型の出現は我が国にとって大きな苦難となるはずだった。だが、その危機が新たなものをふたつもたらしたのだ。知士という人材と〈工廠プラント〉。この両方が揃そろえば、制せい御ぎよ可能な戮機スローターを作り出せる可能性もあるという訳だ。戮機スローターだって、元々は機道文明の人間が作り出した物だからな。異なる文化や技術を持っていたとしても、同じ人間。彼らにできた事が我々に不可能という道理はない」

〈工廠プラント〉──それは半ば伝説の存在だ。

　戮機スローターを生産し、修理し、恐らくは改良もする、それ自体が大型の戮機スローターでもある移動工場。現物が確かく認にんされ、破壊された事は大戦シビル・ウオー中に一例しか存在しない。大戦シビル・ウオー後も二〇〇年に渡って戮機スローターが絶ぜつ滅めつせず出現し続けている事、破損した部品同士を組み合わせたと思われる個体が存在する事、そして従来にはない新たな戮機スローターが現れた事から、現在も〈工廠プラント〉が稼か動どうしているのは確実だ。

　さらに国や地域ごとに戮機スローターの種類に偏かたよりがあり、出現数も一点から同心円状に広がっていない事も考こう慮りよすると〈工廠プラント〉はひとつではなく、複数が存在しているという事も。

「これが成功すれば、戮機猟士スローター・イエーガーなどは過去の存在になる。もちろん、一〈工廠プラント〉が全すべての戮機スローターの供給源ではないだろうが、我々の戮機スローターが他の戮機スローターを倒せば、人間が戦う必要はなくなる」

「僕も知士のひとりとして言わせてもらえば、あくまで可能性でしょう？　戮機スローターを人間の思い通りに操るなんて、無理だと思いますけどね。それに戮機スローターというのはあらゆる人間の敵です。それを利用しようなんて言い出したら、エストワルト議国が国際的に孤こ立りつする恐おそれもありますよ」

　大戦シビル・ウオーから二〇〇年が過ぎている。当時の事を実際に覚えている者はもう存在しない。しかし、だからこそ個人の思い出ではなく国家の、あるいは人類の歴史として神聖視されている。戮機スローターが現在もなお危険な存在であるのも事実だ。

　単なるブラフにせよ、実際に可能になったにせよ、戮機スローターを制御する具体的な方法は議国だけが有するアドバンテージとして他国には伏ふせられるだろう。

　それは様々な疑念を生む。いや、疑念を抱かせる事そのものも、この策の一部だ。悪い形で成功すれば、この国が忌いまわしい戮機スローターと同一視されるようになるかも知れない。

　かつての大戦シビル・ウオーで戮機スローターの存在が人々を団結させたように、諸外国がエストワルトを討うつために同盟するのもあり得る事だろう。

「だが、現状を切り抜ける最善の方法だ。ガリシニアを筆頭に他の国々が我が国を脅かそうとしている今、他に方法があるか？」

　ツェルギオの率そつ直ちよくな感想に、グレオゴールは即そく答とうする。

「周辺諸国の挑発に対し、我が国は充分な兵力を動員するのが難しい。しかし、戮機スローターを操れればこちらは国民を危険にさらさず、敵を牽けん制せいする事が可能になる。別に相手領内に戮機スローターを放って無差別殺さつ戮りくをしようとかいう話ではない。あくまでも祖国防衛のためだ。最悪、実用化はまだ先でも『議国には戮機スローター戦力がある』と思わせるだけでもいい。暢のん気きに構えている暇はないのだ」

















　国が広いという事は、復興に手間がかかるというだけではない。内陸の大国エストワルトは多くの国と国境を接している。ガリシニアの動きに他国が呼応すれば、長い国境線を満まん遍べんなく守るには多くの兵力が必要となる。

　こちらが戮機スローターを擁ようするという情報だけでも他国を牽制し、行動を躊躇ためらわせる効果はあるというのが、グレオゴールの主張だ。

「先に〈工廠プラント〉が発見されていれば、むざむざ貴重な新型の資料を他国には渡わたさなかったものを……。いや、それは後あと知ぢ恵えだな。そうであれば、やはり〈工廠プラント〉を破壊する事しか考えられなかっただろう。だが、我が国は幸運にも他国に先さき駆がけて新種の戮機スローターに遭遇し、それを分析する人材も得られた。それを活用しない手はない」

　身内のひいき目め抜ぬきに評価しても、グレオゴールは有能な政治家だ。長期に渡り再興大臣を務め、人材の育成や発はつ掘くつ、適切な配置に尽じん力りよくしてきた。それに、メルクタウルはルーベンジーベンのような商家ではなく政治一本の家いえ柄がらだ。戮機スローターを制御する技術が実用化されたとしても、私腹を肥やすのには繋つながらない。

　だから、父が心から国益を願って動いているのも理解できる。

　それでも、ツェルギオは賛同できなかった。

「あの事件を、幸運と言いますか」

「あの事件？」

「デュバーレイ砦とりでの開かい拓たく先せん遣けん隊たいが全ぜん滅めつした事です」

　新型戮機スローターが初めて確認された事件。

　ツェルギオはあの場に居合わせた。そして見たのだ。切り裂かれ、貫つらぬかれ、潰つぶされた砦の人々を。

　彼らが予備知識なしに新型戮機スローターの大軍に襲われたのを、幸運などとは口が裂けても言えない。

「エリヤ君が……そしてディナがいなければ、僕もあそこで命を落としてましたよ」

「だからだ！　だからこそ、国民がこれ以上危険に晒さらされないよう、あらゆる危険を速すみやかに、根本的に取り除かねばならない！　戮機スローターの脅きよう威いも、他国の蠢しゆん動どうもだ！　父として、政治家として、次の世代に豊かで強いエストワルトを遺のこす義務がある！　起きてしまった不幸は消せない。ならば、それを次の幸福のための材料に変えていくしかない！」

　まるで選挙の際の演説のように大きく腕を振って熱弁を揮ふるうグレオゴールを前に、ツェルギオはなるべく自然な動作を装よそおいながら、口元に手を当てた。

　ため息をこぼすのを、知られたくはなかった。

「戮機スローターも、外交問題も、全部を無む理り矢や理りに片付けてしまう必要はないでしょう。現状での最善を尽つくしていただければ、僕たちの世代がそれを引ひき継つぎます。託たくされた困難も解決して見せます」

　自信満々のツェルギオだが、グレオゴールは眉まゆ根ねを寄せて頭を振った。

「お前はまだ若い。見通しが甘すぎる。そんなものはただの理想だ！　だから、私に力があるうちに……。たとえ汚きたない手口と一時的に非難されようと……」

　グレオゴールは苦い言葉を吐き出す。

「ははは！　何を言うのですか、父上」

　それに対して胸を張り、高笑いをしながらツェルギオは唐とう突とつに立ち上がった。あまりに高らかな笑いに、グレオゴールがぽかんと口を開く。

「若者が楽天的で希望に満ちあふれているのは、素す晴ばらしい事じゃありませんか？　理想を唱える事に何の不思議がありますか？　僕たちには、傲ごう慢まんになる権利がある！　子供や若者が俯うつむいて明日を憂うれえてばかりいるとしたら、そんな国の方が間ま違ちがっています」

「ツェルギオ……お前……」

「僕たちは愚おろかと言われても理想と、それを実現させる意志を持って行動していきますよ。親として、政治家として、こんな世代を育てた事こそ誇るべきです。どうも長話になってしまいましたね。では、お寝やすみなさい」

　呆ほうけたような顔の父親をソファに残し、ツェルギオは大おお股またで部屋を出て行った。





「……それなら口止めも当然だし、エリヤがわたしに相談できないのも道理だな」

　計画の全ぜん貌ぼうを聞き、ディナは大きく頷いた。

「ごめん。心配かけちゃって……」

「気に病やむ必要はない。確かに安易に人に打ち明けられる話ではない」

　国を挙げての極ごく秘ひ計画。しかも禁きん忌きを破るとさえ言える、部品レベルではない戮機スローターそのものの積極的活用──学がく猟りよう生せいの身では実感するのも難しい話だ。

「でも、言わなくちゃって思った……。ちゃんと考えて、そう思ったんだ」

　俯き気味に、エリヤは頬ほおを掻かく。

「エリヤ・シュミッテンラウド──あなたは、自分で思っているよりも遥はるかに重要人物なのよ。ガリシニアではここ一、二年、戮機スローターの出現数は減っているけれど、それでもデュバーレイ砦での新型のレポートは、軍内部で大きな衝しよう撃げきとともに受け止められたわ。新しい戮機スローターの存在以上に、過去の例がない敵について即そく座ざにこれだけの分析をする者がいるという事実こそが。そのあなたが大臣と接せつ触しよくした以上、わたしは計画が動き出したと判断したの」

「重要人物か……どうやら、そうみたいだね……」

　メルノーに言われて、エリヤの表情が曇くもる。

　本来ならば自分の価値が高まっている事は誇ってよい事だろう。だが、この状じよう況きようでは無理もない反応だとディナも思った。

　別に功名心があった訳でも、国策に役立てようと考えていた訳でもない。

　ただ己おのれの情熱が赴おもむくままにありったけの時間を注ぎ続けただけだ。似たもの同士として、エリヤを友と呼んだ身として、その事ははっきり理解できる。

　しかし、その結果生まれてしまった「力」に対して、無責任なままではいられない。ディナの鍛きたえた剣けんを戮機スローター相手に限定せず、気ままに振るうのが許されないように。

「〈工廠プラント〉が発見された山は、我が国の国境に近いわ。もしもエストワルトが戮機スローターの制御を実現したら、真っ先に標的になるのはガリシニアよ。だからこそ、わたしは率そつ先せんして諜ちよう報ほう活動を行った。……わたしが、やるしかなかったの」

　メルノーが掠かすれるような声で呟つぶやき、内情を告白する。

　王位継承権を持ち、上級貴族の令れい嬢じようであるメルノーがこの若さで軍に属ぞくし、他国での諜報活動に従事しているのは、恵まれた者は率先して危険や難事を引き受けるべきという「高貴な義務ノブレス・オブリージユ」だけが理由ではない。

　例えば再興学舎は「将来を見み据すえて必要な人材をじっくり育てる」という側面がある。学がく猟りよう生せいの狩かりにしても、あくまで人里近くの日常的な駆除が中心であって、例えば〈工廠プラント〉を発見した山やま狩がりのような仕事は行わない。拠点となる都市も綿密な計画に則のつとって建設されている。

　国土が広いからこそ、焦あせった間に合わせで後々に不具合を残すよりも迂う遠えんに思えても最終形を見み越こして街も街道も制度も整えていく。大戦シビル・ウオー終結以来議国の一いつ貫かんした方針だ。

　だが、これは大戦シビル・ウオーで多くの人命を失い、土地が荒れ果ててもなお豊かな大国の余裕があればこそだ。

　エストワルトほど将来を見据えてじっくりと人材を育てる余裕がないガリシニアでは、十代後半ともなれば一人前のプロになって働く事が求められる。そのため、早い時期から役人は役人、兵士は兵士としての訓練が中心になり、広く浅い一いつ般ぱん教養を学ぶ機会は少ない。そのような学校を運営する資金も人手もない。場合によっては、高等教育を受けられる一部の者が多くの仕事を率先して引き受けなければならないのだ。

　必然的に、貴族や軍人がその任を負う。

「正直、ガリシニアでは対戮機スローター専門の人材を育成したり、民業にして報ほう酬しゆうを支し払はらうような余裕はないわ。軍という形で統とう率そつし、命令によって危険な現場に送りこむしかない」

　そして、国内の戮機スローターを概おおむね駆除したからといって、軍を解体する訳にもいかない。そこに、国際的な緊きん張ちようを生み出す種が潜んでいる。

「わたしたちは……エストワルトが現在使っていない土地を利用させてもらいたいだけ。持て余している豊かさをほんの少し分けてもらいたいだけよ」

「では、領土的野心は一いつ切さい無いと断言できるのか？」

「……それは……」

　率直に問とい詰つめると、メルノーは口ごもる。

　当然だ。どの国だって自分たちの利益を優先する。領土そのものを人の手で増やせない以上、存在している地面を取り合うしかない。メルノー自身、議国に対抗する力をつけたいと既すでに口にしているのだから。

　エストワルトが〈工廠プラント〉を発見したのと、ガリシニアが租借を申し入れた事。どちらが先でどちらが後かというのは本質的な問題ではない。互いが互いの影かげに怯え、自らの置かれている状況を不利不足不公平と感じ、相手が先に動くのを警戒し、自らの国民を守り、幸福を与えようとしている。

　手持ちの情報だけでどちらが間違っているともディナは断じられない。

　ただ、両立しがたいふたつの幸福が境界線を挟んで押おし合あっているだけだ。

　まるで合わせ鏡のように、相手が自分と同じように考えているだろうと疑ぎ心しん暗あん鬼きに囚とらわれ、警戒する。その囁ささやきは、己自身の不安や欲望の谺こだまかも知れないのに。

「わたしは、エストワルト人として祖国を愛している」

　ディナが呟いた。

「だから、ガリシニアが情報員を送りこんだり、我が国の領土に野心を持っている事が快いはずもない」

　メルノーがきっとディナを睨にらみつける。エリヤが不安そうに、ふたりの顔を見比べる。

「だが、同時に大臣のやり方にも賛成はできない。愛国心とは祖国のあらゆる方針に盲もう従じゆうする事ではないと思う。戮機スローターなどという危険な存在を弄もてあそび、他国に差し向けるなど容認しかねる」

　戮機スローターを完全に解かい析せきし、応用した安全な機械を新たに製造するならまだしも、危険な殺人兵器を操るというやり方では、一時の有利を得ても他の国々から嫌きらわれ、憎にくまれる。それは、決して国家の益に繋がる道ではない。

　絶対に妥だ協きようできない敵との戦いを繰くり返しながら少しずつ、しかし確実に国を再興していく。その方が、通る必要もない危険な近道を慌あわてて駆け抜けようとするよりよっぽどマシだ。

「そうだね……。僕も、ディナの言う通りだと、思う。だから、こうして全部話したんだし……」

　エリヤの顔にはにかんだような、勝かち誇るような、しかし穏おだやかな微び笑しようが浮かんだ。

「僕は、大臣の案に協力する気はない。明日、はっきりその事を伝える」

　俯き気味だった顔を、エリヤは上げる。

「……その……戮機スローターの研究は、これからも続けていかなきゃいけないと思うんだ。だけど、そのために必要以上の危険を冒おかしたり、犠ぎ牲せいを出したりするのは、間違っている……と思うんだ。これから何十年もかけて、無傷で捕とらえるのが簡単になってから……それからでも、遅おそくない」

「うん。それでいい。それでこそ、わたしの友だ」

　賛同の思いを込めて、彼の肩を叩たたく。

　政治の専門家ではないし、全ての情報を知っている訳ではない。それでも、自分の理解と知性が及およぶ範はん囲いで納なつ得とくできる結論を下す。

　戮機スローターを観察して機種や性能を判別するのも、武器を手にした戦いの中で一いつ瞬しゆん一いつ瞬しゆんに下す判断も、本質では同じはずだ。

　エリヤの結論に、メルノーも小さく息を吐く。彼かの女じよの立場として最悪を避けられたという安あん堵どだろう。

　だが──。

「そんな我が儘ままを許す訳にはいきませんね」

　不意に、低い声が響いた。

　ディナは腰こしの剣に手をかけつつ、背にエリヤを守る。

　ずっと話をしていたせいで警けい戒かい心しんが弱まっていたか。気がつくと、周囲を四人の男たちに取り囲まれていた。全員が中肉中背で、短たん剣けんや細い鎖くさりを手にしている。半分には見覚えにあった。縛って、路地裏に転がしてきた尾び行こう者だ。

「エリヤ君。我々と一いつ緒しよに、庁舎に戻ってもらいますよ。君も、前ぜん途とある若者だ。売ばい国こく奴どと呼ばれたくはないでしょう？」

　優やさしげだが、どこか下げ卑びた成分が混じる顰めた声。

　ディナをまるっきり無視して、エリヤだけに呼びかけている。

「やっぱり……あなたたちは大臣の配下、ですか？」

　問いかけに男たちは答えない。だが、最も早はや疑うまでもない。

　エリヤの保護というよりは監かん視し。不都合があれば拘束。あるいはガリシニア諜ちよう報ほう員いんの存在を勘づいていて、釣つり餌えさとしてエリヤを一時的に泳がせていただけかも知れない。

「僕は、あんな策には手を貸さない！　今はまだ、少しでも戮機スローターの被害を減らすのを考えなきゃいけない時代だ。手に余る力を安易に使うべきじゃない！」

　エリヤの語気は強い。

　自分の価値と、それに伴う責任を自覚した者の言葉だ。

「エリヤ・シュミッテンラウド。冷静になりなさい。君はエストワルト国民だ。君の知識と知恵を国のために活用するのは自然な事でしょう？」

「違ちがう！」

　優しく誘いざなう男の声にエリヤはきっぱりと言い返し、己の眉間を指差した。

「国のためとか、そんな立派な目的があった訳じゃない！　ただそうしたかったから戮機スローターの事を調べただけだ。だから……どう使うかは僕が決める！　悪用なんかさせない！」

「悪用ではありませんよ。国益のためです。君は、勲くん章しようまでもらっていながら祖国に背そむくのですか？」

「あんなもの、僕が欲ほしいって言った訳じゃない！　返せっていうなら、返上してやる！」

「同感だな」

　ディナも微笑ほほえむ。

　一緒に勲章を授さずかったが、国に認めてもらうのは単なる結果であって最初からの目的ではない。あの時は生きるため、砦に残った仲間たちを生かすため、これまでに鍛え、磨みがき、蓄えてきたもののありったけを振り絞しぼった。ただそれだけだ。

「わたしは愛国者だが、祖国をどんな風に愛するかはわたしが自分で決める。愛し方を強制される謂いわれはない」

「あなたの意見は求めていません」

　不快そうに口くち唇びるを曲げ、男はじりじりと距きよ離りを詰める。

「聞け！　わたしはガリシニア軍情報部のメルノー・ド・ヴァール・ジュヌビエーヴ！」

　メルノーが高らかに名乗る。

「ガリシニア軍人として、また貴族としての名めい誉よに賭かけて約束する。エストワルト議国が戮機スローター利用計画を断念するなら、我が軍は〈工廠プラント〉破壊作戦に全面的に協力しよう！」

　諜報活動をする者が堂々と本名や身分を告げるのは自殺行為だ。敢あえてその愚ぐを犯おかす事が誠意の表明だった。

　しかし、四人は反応する事なく更さらに囲みを狭せばめてきた。

「か、帰ってください！　僕は、協力しない。いや、元から今の僕には戮機スローターを自由にするなんてできないんだ！」

「最低限必要なのは、あのエリヤ・シュミッテンラウドが〈工廠プラント〉を使って戮機スローターの操り方を研究しているという噂うわさです。君にも不可能という事実が、他の国に知られなければいいんですよ。いずれ、気分が変わる事もあるかも知れませんしね」

　リーダー格らしい男が、低い声でエリヤに告げる。

　これではっきりした。こいつらは、エリヤをここから自由にする気はない。この件について知ったディナもだ。

　単なる力仕事ではなく知恵を使う行為だから、エリヤ本人の意に反して強制するのは難しい。それでも、例えば家族を人ひと質じちに取るような手段だってある。

　ディナの胸の中で、熱いものが膨ふくれあがっていく。

　敵意でも闘とう志しでもない。軽蔑を含んだ激しい怒いかり。

　戮機スローターとの戦いでは決して覚えない種類の感情。

　こんな奴やつらと関かかわるくらいなら、戮機スローターを切り捨てる方がいい。

「メルノー、使え」

　呼びかけながら、預かったまま──というよりは奪ったままだった短剣を投なげ渡す。

「いいのか？」

「どうやらこの四人はわたしたち全員の敵らしい。それに、人間同士の戦いならばわたしよりもあなたの方が得意だろう」

　同じ国の人間だから無条件に信しん頼らいするのではない。

　立場は異にすれど、ひとりの人間としての真剣さと誠実さこそ尊重すべきだ。友や仲間という呼び名を軽々しく使うつもりはないが、メルノーの方が自国の諜報員よりもよほど理解できる。

　エリヤを挟むように守り、ふたりはそれぞれの剣を抜ぬいた。

　信用するとしても、戦力としてのメルノーもどこまで頼たよりにしていいのか。あの時は背後から気配を絶っての不意打ちだ。しかも、彼女の側に回っているのはさっき彼女が倒たおしたふたり。特異な技わざについてもまるっきりの無知ではないという事になる。

　敵対しているとはいえ人間で、しかも同国民だ。ディナとしては殺したり、大怪我をさせたりは避けたいが、そんな手加減をする余裕はあるか。相手からは明確な殺気が伝わってくるというのに。

　大暴れして混乱のうちにエリヤだけを逃にがすか。

　いや、それも無理だ。体力をつけていると言ってもエリヤにそこまでは期待できない。そもそも見知らぬ街で、相手は権力者。市門を閉へい鎖さされたらお終しまいだ。

　その時──。

「ディナ────っ！」

　不意に、大声に呼ばれる。

　続いて高らかな蹄ひづめの音。

　二頭立ての馬車が、猛もうスピードで近づいてくる。

　この街まで乗ってきた物だ。

「おわっ！」

　四人の男たちが、轢ひかれないよう散開する。急制動で砂すな煙けむりが上がる。

「ディナ、乗れ！」

　手た綱づなを取っていたのは、もちろんツェルギオだった。

「わかった！」

　まずエリヤをキャビンに押し上あげてから自分で乗りこみ、メルノーへ手を伸ばす。

「わたしは残る！　連中を足止めするから、逃げて！」

「馬鹿！　そうはいくか！」

　強ごう引いんに腕うでをつかみ、引っ張り上げる。

　彼女は敵国人だ。この場にひとり残したらただでは済まない。

「行くよっ！」

　ツェルギオがぴしゃりと手綱を弾はじくと、二頭は嘶いななくや否いなや再び駆かけ出す。

「ま、待ってください、坊ちゃんっ！」

　男たちのリーダー格が追いすがる。

「父に伝えてくれ。我が子こひとり、思い通りにできないんだ。戮機スローターを自在に操るなんて諦めた方がいいってね！」

　朗ほがらかな声で告げるツェルギオの馬車は、四人を置き去りに疾しつ走そうする。

「やれやれ。公園内に馬車は乗り入れ禁止なんだがな。だけど、ディナ。君の窮きゆう地ちを救うためなら、細かな規則など気にしている場合じゃないね」

　巧たくみに手綱を操り、夜の街路に馬車を走らせながらツェルギオは笑う。

「た、助かった。感謝する」

「あの……ありがとう」

　ディナに続いて、エリヤも礼を述べる。メルノーは揺ゆれに揉もまれてそれどころではない。

「そう畏かしこまらなくてもいい。僕ぼくと君の仲だからね」

「し、しかしどうして……」

「話は後だ。市門を突とつ破ぱするために車を捨てる。このままじゃ速度も出ないしね。そっちの彼女、馬は？」

　建物の陰かげに馬車を止めると、ツェルギオは馬と車を繋ぐ頸くび木きを外した。

「い、一応乗れるが、あまり得意では……」

　メルノーが不安げに答える。山に囲まれたガリシニアでは、乗馬はさほど盛んではないのだ。

「任せろ。わたしは子供の頃ころに嗜たしなんでいた。学舎に入ってからはご無ぶ沙さ汰ただが、何とかなるだろう。エリヤはわたしの後ろに乗れ！」

「う、うん……」

「あ、いや。ディナは僕と……まあ、仕方ない」

　何な故ぜか残念そうな顔で、ツェルギオはメルノーを馬に乗せてから、自分も鞍くらに跨またがった。

「しっかりつかまっていろ」

「う、うん」

　鐙あぶみに足を掛けたディナの後ろから、エリヤが言われた通りにぎゅっとしがみつく。華きや奢しやな腕に力が籠こもっているのがわかる。背中に、彼の体温を感じる。不意に、胸の内側が突つっ張ぱったような気がする。

「さあ、こっちだ！」

　ツェルギオの後について馬首を巡めぐらせる。

　一般市民には知らされていないが、通常の市門とは別に要人の密ひそかな出入りや夜間の特別な用よう途との際に用いられる隠かくし口が存在する。門衛がいない代わりに厳重な鍵かぎが掛けられていたのはツェルギオの予想外だったが、メルノーがあっさりと外してくれたお陰で四人は難なくヴェルドベルクを脱だつ出しゆつできた。

　夜の街道を二頭が走る。大事になるのを避けたいのか、今のところ大臣が追っ手を差し向けた様子もない。

「この子たちには負担をかけるけれど、このペースで飛ばせば夜明け過ぎにはハルクラインに帰れそうだね」

　ヴェルドベルクの灯あかりが見えなくなる頃。やや速度を落としながら、ツェルギオは馬の首を優しく撫なでる。

　ほぼ真円に近い月は明るく、街から遠ざかっても乗馬に不自由はない。春の夜風に疾走の速度が上乗せされ、ディナの髪かみをなびかせる。

「……ところで、ツェルギオはどうしてあそこに？」

「僕も、父の計画には賛成できない。それに〈工廠プラント〉の発見や戮機スローターの制御、それに敵国の──おっと、失礼──外国の情報員が接触してくる可能性も予期していたからね」

　大臣から話を聞いた後、ふたりがまだ庁舎に戻もどってこないのを不ふ審しんに感じた。最悪の場合を想定してそのまま市外まで脱出できるように捜しに出たら、タイミングよくディナの声を聞きつけたのだとツェルギオは説明した。

「……凄すごいな……」

　素す直なおに感かん嘆たんするしかない。

　ディナは、せいぜいが表ひよう彰しようか卒業後の進路の提案くらいだろうと思っていたのに、ツェルギオはそこまで推測していたのか。

「あ、いや。正確に言えば僕じゃない。自治会長さ」

「フィオレッテ？」

　穏やかな笑えみの下に深い思おも惑わくを隠している友を、ディナは思い出した。

「完全に言い当てた訳じゃないよ。あり得るパターンを五通りほど挙げてね。卒業後の職場斡あつ旋せんが本命で、〈工廠プラント〉発見を契けい機きにした戮機スローター積極利用策というのが二番目だったかな？　いくつかのケースでエリヤ君の身に危険が及ぶ恐れがあるから、フォローするように頼たのまれてたんだ」

「それなら……あり得る話だ」

　彼女は政治を志し、学舎でも一般科で行政学を専せん攻こうしている。状況や人心を読む力は一流という言葉でも言い足りない。フィオレッテが把は握あくしている中央政界や諸外国の情勢から、エリヤがいきなり呼び出される原因を複数予想したのだろう。

　エリヤ本人に事前の警告をしなかったのは、穏おん当とうな用件だった場合に変な余談を持たせないため。最初はディナに警護を任せるつもりだったのだが、通りかかったツェルギオが馬車の提供を申し出たのに便乗して、細かいフォローを任せたのだという。

「……まあ、それは適任だな」

　ディナとしては苦笑するしかない。目の前の事態への対応力には自信があっても、状況を大局的に俯ふ瞰かんして判断するのも、隠し事ごとをするのも苦手なのだ。

「……これから、どうなるんだろう……」

　背中で、エリヤが呟く。

　確かに目先の窮地からは逃のがれたが、相手は大臣──国そのものだ。すぐにハルクラインにも手が回るだろう。一いつ介かいの学生の身では対抗するにも限度がある。

「いや、エリヤ。違うぞ」

　自分の内側からも湧わき上がる弱気を振り払はらうよう、意識して明るく強い声でディナは断言した。

「どうなる、ではない。どうするか、どうしたいか。それを考えよう。君は、わたしよりは知恵が回るはずだろう？」

「そ、そうだね……。あ、知恵の事じゃなくて、自分たちの行動を考えなきゃいけないって事で……うん。問題は、僕っていうか……知士の存在と、〈工廠プラント〉が揃っている事なんだから……。それに、ガリシニアの問題とかもあって……」

「結果的に事態をこじらせた事は謝罪するわ。でも、こっちにもこっちの事情があるのよ」

　エリヤの呟きに、メルノーが謝罪を述べる。

「そ、そんなつもりで言ったんじゃないよ。ただ、いろいろ考えなきゃいけないってだけで……」

　静かで安定した息づかいを、ディナは感じる。

　見る事、知る事、考える事がエリヤの武器であり戦いだ。いつもは戮機スローター相手に向けられる頭脳の刃やいばが、複雑に絡からみ合った状況を解かい剖ぼうし、対処法を探さぐり出そうとしている。

「ああ。その事なら……」

「そうか！」

　何かを言いかけたツェルギオを、強い叫さけびが遮さえぎった。

「要するに、この状況を作っている部品がひとつでも消えれば大臣の計画は実現しなくなるって事だよね？　それで、ひとつだけ無くしてもいい要素がある！」

「それは、つまり……」

　彼の言わんとする事が、ディナにも伝わった。

「〈工廠プラント〉……〈工廠プラント〉を破壊してしまえば……戮機スローターを利用しようなんて計画は食い止められる。もちろんそれで全部の問題が解決する訳じゃないけど……今はそれしか……」

　エリヤの言葉に、ディナは頷うなずく。

　だが──。

「フィオレッテは、その事も予想していたよ」

　中断していた言葉の続きを、ツェルギオはあっさり口にした。

「は……？」

　ディナは間ま抜ぬけな声を上げる。エリヤが恥はずかしそうに顔を伏せたのが、背中の感かん触しよくでわかる。

「まあ、僕も基本的には似たような事を考えていたけどね。戮機スローターを支配下に置くつもりなら〈工廠プラント〉は不可欠。というより、〈工廠プラント〉を発見したからそういう事を思いつくのだろうとね。そして、戮機スローターは人殺しにしか使えないだろうから他国への脅威として利用するしかない、と。僕がフィオレッテから受けた密命のひとつは、もしそれが本当なら〈工廠プラント〉の位置を確かめる事だったんだ」

「……まったく、女狐ぎつねめ」

　用よう意い周しゆう到とうにも程ほどがある。友人ながら、ここまで来ると素直に感心するより、皮肉のひとつも言いたくなってしまう。

「カルテンメッツ山系の中、ガリシニア国境近くという事までは父から聞かされたが、山の中と言っても広いからなぁ……。まあ、最近まで調査隊が入っていないあたりを探せば確率は高くなるか」

「正確な位置は、わたしが知っているわ」

　メルノーだ。

「わたしは、議国政府が〈工廠プラント〉を発見したという情報を得て以来ずっと調査を続けていた。ここだけの話だけど、再興庁内に情報提供者もいるわ」

　仕し事ごと柄がら、元々国境付近の地形には詳くわしいし、地理学や地質学、鉱山学の心得もある。カルテンメッツ山系についてはかなり詳細な情報を持っているとメルノーは説明した。

「なるほどね。まあ、今回はそれがいい材料になるか」

　ツェルギオが苦笑する。

　政治家一族の出である彼なら国と国の問題が決して綺き麗れい事ごとだけではない事くらいは理解しているだろうが、やはり自国政府の中ちゆう枢すうに他国の内通者が存在するというのは歓かん迎げいできない話である。

「だったら、これで条件は揃った……。けど……」

　不意に、エリヤの声が曇る。

「どうしたのだ、エリヤ？」

「〈工廠プラント〉との戦いっていう事は、多分……戮機スローターの大群が相手だよね。それに、ほとんどが改良型の変種になると思う。ひょっとしたら、今まで知らない新型が出てくるかも知れない……」

　位置や状況から考えると、発見された〈工廠プラント〉こそがデュバーレイ砦やハルクライン近辺に出現する新種の供給源だ。いわば敵の本ほん陣じんへの強きよう襲しゆう、普ふ通つうの狩りとは比ひ較かくにならない危険が待っている。

「大だい丈じよう夫ぶさ。第一七学舎の学がく猟りよう生せいが力を合わせれば、きっと勝てる。新種との戦いに関しては、僕たちは他の誰だれよりも慣れている」

　ツェルギオの明るい声はエリヤの不安を払うためか。それとも、本心からのものか。

「及ばずながら、わたしも協力するわ」

　メルノーも微笑んだ。

「〈工廠プラント〉の破壊は、ガリシニアの国益にも適かなうものよ。全面的に協力すると言ったのは、その場しのぎの嘘うそではないわ。さすがに軍を越えつ境きようさせる訳にはいかないから、わたしひとりの参戦になるけどね。〈工廠プラント〉を確かに破壊したと確認する必要もあるわ」

「……でも……」

　エリヤが逡しゆん巡じゆんする理由が、ディナにははっきりとわかる。

　彼自身が直接戮機スローターに立ち向かう訳ではない。

　どんな理由であれ他人に危険を強しいるのであれば、それは大臣の計画と本質的には同じなのではないか──そう考えているのだ。

「もちろん君も同行するのだろう？〈工廠プラント〉自体が戮機スローターの一種であれば、それを観察して助言してもらえば、有利に戦える」

　それに、希少な戮機スローターを直に見る機会をエリヤが見み逃のがすはずはない。だが、その純粋な情熱も今回は彼の決意を鈍にぶらせる重しとなる。個人的な我わが儘、単なる趣しゆ味みのために他人に命を賭けさせるのか、と。

「要は、役割が違うだけだ。真正面で剣を振るう者だけが尊い訳ではない。いつもの狩りと同じではないか、エリヤ？」

「……そ、それはそうかも知れないけど……」

　自身も危険に飛びこむ事は、他者を死地へと向かわせる免めん罪ざい符ふにはならない。

　生き真面目まじめで思し慮りよ深ぶかいからこそ、安易に己を許す基準線を引く事ができない。

　そんなエリヤを、尊敬するし共感もする。

「ためらうな、エリヤ・シュミッテンラウド！　目を閉じて、わたしの言葉を聞け！」

「う、うん……っ！」

　正面を向き、手綱を握にぎったまま声を上げる。

　絶対に見えないはずの今の自分の笑え顔がおが、エリヤの瞼まぶたの裏にはっきり浮うかんでいる事を確信する。

「わたしは──わたしたちは君に命じられたのでも、雇やとわれたのでもないぞ。同じひとつの決心をして、仲間として力を合わせるのだ。断じて、君が決めた事に唯い々い諾だく々だくと従っているのではない」

　押し当あてた頭が頷いたのが、背中でわかる。

「今までも、わたしたちは一緒に窮地を乗のり越こえてきたではないか。あの時の言葉を忘れるな」

「……うん」

　これだけで充じゆう分ぶんだ。

　この「わたしたち」がどこまでの範囲を意味するのか。あの時がいつか。どの言葉の事を言っているのか。

　ディナはいちいち告げなかった。エリヤは、理解してくれるという確信がある。

　だから声には出さず、心の中だけで繰り返す。

　君が信じてくれるなら、わたしは君の剣となろう──と。










　　　第三章　　出陣は栄誉のためでなく





　夜通し飛ばした馬がハルクラインにたどり着いたのは東の空から赤みが消え、人々が仕事や学業に動き出す頃だった。

「……おわ……っ！　ととと……」

「大丈夫か？」

　鞍くらから下りて転びそうになったエリヤを、追いかけるように飛び降りて支える。

　ディナ自身、いささか足元が覚おぼ束つかない。久しぶりに手綱を握り、しかもひと晩乗りっぱなしだ。腰と脚あしの間の関節が緩ゆるんで、ぐらぐら揺れているような気がする。

　思わず、腰の辺りに手を当てる。

　ずっとエリヤがしがみついていた場所だ。

　僅わずかに痺しびれる全身の中で、ここに残った感触だけが妙みように生々しい。

「あー、いいかな？　疲つかれているところ申し訳ないが、まず学舎に向かおう」

　さすがに慣れたツェルギオはしっかりした足取りで立ち、馬の首を撫でながら軽く咳せき払ばらいをする。

「フィオレッテに事の次し第だいを報告して〈工廠プラント〉攻こう撃げきのための仲間を集めなければならない。僕が全部説明してもいいんだけど、やはり君たちの口から直接話すべき事もあるからね」

　学舎に赴くと、最悪を予期していたのかフィオレッテは既に自治会長室で待っていた。

　エリヤもディナも口が上う手まい方ではないので、事前に密命を受けていた当人であるツェルギオが大まかな状況を語り、彼が直接見聞きしていない点についてはふたりが補足する。

　会長の前に直立するという型どおりの報告ではない。応接用のソファに腰こし掛かけ、フィオレッテが淹いれたお茶と果実の砂さ糖とう漬づけで喉のどと腹を癒いやしながらだ。程度の差はあれ、強行軍による疲ひ労ろうは大きい。

「……そうですか」

　執しつ務む席に着いたまま、フィオレッテは大きくため息を漏もらした。

「わたくしの、最悪の予想がほぼ的中したという事になりますね」

「だけど、最悪の予想があったお陰で最悪の事態だけは避さけられたんだ。エリヤ君がそのまま軟なん禁きんされるという恐れもあった訳だしね」

　ツェルギオの言葉に、エリヤは改めて胸を撫で下おろす。危険を予測していたフィオレッテ、彼女の命を受けて備えていたツェルギオ、そして常に側で彼を守ってくれたディナ。

　誰ひとりが欠けても、自分は無事にハルクラインに帰れなかっただろう。

「それで、そちらの方が、さきほどのお話しの……」

「自己紹しよう介かいが遅おくれましたわね。わたしはメルノー・ド・ヴァール・ジュヌビエーヴ」

　立ち上がって優ゆう雅がな仕草で一礼するメルノーに、フィオレッテは着席のまま目礼で答えた。奢おごりではない。彼女は生来片かた脚あしが欠けているのだ。長いスカートから覗のぞく義足でそれを理解したメルノーは、そのまま己の細かい素す性じようと任務、そしてこれからの方針について改めて語る。

「情報員として、貴族としての独自のルートはありますよね？　取り急ぎ、そちらでも本国へ報告書を送っていただけますか？　あなたが消息不明音信不通になったという事で、変な誤解を生じてもいけませんしね」

「心得ましたわ」

　座すわったままでフィオレッテが差さし伸のべた手を、メルノーが握り返す。

「下手な誤解を招かないのも大切だが、時間との戦いという点でもガリシニア軍を頼る訳にはいかないな」

　執しつ務む室しつの壁に大きく掲かかげられたエストワルトの地図に近寄り、ツェルギオは一点を指した。峰みねと谷が入り組み、複雑な模様をかたちづくっている一帯だ。谷の形状を喩たとえて言うのなら、木の根のあちこちに瘤こぶが生じている地形と形容できるだろうか。狭せまい峡きよう谷こくが何度も枝分かれし、途と中ちゆうにやや広い窪くぼ地ちが何か所か存在するのだ。かつての川が涸かれた地形だと言われている。

「カルテンメッツ山系北部、このあたりが〈工廠プラント〉が存在するとされているポイントだ。ハルクラインから向かうとして最短で二日かかる」

「もう少し余よ裕ゆうを見てもいいのではないか？　ガリシニア軍の事は別にしても、〈工廠プラント〉襲しゆう撃げきとなると戮機スローターの大群と戦う事になるだろう。デュバーレイ砦以上の数かも知れない。こちらもそれなりの準備を整え、数を集めて……」

　大戦シビル・ウオー中に一度だけ起きたグリューデン王国軍の〈工廠プラント〉攻こう略りやく戦せんでは大規模な部隊が運用されたという記録が残っている。〈工廠プラント〉の周りは数多くの戮機スローターが守備隊として取り巻いていたため、著いちじるしい消しよう耗もう戦せんになったのだ。その上で、最後は古めかしい攻こう城じよう兵器を用いて何とか破壊したのだという。

　山中の〈工廠プラント〉がその時のものと同一機種と決まった訳ではないが、普ふ段だんの狩りみたいに数人の学がく猟りよう生せいで太た刀ち打うちできるようなものとは考えにくい。

「そうもいかないよ、ディナ。時間との戦いって言っただろう？」

　素そ朴ぼくな疑問を、ツェルギオは苦く笑しようで遮った。

「エリヤ君が案を蹴け飛とばした以上、あちらも僕たちが単に逃げてお終いにするとは考えない。少なくとも僕が〈工廠プラント〉の破壊作戦を考える事を、父は予想するだろう。あ、いや。もちろん実際に提案したのはフィオレッテ君だったけど、条件さえ整えば当然僕も同じように考えた」

　決まり悪そうに咳せき払ばらいをした後、更に話を続ける。

「要するに〈工廠プラント〉を失いたくない父としては、こちらの妨ぼう害がいのために動くだろうという事さ。山中の〈工廠プラント〉そのものを守るのはもちろん、政治的に手を回してハルクラインを封ふう鎖さするという手段だって当然取ってくる」

「そうか……」

　ディナが素直に感心する。単純に〈工廠プラント〉を破壊すればいいと思っていて、そこまで考えが及んでいなかったのだろう。

　エリヤは口元に手を上げて目を伏ふせて考えこみ、フィオレッテは落ち着いた表情を崩くずさない。どうやら思し慮りよが浅かったのは自分ひとりだけらしい。

「〈工廠プラント〉の発見も利用計画も、まだ国民に明らかにされていない。つまり正式に議会や政府を通した話ではなく、父を中心とした再興庁の一部で極秘に進めている計画だろう。ディナとエリヤ君を襲っていた連中の顔にも見覚えがある。軍の正式な命令系統で動いているというより、個人的な手て駒ごまじゃないかな」

「うん……。大半の人にとって、やっぱり戮機スローターは怖こわいよ。僕みたいに研究したいなんていうのは例外で……。きっと公表したら反対の声の方が大きい。だから、僕を押さえて、内ない緒しよで準備を進めて、国益が大きいって思える段階になってから発表しようとしてたんじゃないかな……？」

「エリヤ君の推測は、恐らく正しい。だが、それが父の弱みでもある。事態を公にしていない以上、大っぴらに政府機関を動かす訳にはいかない。即座に動かせるのは直接自分の息が掛かかった者だけだ。それでも、時間が経たてば経つほど向こうが有利になるのは間違いない。こっちの打つ手は限られているんだからね」

「フィオレッテはこの事態を予測していたのだろう？　前もって何か対策は立てられなかったのか？」

　訊たずねるディナの声が荒あらくなる。

　だが、フィオレッテは穏やかな表情のままで静かに首を振ふった。

「できる限りの手は尽くしていますけど、万ばん全ぜんという訳にはいきませんわ。今回の事態が確定していた訳ではなく、起こりうる危き惧ぐのひとつとして数えていただけですもの。わたくしの杞き憂ゆうで終わる事もあり得るのですから、信頼できない人に話を広める訳にもいきませんしね」

「それもそうだな。すまない」

　ディナは頭を下げた。

　仮に自分が前もって「大臣が隠いん謀ぼうを企たくらんでいる。それにエリヤを利用しようとしている」などと聞かされていたら冷静ではいられなかっただろう。だからこそ身辺警護に徹てつするように仕向け、細かい話はツェルギオに託たくしたのだ。

　元来、まだ起きてもいない事に備えて気を配るなどディナの性しよう分ぶんではない。

　現れた敵へと真まっ直すぐに、ありったけの力でぶつかる。それだけでいい。

「さて……では、そろそろ皆みなが登校してくる頃ですわね。参りましょう」

　杖つえを突き、フィオレッテは立ち上がった。

　義足を鳴らし、胸を張り、真っ直ぐに歩む彼女をディナたちも追いかける。

　全生徒が講堂に招集される。会長招集による緊きん急きゆうの学生集会という事で、教職員は講堂に入れない。市民自身による政治が議国の基本方針であり、再興学舎は国の未来を担になう人材を育成する場だ。自治会活動には教師も限定的にしか干かん渉しようできないのだ。

　機猟科と一般科、一年から三年までが集まると三〇〇を越える大人数となる。

　理由も告げられない不意の集会が不安なのだろう。整列し、ひそひそと囁きあう学友たちをフィオレッテは演台から見下ろす。ディナたちは四人は舞ぶ台たい袖そでに控ひかえる形だ。

　彼女は簡潔に、率そつ直ちよくに、事実を告げた。即すなわち、メルクタウル再興大臣の計画と、そのためにエリヤが拉ら致ちされかかったという事。そして、最悪の場合は国家間の戦争にも繋つながりかねない緊張の源になるという事を。

　囁きがざわめきに変わり、無む秩ちつ序じよに広がっていく。

　演台のフィオレッテが、ちらりと舞台袖に目を向けた。

　眼まな差ざしを受けたエリヤがおずおずと、しかし真っ直ぐに演台中央へと進み出る。

「今、大まかな事情を説明いたしましたが、わたくしはヴェルドベルクに出向いた当事者ではありません。大臣から直接話を聞いたエリヤ・シュミッテンラウド君からもひと言お願いしますわ」

「あ……あの……っ。その……僕が言われたのは、その……今、会長が話した通りで……」

　彼かれなりに賢けん明めいに訴うつたえようとしている事は、ディナには痛いほどわかる。

　だけどエリヤは恥ずかしがり屋やだし、口下手だし、人前は苦手だし──。

「何なんだよ、聞こえねーぞ！」

　生徒の列から野や次じが飛んだ。

　声を上げたのは級友でもあるグレンゼルだ。

　優ゆう秀しゆうな剣けん士しだが短気な性格もあって、エリヤとは仲が悪い。というより、いつも彼が一方的に突っかかってくるのだが。

「えと……あの……」

　口ごもるエリヤにやきもきするディナの隣となりで、影がするりと動いた。

　ツェルギオだった。

「皆も知っての通り、エリヤ君は人前で喋しやべったりするのがあまり得意じゃない。だから、僕から少々言わせてもらう」

　ぽん、とエリヤの肩かたを叩き、そのまま演台中央の位置に入いれ替かわる。

「父の──メルクタウル再興大臣の考えにも一理はある。確かに戮機スローターを管理掌しよう握あくする事ができれば、僕たちが直面する危険は減るだろう。だけど、その代だい償しようが近きん隣りん諸国に睨まれたまま、いつ崩れるかも知れない積み木の安全というのは御ご免めんだ。僕たちは再興学舎の生徒だ。つまり、この国の未来はずっと前から僕らの肩に担われている！　余計なお節せつ介かいで、僕らが望んでもいない明日を、さもありがたい贈おくり物もののように押しつけられるのは面おも白しろくないじゃないか。まして、そのために僕らの学友の意志を無視して利用しようとするのは。なあ、みんな！」

　そうだ──誰かが応じる。

「だが、僕の選せん択たくは危険な道だ。敵は強大で生きて帰れる保証はない。いわば戮機スローターの本陣に攻せめこむんだから、一〇〇機くらいが待ち受けているというのもあり得るだろう。現政権の大臣にも逆らう行こう為いだ。無事に生せい還かんしたとしても罪に問われるかも知れない！」

　朗々とよく通る美声で一気に語ったツェルギオは、そこで一拍ぱく置いた。

　しん、と講堂が静まりかえる。

「それでも構わないという者がいるなら──」

　ひらりと演台から飛び降り、皆と同じ床ゆかに立つ。演台に残されたエリヤは、予想外の事態に戸と惑まどっておろおろするだけだ。

「一緒に戦って欲しい。お願いする」

　深々と頭を下げる。

「今さら何言ってんですか、ツェルギオさん」

　大声で答え、駆け寄よったのはグレンゼルだ。

「俺おれは、ツェルギオさんの決めた事に異論はありませんよ。それに、こっちは戮機スローターをぶっ壊こわすために技わざ磨みがいてきたんです。他の国の人間と戦争とか、そういう面めん倒どうで辛しん気きくさい話はまっぴらだ！」

「そうそう。だいたいウチは議国なんだから、国民に通さないで政府が勝手に話を進めるってのは筋すじ違ちがいでしょ？」

　調子を合わせたのは、術士のジーグ。グレンゼルと共にいつもツェルギオにくっついているために軽く見られがちだが、ふたりとも優秀な学がく猟りよう生せいだ。本来ならば自分で一隊を率いるだけの実力はある。

　他の生徒も興奮した様子で、列を崩してツェルギオの周りに集まってくる。

「ありがとう、みんな！　気持ちは嬉うれしいが、一度元の位置に戻ってくれないか？　賛同が得られたからには、なるべく早く計画を立て、〈工廠プラント〉撃げき破は作戦を実行に移さなきゃいけない」

　ツェルギオの声に応こたえ、生徒たちが再び列を整える。

　当とう惑わくし、状況に気け圧おされていたエリヤがようやく危なっかしい足取りで演台から飛び降りる。ディナも、それに続いた。

「あ、ありがとう……。僕、その……上手く言えなくて」

「気にしないでくれ。人前で話し、鼓こ舞ぶしてまとめ上げるのは僕の領分だ。君は戮機スローターを観察し、分ぶん析せきする。ディナは剣を振るって直接戦う事に専念してくれればいい」

「う、うん……。でも、苦手だからって、逃げてちゃいけない事も、あるから。人に向き合う事とか、ちゃんと話す事とか……」

　エリヤが、ちらりとディナの方を見る。

「そういう気持ちがあるなら、それで充分さ。今は少しでも身体を休めておくべきだ。〈工廠プラント〉の実態がわからない現状では、君の能力もあまり活いかせないだろうからね。仮か眠みん室しつを使うといい」

　深く頭を下げるエリヤの肩を、ツェルギオがポンと叩く。

「う、うん……」

　頭を下げて二、三歩後ずさるエリヤに代わって、フィオレッテが杖を付きながらツェルギオに近づいてきた。端たん正せいな顔に彼女にしては珍めずらしい苦笑が浮かんで、眉まゆが妙な形に下がっている。

「わたくしは政治の道を志していますけれど、どちらかというと事務方というか官かん僚りよう向きだと自負してますわ。議員は、あなたの方が適任ですわね」

「どういう意味かな？」

　ツェルギオが小首を傾かしげる。

「そんな風に皆を乗せるところが」

「ははは。心外だなぁ」

　言葉ではそう言いつつ、ツェルギオはまるっきり困った風がない。

「僕は扇せん動どうのために舌先を駆く使しした訳じゃない。ただ、考えた通り感じた通りにみんなに訴えかけただけだよ」

「つまり、天然ですのね」

「確かに僕は天性の為い政せい者しやかも知れないな」

　ふたりが笑いあう。

　言っている内容に微び妙みようなニュアンスの違いはあるのだろうけど、その差異は端はたで聞いている通りの理解でいいのだろうか。

「さて！」

　ツェルギオが皆に向き直ってよく通る声で注意を集める。

「攻撃隊は僕が指揮を執とる。まず編成だ。協力は嬉しいが、実戦経験が足りない者は足手まといになる危険の方が大きい。一年生の戦士で戮機スローター狩りの経験が五回に満たない者、および撃破数の個人スコアが三機以下の者はここに残ってくれ。大臣の部下が学舎に押し入って、自治会長たちを拘こう束そくしようとするかも知れない。そっちの警護を頼む」

　該がい当とうする二〇人ほどが名乗り出る。更にツェルギオは、上級生の中から負傷などで万全の戦力とは言えないメンバーを選んで、彼らを指揮統とう率そつするよう頼んだ。

「術士はどうなんですか？」

　一年の女子が、腕うで輪わをつけた左手を挙げて訊ねる。

「意い刃じん術じゆつが使える人は実戦部隊の方に参加してほしい。経験は浅くても、術が使えるだけで戦力になる」

　一般科の方も慌ただしい。

　フィオレッテの指示の下、周辺地理条件の確かく認にん、部隊を目的地まで速すみやかに移動させるためのルートの検討、更に水や医薬品などの確保、それを運ぶ荷役馬の調達などのために動き出している。活きいきと積極的に話し合い、走り回る様は機猟科以上だ。

　フィオレッテが学ぶ政治だけではない。測量による国土状況の調査把握、道路の管理を含ふくむ交通の整備、物資の流通や適性配分──これらは学舎一般科で彼らが学んでいる事である。

　技の工く夫ふうなどはしても、本質的に目の前に現れた戮機スローターを駆く除じよするだけなのがディナたち学がく猟りよう生せいだ。祖国の未来に馳はせる思いや具体的な展望は、一般科の方が強いのかも知れない。ツェルギオが語った事により、それが刺し激げきされたのだろう。

「行こう、ディナ。確かに、今は僕たちにできる事、ないみたいだし……」

　エリヤが、佇たたずむディナに声を掛ける。

「ああ、そうだな」

　ツェルギオの言う通り、今は休息するのが仕事だ。

　やがて立ち向かう激げき闘とうのために。





　カルテンメッツ山系はエストワルトとガリシニアの国境地帯にそびえる山々の総そう称しよう──というよりも、この山が国境そのものと言ってもよい。一応地図上では両国の境界線ははっきりしているが、一部の湖こ沼しようを除けば人の居住に適した土地は少なく、両国とも単に手出ししていないというのが現状だ。

　鋭するどい高こう峰ほうから低くなだらかなものまで大小さまざまな山が連なっているため、遠くから眺ながめれば稜りよう線せんは不規則なぎざぎざを描えがき、針葉樹林と剥むき出だしの岩いわ肌はだが入り混じった複雑な模様が、更に入り組んだ谷によって陰いん影えいに塗ぬり分わけられている。

　そのため、平地からは死角になっている場所も多い。

　そんな谷間のひとつを、隣りん接せつした小高い峰から武装した三人の男が見下ろしていた。

「……本当に、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　あいつらが一いつ斉せいに襲おそってくるなんて事は……」

　最も若い──と言ってもとうに二〇歳さいは越えているが──男が不安げに問いかける。

「安心しろ。この距離なら連中が反応しないのは実証済みだ」

　訊ねられたリーダーは、双そう眼がん鏡きようで谷底を凝ぎよう視ししている。

　戮機スローターの「眼め」から採取された貴重なレンズを用いた、高価で高性能の品である。私物ではなく、今回の任務に際して貸たい与よされた装備だ。

「それが実証済みって事は、どこまで近づいたらヤバいのかも実験したって事ですよね？」

　若い男は落ち着かない声で、何度も腰の剣に手を遣やる。

「静かにしろ！　実際に戦わず、監視しているだけで高額の報ほう酬しゆうがもらえるんだ。むしろ簡単な仕事だと思え」

　リーダーが叱しつ責せきする。

　この言葉は、ただのごまかしではない。実際、残りのひとりはテントの前に腰掛けて半ばくつろいでいる。

　再興大臣から命じられたのは、安全地帯から〈工廠プラント〉を見張る事。五日務めて一〇日休みの三班態勢。何か異変があったら早さつ急きゆうに連れん絡らくするよう言いつけられているだけで、一切交戦の必要はない。ただし、仕事内容については口外厳禁。

　さすがに最初は〈工廠プラント〉の存在と大量の戮機スローターに緊きん張ちようもしたが、見張り当番も三度目ともなれば慣れたものだ。補ほ充じゆうで入ったこの若者も、四日後ここを引き上げる頃には落ち着くだろう。

　声に出さないが、弛し緩かんした表情が彼の内心を語っていた。

　それでも信しん頼らい度どで再興大臣が選んだ戮機猟士スローター・イエーガーだ。双眼鏡への集中は怠おこたらない。

　その熱心さが、仇あだになった。

「……ほあ……っ！」

　背後で、小さな声が鳴った。

　同時に、草を踏ふむ足音。

「わあっ！」

　若者が叫ぶのと、リーダーが双眼鏡を下ろして振り向むいたのはほぼ同時だった。

　見ると、休んでいた仲間はテントの前でぐったりと倒れていた。

　小こ柄がらなマントの人ひと影かげが若者の背後に取りつき、細い腕を首に絡めている。短い呻うめきを挙げ、部下がくずおれる。

「貴様っ！」

　リーダーが剣を抜き放つよりも早く、人影は身を低く屈かがめ、尽つきだした肘ひじで腹を直ちよく撃げきする。

　猟士イエーガーの例に漏れず、動きやすさ重視のために腹部には鎧よろいらしい鎧がない。体内で胃いぶ袋くろが裏返るような衝しよう撃げきに、一いつ瞬しゆん全身が強こわ張ばる。

　次の瞬しゆん間かん、人影はするりと体表を滑すべって背中に回りこみ、リーダーの頸けい動どう脈みやくを封ふうじた。

　意識を失った首が、かくんと頷く。

「ふう……」

　人影──メルノー・ド・ヴァール・ジュヌビエーヴは額に浮かんだ汗あせを拭ぬぐうと、短く口笛を吹ふいた。

　合図を聞きつけてツェルギオが数人の学がく猟りよう生せいを引き連れ、がしゃがしゃと鎧を鳴らしながらやって来る。

「それにしても、見事なものだね。本当に、命に別状はないのかい？」

　倒れている三人を見下ろし、ロープを差し出しながらツェルギオが確認する。

　利害が対立しているとはいえ、父に雇われて国のために働いている猟士イエーガーだ。怪け我がなどはさせたくない。ただ、自分たちの武装も戦技もこっそり近づいて人間を無力化するのには全く適していない。

「ええ、気絶してるだけよ。さすがに三人一度にっていうのは手間だったけど、ディナエリーンに比べれば大した敵じゃない。それに、相手の注意が他に向いていて助かったわ」

　受け取ったロープで気絶している監かん視し者を縛しばり上げながら、メルノーが答えた。

　これが、〈工廠プラント〉攻撃作戦の第一歩。

　ここから麓ふもとまではどれほど急いそいでも丸一日かかるとは言え、大臣の命令を受けた監視班を放置するのは危険すぎる。自分たちの行動をグレオゴールに知られ、妨害されるのは極力避けなければならない。静かに、速やかに、殺傷する事なく相手を無力化する事にかけてはメルノーが専門だ。

「確かに、あれを見張るとなるといいポジションだね。高低差があるから見通しはいいし、攻撃を受ける恐おそれも小さい」

　拘束され、転がされたリーダーの首から、ツェルギオは双眼鏡を拝借している。

　監視のためには最適の場所。だが、言いい換かえれば今の自分たちにとっては有効な陣じん地ちではない。視線が通るだけで、彼ひ我がの武器が触ふれあわない距きよ離りでは、戦う事ができないのだから。

　ディナたちが待機する本陣は見下ろしているのと同じ谷間、裾すそ野のに近い側の多少開けた窪地に布しいてある。

「そうだ。誰か、ディナとエリヤを呼んできてくれないか」

　思いついたようにさらに数人の名前を付け加えて、ツェルギオは伝令を走らせた。





　呼び出しを受けてディナとエリヤ、それにグレンゼルやジーグなど全部で一〇人ほどが監かん視し所しよとなっている小こ峰みねまで上って来た。

「やあ、来たね」

　笑顔を崩さず、しかしどこか厳しい緊張を含んだ表情でツェルギオが迎むかえる。

「何の用だ？」

「攻こう撃げき隊たい全員は無理としても、主力メンバーは実際に見ておいた方がいいと思ってね。僕たちが、これから戦う相手を──」

　口くち唇びるを引ひき締しめながら、ツェルギオはディナに双眼鏡を手て渡わたした。

「あれが、〈工廠プラント〉だ」

　彼が指し示した谷を、ディナは身を乗り出して見下ろす。

　もちろん、それよりも早くエリヤは反応していた。

　ディナが双眼鏡を渡わたそうとしても気づかず、両目を見開いている。

「……あれが……」

　息を呑のむエリヤの隣で、ディナも喉のど元もとが緊張で強張るのを感じていた。

　樹木のない剥き出しの山やま肌はだに、奇き怪かいな金属の塊かたまりが半ば埋うまるように固定されている。

　距離があるので正確な大きさは測りづらいが、周囲を取り囲んでいる〈マンティス〉や〈モーリケット〉がその名の通りに群がる小さな虫ほどにしか見えない事を考えるとちょっとした家ほどもあるか。全体のシルエットは台形というか、四し角かく錐すいの上じよう端たんを切り落とした形状だが、それはいくつもの直方体や三角柱が不規則に組み合わさった結果だ。

　そこから太く長い肢が六本、蝗虫ばつたか蟋蟀きりぎりすが這はいつくばるのにも似た形で地面を踏みしめている。その肢が、〈工廠プラント〉もまた戮機スローターの一種であるという事実を雄ゆう弁べんに語っている。

「……あれが、全部じゃない。多分、土の下にもっと広がってる……」

　小さく呟つぶやきながら、エリヤが指差した辺りに視線を向ける。

　言われてよく見ると、〈工廠プラント〉本体だけではない。周囲の山肌から煙えん突とつのような管が何本か伸びている。

「……多分、金属の鉱脈とかがあるんだと……思う。鉱山は動かせないから、あの本体が自分をこの場所に固定して、地面を掘ほって、その設備と自分をつなげて、戮機スローターを作ったり修理したりしてるんじゃないかな……」

　慎しん重ちように言葉を選びながら、エリヤが仮説を口にする。

　確かにいくら古代機き道どう文明が優すぐれていても、無からいくらでも戮機スローターを生み出せる訳ではない。そんな事が可能なら、人間はとっくに滅ほろぼされている。おとぎ話の魔ま法ほう使つかいでもない限り、何かを作り出す時には絶対に材料が必要だ。

　見ている間に台形の一部が蓋ふたになって開いた。その蓋がそのまま地面へ接するスロープになり、中から〈ハンマーマンティス〉が一機、滑るように地上に降り立つ。

　一いつ対ついの攻撃肢と四本の移動肢を縮めていた〈ハンマーマンティス〉は、僅かな身み震ぶるいの後にそれを広げる。頭部の感覚器が二、三度点てん滅めつする。己おのれの状態を確かめているのか、右へ左へ歩を進め、太い鉄てつ槌ついを備えた両りよう腕うでを振り回まわした後、歩ほ哨しようのようにその場に留とどまる。

「これが戮機スローター誕生の瞬間か……。エリヤ？」

　ふと呟いた後で、谷の底から隣へと視線を移す。

　エリヤはまだ真しん剣けんそのものの眼差しで、何かを小さく呟き続けながら〈工廠プラント〉を見つめている。

　軽々しく声を掛けた己を、ディナは恥じた。

　この視線が、この瞳ひとみこそが、エリヤ・シュミッテンラウドだ。

　興味の対象を構成する成分のひと粒つぶに至るまで知り尽くそうとする。深く突き刺ささり、精密に切り分ける刃。

　エリヤの雰ふん囲い気きに呑まれているのか。ディナだけではなく、ツェルギオやグレンゼルも無言のままだ。

　沈ちん黙もくの時間が流れ、〈工廠プラント〉からまた新たな戮機スローターが吐はき出される。今度は〈モール〉系だ。この距離では細かな機種までは判別できない。

















　遠いという事もあるが〈工廠プラント〉の足元をあまりに多数の戮機スローターが覆おおっていて、まるで銀色の塊が蠢うごめいているようにしか見えないのだ。一機一機を区別するのが難しい。

　エリヤはまだ動かない。ただ、右手で左手首を押おさえる姿勢のまま、ずっと何かを呟き続けている。

　観察を始めてから、半時間は過ぎただろうか。三機めの戮機スローターが生まれた。今度は〈モール〉のバリエーションでも独特の大きな攻撃肢で〈モーリケット〉だとわかる。

「……うん……。わかった」

　さっきまでよりは大きな、それでも小声でエリヤが宣言する。

「……何を長々と見てんだよ！　長引けば長引くほど、戮機スローターの数が増えて俺たちが不利になるんだぜ？」

　グレンゼルがようやく不満げな言葉を発したのは、彼もさっきまでエリヤを中心に広がっていた緊張を感じ取っていたからだ。

「いや。エリヤ君が必要だと思うだけの時間をかけたのだろう。そして、その上でわかったと言ったんだ。僕たちは、その判断を活用すればいいさ」

「……ツェルギオさんはそう言いますけどね……」

「ざっと数えただけでも一〇〇機越えてるよ。しかもどんどん増える。ちょっとした地じ獄ごくだね、こりゃ」

「……違うよ」

　軽口めかしてはいるが震ふるえているジーグの言葉を、エリヤが否定する。

「僕たちの世界に、ずっと戮機スローターは存在してたんだ。ただ、いつもはそれをうんと薄うすめた形でしか見ていないだけで……。この場所は、単に濃こい源泉でしかない。もしもここが地獄なら、僕たちの生きている世界が……地獄なんだ」

「だが、そうではないだろう？」

　ディナは、微笑ほほえむ。

「わたしたちの世界は地獄ではない。つまり、ここも地獄などではなく、わたしたちが戦う猟りよう場ばであり、いつもの戦場の延長だ。それならいつものように全力で戦い、皆で笑って帰き還かんする──そうだろう、エリヤ？」

「……うん……」

　頷きながら、エリヤも控えめな笑みを返す。

「ヨシュアとカークはここに残ってくれ。任務は、この三人のケア。万一、僕たちの作戦が失敗したら彼らを解放し、一いつ緒しよに逃げる事。いいね？」

　ツェルギオが任命した下級生ふたりをその場に残し、ディナたちは斜しや面めんを下って本体に合流した。

　山中に、ぽつんと広がった窪地だ。「ぽつん」というのは周囲の山々と比較しての話で、学舎の校庭に迫せまるほどの面積はある。周囲は崖がけに囲まれ、外に通じるのは谷が自然にかたちづくった道一本だけ。退路のない地形だった。

　ディナたちを加え、総勢五一名。

　第一七学舎の総力を以もつて動員した戦力が結集していた。

　敵の総数がわからないので不安はあるが、地理的条件を考えると全すべての学がく猟りよう生せいを連れてくるのはむしろ機き動どう力や連れん携けいの面で問題がある。そのため、選えらび抜かれたのがこの五一人だ。

　学舎の警護に少数を残し、残りは谷の出口近辺に配置してきた。自分たちが敗れた場合〈工廠プラント〉を警護していた戮機スローターの群れが大挙して動き出す恐れもある。それが人里に向かうのを少しでも食い止めるのが任務である。

　ディナたちも列に戻り、指揮官であるツェルギオひとりが他の五〇人に相対する。

「〈工廠プラント〉の存在は確かめてきた。やはり周りには沢たく山さんの戮機スローターが存在している。数は、一〇〇を越えている」

「一〇〇……ですって……？」

　自分の目で確かめていないユーノの声は、明らかに震えている。

　同期の術士では五指に入る腕うで前まえで、日ひ頃ごろの狩かりでも高い戦果を挙げている彼かの女じよでも桁けた違ちがいの数には恐きよう怖ふを隠せない。いつもは四、五人で一機を包囲して戦うのが普通で、小型が多数現れたようなケースでも相手の方が大群という事はほとんどないのだから。

「大丈夫。学舎を出陣する時に言ったはずだ。一〇〇程度は予想のうちだってね。さすがに三〇〇とか並んでいたら、僕も一時撤てつ退たいを考えていたところだ」

　笑いながら、ツェルギオは肩を竦すくめた。

　道どう化けめいた大げさな仕草に、五〇人の中から小さな笑いが零こぼれる。

　なるほど、天性の為政者だ──声は漏らさないがディナも微笑む。

　彼の明るさや自信に満ちた態度は人を引きつけ、不安を払う力がある。戦うだけのディナにはない長所だった。

「大丈夫。予あらかじめ伝えた作戦の通りに戦えば、勝てない数じゃない。まず、僕がいる。そして新種をも打ち破る剣けんの使い手ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムがいる！　あらゆる敵の特質も弱点も素す早ばやく見み抜ぬく世界初の知士エリヤ・シュミッテンラウドがいる！」

「え……？」

　思いがけず名前を呼ばれ、エリヤとディナは顔を見合わせた。そのまま、頷きあう。

　大おお仰ぎような称しよう賛さんは面おも映はゆいけれど、これが少しでも皆を勇気づけるのであれば胸を張って受け入れよう──言葉で確かめなくても、ふたりの思いは一いつ致ちしていた。

「グレンゼルがいる。ジーグが、ユーノがいる。ハウザー、ヴィルヒム、カレン、君たちがいる。クレイトー、アントン、マンフレート、マシウス！」

　笑顔を向けながら、ひとりずつ名前を呼んでいく。まるでツェルギオに感かん染せんしたかのように、呼ばれた者の表情が輝かがやいていく。

「そしてガリシニア軍人であるメルノー・ド・ヴァール・ジュヌビエーヴ、彼女も参戦してくれた。これだけの力が集まったんだ。危険や困難は、乗り越えられる！」

　五一の名前を呼び終えると、ツェルギオは抜剣して右手を高く掲げた。

　磨みがかれた剣が、陽光に燦きらめく。

「よし。行くぞっ！」

　歓かん声せいが答える。

　ディナも、我知らず拳こぶしを突き上げていた。

〈工廠プラント〉へ向かって走り出す。

　先頭はツェルギオとディナ。グレンゼルとジーグを中心とした第二陣じんがそれに続く。その次の第三グループに加わっているエリヤの側には、メルノーが警護役として付き従っている。

　これが、全軍のほぼ半分。

　残りは動かず、待機している。

　大人数が鎧を鳴らし近づいてくる音を感知したのか。〈工廠プラント〉の周りに群がっていた戮機スローターたちが反応する。

「行くぜ！」

　一瞬足を止めたジーグの右手から、真しん紅くの光が飛ぶ。

　収束した、火か炎えんの意い刃じん術じゆつだ。

　後方でざわめく〈ヴァイパー〉の一機に命中し、装そう甲こうを穿うがつ。

　貫かん通つう力を高めていても距離がある。一いち撃げきで仕留めるには至らない。

　攻撃を受けた戮機スローターの群れが、一斉に押し寄せる。ほぼ全機が動いたのは、こちらの人数を把は握あくしたからだろう。

　ありふれた〈モール〉や〈スネーク〉系列。希少な〈リンクス〉。最も小型の〈ホッパー〉までが小刻みにジャンプして接近してくる。

「よし。動いた！　全員後退！」

　ツェルギオの号令で、全員が下がる。迫る戮機スローターに対して、ツェルギオとディナが殿でん軍ぐんを務める形だ。

〈リンクス〉の亜あ種しゆで移動速度に優れた〈チーター〉が一機、突とつ出しゆつして肉にく薄はくしてくる。

「任せろっ！」

　飛びかかる〈チーター〉の爪つめが届くかと思われた瞬間、ディナは振り向きざまに大剣を横薙なぎに振るった。

　スピードに特化した〈チーター〉は軽量化のため装甲が薄い。

　半円の軌き道どうを描いた剣が戮機スローターの頭部を弾はじき飛とばし、粉ふん砕さいする。ひしゃげた金属の塊が本体から千切れて転がる。制せい御ぎよを失った胴どう体たいが乾かわいた地に這いつくばり、岩肌に空むなしく爪を突き立たてる。

「ディナ、早くっ！」

「ああ！」

　後続の戮機スローターはまだ距離がある。

　ツェルギオの声に応え、ディナも更さらに走る。

　谷が狭きよう隘あいになっている場所を抜ぬけ、元の陣地に戻る。

　そこへ、戮機スローターの群れが押し寄せてくる。

「慌あわてるな！　事前の指示通り動け！」

　力強い、高らかな声が叫ぶ。

　戮機スローターが最も狭い場所に到とう達たつした瞬間、術士たちが電でん撃げきを放つ。

　一時的に機能停止した機体に、後続がぶつかる。

　狭い谷と行っても、余裕で五人は並べる幅はばだ。完全な封鎖にはならない。左右を抜けてくるもの、上を乗り越えてくるもの──何機もの戮機スローターが広い窪地へと雪な崩だれこんでくる。

　ツェルギオ率いる学がく猟りよう生せいたちは五、六人程度のグループに分かれ、敵を迎え撃うつ態勢を取る。

　人間を発見すれば接近し攻撃するのが戮機スローターの性質だ。まるで誘さそわれるように、それぞれの小隊へと向かっていく。

「左の〈スパイダー〉は〈タイプⅡ〉！　それ以外は普通の奴やつ！」

　布ふ陣じんの最さい奥おう、後ご詰づめに守られたエリヤが叫ぶ。

「わかった！　わたしに任せろ！」

　ディナが躍おどり出でる。

〈スパイダー〉は細長い肢が蜘く蛛もを思わせる中型だ。通常型は肢先の爪だけが武器だが〈タイプⅡ〉は胴体部にも鎌かま型の刃は物ものが内蔵されている上に、運動性も高い強敵だ。

　高く跳はねる立体的な動きで上から襲いかかる〈スパイダー・タイプⅡ〉の肢を、ディナは右手一本の素早い剣けん捌さばきで斬きり落とす。

　丸い腹から飛び出した刃を左の籠こ手てで払はらい飛ばし、肢を失って着地に失敗した敵の胴体を叩たたき割わり、確実なとどめを刺す。

「次ぃっ！」

　声を上げて飛び出す。

　エリヤからの指示はない。周囲に視線を走らせ、岩がん壁ぺきを這って近づいてくる〈ヒートヴァイパー〉を発見する。いわゆる新種ではないが、高熱を発する刃を装備した強敵だ。

　大地を蹴けって跳ちよう躍やく。

　動かぬ仲間で塞ふさがれた道を避けたのだろうが、不自然な体勢からは攻撃に転じにくい。奴が地面に下りる前に処理する！

　ディナの接近に気づいた〈ヒートヴァイパー〉が鎌かま首くびを持ち上げようとする。重心の狂くるいと摩ま擦さつ力りよくの低下で、岩の壁へき面めんをずるりと滑る。

　戮機スローター自身が意図していないその動きも、ディナにとっては予想の範はん疇ちゆうだ。

　切っ先を真っ直ぐに突き立てる。

　金属の蛇体が、一瞬だけ岩肌に縫ぬいつけられる。

　頭部中枢を破は壊かいされた〈ヒートヴァイパー〉は、ディナが剣を引くと同時に地に落ちた。

「次、〈ハンマーマンティス〉が来る！　後ろから、二機！」

　またエリヤから指示が飛ぶ。

「手前は僕ぼくたちが引き受ける！　君は、後続を！」

　蟷螂かまきりをそのまま人間サイズに拡大したような〈マンティス〉は速度も攻こう撃げき力りよくも高く、中型としては最も危険な一種だ。〈ハンマーマンティス〉は改良された変種で、武器が槍やりから鉄槌になっただけでなく、運動性も強化されている。

　だが、ディナもツェルギオも一度ならず戦った敵だ。

　ツェルギオの左手から青白い火花が迸ほとばしる。電撃を受けて一瞬動きを止めた〈ハンマーマンティス〉に目がけ、ふたりの戦士が襲いかかり、素早く肢を破壊する。

　その脇わきをすり抜けて谷の最も狭い場所まで進出したディナは二機めの〈ハンマーマンティス〉の鉄槌をかいくぐり、細い腰こしを両断した。

「ディナ、飛び出しすぎるな！　さすがに君でも、囲まれたら危ない！」

「わかってる！」

　ツェルギオに答えて後退する。

〈ハンマーマンティス〉二機の残ざん骸がいをよじ上って〈モーリケット〉や〈ハウンド〉の群れが接近する。更に小さな〈ホッパー〉などが隙すき間まを縫い、上を飛び越えて来る。〈ホッパー〉は小型犬ほどのサイズだが、全長の半分ほどがナイフに似た刃になっている。二本の肢で跳躍し、全身で人間を突つき刺すのだ。

「細かいのに油断するな！　見落として後ろに通すんじゃねえぞ！」

　グレンゼルの剣が閃ひらめき、頭上を飛び越えようとする〈ホッパー〉を叩き落おとし、そのまま靴くつで踏みつける。返す刀でもう一機の肢を斬り落とす。二本の肢に頼たよった跳躍で移動する〈ホッパー〉はそれだけで無力化された。

　彼も今はツェルギオにくっついてはいない。率そつ先せんして〈ホッパー〉や〈ラット〉などを確実に掃そう除じしている。破は壊かい力りよくに乏とぼしいが素早いグレンゼルの剣けん技ぎは構造上装甲を強化できない規模の小型機相手には有効だ。

「前に出るなよ！　焦あせらないで、防ぼう御ぎよに専念してりゃいいんだ。今日は撃げき破は数稼かせぐ必要はないんだからな！」

「は、はいっ！」

　明るい声で一年生たちを鼓舞しているのはジーグだ。

　戮機スローターを牽けん制せいする後こう輩はいの戦士たちの肩かた越ごしに収束型の熱弾だんを放つ。

　襲おそいかかろうと頭を持ち上げた〈スネーク〉が喉元を貫通されて沈黙する。

　実戦経験が乏しい戦士に臨機応変な対応は難しい。だから壁役を徹てつ底ていさせ、その後ろから意い刃じん術じゆつで攻撃する。これを担当するのは、ジーグらアンジェリッカ式の収束攻撃を習得したメンバーだ。

　従来の意い刃じん術じゆつはあくまで戦士のサポートで、遠えん距きよ離りからの牽制や駄だ目め押おしが主な役目だった。それを、アンジェリッカがエネルギーを細く絞しぼりこんで貫通力を向上させる事で、直接のダメージ源にしたのである。

　ジーグをはじめとする何人かは、その技わざを身に付けているのだ。

　それ以外の術士は左右に散開し、狭い谷を抜けようとする敵が密集したタイミングを狙ねらって電撃を浴びせ、動きを封じる。もちろん無防備にはしない。ちゃんと護衛役の戦士が付つき添そっている。

　既すでに破壊された戮機スローターの残骸が、侵しん入にゆうを阻はばむバリケードとなる。中には長い肢が絡からまり、引っかかって動けなくなる物もある。藻も掻がく戮機スローターをジーグたちが狙そ撃げきし、確実に仕留めていく。

「その程度でいい！　僕たちの目的は、戮機スローターを倒たおす事だ。完全に障害物にせず、敵がこっちに近づける状態を維い持じしろ！」

「ぎゃっ！」

　ツェルギオの指示に悲鳴が重なる。

　通常型の〈マンティス〉の相手をしていた戦士が敵の突きを捌さばききれず、上じよう腕わんを負傷したのだ。

「くっ！」

　素早く飛びこんだツェルギオが怪け我が人にんを左手で押し出しながら、右の剣を〈マンティス〉の首筋、装甲の隙間に差し入れて一撃で仕留める。武器は貫通させたまま。抜かずに手を放す。既に接近戦の距離にある相手に、意い刃じん術じゆつの無む駄だ撃うちはしない。

「代わりの剣を！　それと、負傷者や疲れた術士は遠えん慮りよせずに下がって後詰めと交代しろ！　持久力で争あらそったら戮機スローターには勝てない！」

　敵の波が途と切ぎれたタイミングに、ツェルギオが皆に呼びかける。

　後方から走り寄った一年生が、用意していた予備の剣を手渡す。受け取ると同時に軽く振って具合を確かめる。

　重量と勢いで叩き潰つぶすディナならば多少の刃はこぼれでも平気だが、鋭さに頼るツェルギオや他ほかの戦士の剣は連戦での摩ま耗もう鈍どん化かが戦力の低下に直結する。だから、予備の武器も充分に用意した。最も戦いながら交こう換かんするのは意い刃じん術じゆつも使える彼ひとりで、他は後退して予備兵力と交代する際に替えるのだが。

　充分な訓練を積み、幾いく度どもの実戦をこなしているとはいえ、学がく猟りよう生せいが身に付けている戦技はあくまでも少人数のパーティで戮機スローターを狩かるためのものだ。

　組織的な大部隊としての行動についてはほぼ素人しろうとと言っていい。

　だから、普段の狩りと同じように少人数の連携で戦えるようツェルギオは戦場を選んだ。

　多数対多数の乱戦になってしまえば、むしろ数で押される。それに、一度に沢山の戮機スローターが押し寄せてくればエリヤが機種を同定するのも難しくなるし、判定しても対応が間に合わなくなる。

　相手の数を制限しながら自分たちはある程度自由に動ける戦場を設定し、多種多様な戮機スローターの中からこちらが敵を選べる形を作ればいい。元より失敗したら後がない作戦だ。逃にげ道みちがない不利よりも、相手の攻め口くちを限定できる事とこちらの兵力を展開できる広さがあるメリットを優先する。

　広さの限界もあるので、一度に全員が参戦する必要はない。むしろ予備を控えさせ、疲れや怪我のために万全でなくなった者と順次交代する。

　ハルクライン近きん郊こうは新型の頻ひん発ぱつ地域だから〈モール〉や〈スネーク〉の〈タイプⅡ〉〈タイプⅢ〉程度なら戦い慣れている者は多い。それよりも手て強ごわい〈マンティス〉系の変種などはエリヤが素早く特定して、ツェルギオやディナなどが優先的に対処する。

　収束攻撃をマスターしていない術士はとにかく電撃に徹して相手の動きを止め、戦士が数を頼たのんで確実に各個撃破。

　数に優まさる敵と戦うため、ツェルギオが考案した役割分担だ。

　それでも、さすがに二倍以上の敵が途切れず押し寄せてくるのは苦しい。

　術士も半数は消しよう耗もうから後退し二軍と入れ替わっている。死者は出ていないものの、戦士の中にも戦列復帰が困難な傷を受けた者が三、四人はいる。

　ディナにしても、剣の重さが辛つらくなってきた。上腕が突っ張ぱるし、気を抜くと指が緩みそうになる。

「くっそ……っ！　いつまでやりゃあいいんだよ！　あの〈工廠プラント〉から無限に湧わいてくるんじゃねえか？」

　剣を振る手は休めずグレンゼルが毒づく。

　彼の回りには無数の〈ホッパー〉や〈ラット〉の破は片へんが敷しき詰つめられたかのように散らばっていた。

　グレンゼルも無傷ではない。頬ほおに切り傷が刻まれ、流れ出る赤い血が汗で滲にじんでいる。

「大だい丈じよう夫ぶ……。もう少し、凌しのげば……！」

　後方からエリヤが叫ぶ。

　彼の役目は、特に危険な機種をいち早く見つけて前線に警告を送る事だ。いつもの小声ではなく、ありったけの声量を絞り出している。

「何の根こん拠きよ……あるって……んだよっ！」

　反論しながら、足元に這い寄る〈クロウラー〉を真上から貫つらぬく。中型で、速度も機動性も低いが装甲が厚めの機種だ。本来、グレンゼルが得意な敵ではない。息が上がってフットワークが鈍にぶり、躱かわす余裕がないから慌てて仕留めたのだ。剣の切っ先が見てわかるほど摩ま耗もうしている。開戦から交代せずに戦い続けているのは戦士ではツェルギオとディナの他は彼だけだ。

　ディナも、残骸の壁を乗のり越こえてのそのそと顔を出した〈バジャー〉を粉砕する。

　もう何機撃破したか覚えていない。周りには元が何だったのかも判別できない部品が山積みになっている。

　それでも、エリヤの言葉が彼女を支える。

「根拠はある。〈工廠プラント〉が戮機スローターを生産するのは、だいたい一五分で一体。みんなが破壊するペースは、それより速い……。予想だけど、今、〈工廠プラント〉本体は手て薄うすになってるはず」

　ただ戮機スローターが生まれる現場を眺めていただけではない。エリヤは自分の脈を使って生産の速度を計っていたのだ。

　彼が予言した通り、攻め寄せる戮機スローターが減っていた。

「これが……最後かっ？」

　目の前に現れた〈リンクス〉の頭に大剣を叩きつけ、ディナは叫ぶ。

　頭部を潰された戮機スローターは地面に倒れ、そのまま動かなくなる。

　後続の敵は、現れない。

「みんな大丈夫か！　状じよう況きようを報告してくれ！」

　剣にもたれかかるツェルギオの声は明るいが、さすがに疲労を隠かくしきれない。

　最終的には戦えないほどの怪我を負った戦士が七人。軽傷は数えればきりがない。ディナにしても細かい切り傷擦り傷を全身に受けている。だが、戦いの規模から言えば完勝と評価していいだろう。重傷者も命に及およぶほどではないし、術士隊は巧たくみなローテーションで休息を取っているため戦せん闘とう困難になるほど消耗している者はいないのだ。

　ツェルギオは一〇分だけ全軍の休きゆう憩けいを命じた。疲労を回復させなければならないが、これ以上だとまた戮機スローターが生産される恐れがある。

「ディナ……。大丈夫？」

　ずっと最さい後こう尾びでメルノーに守られていたエリヤが駆かけ寄ってくる。手には、包帯や傷薬を持っていた。

「ああ、ありがとう……」

　上腕が切れていた。皮ひ膚ふの表面に線を引いた程度の浅いものだが、血が流れている。いつ、どの戮機スローターとの戦いでできた傷なのか自覚はない。

　エリヤの細い指が軟なん膏こうを掬すくい、傷口に触れる。その部分の神経が急に鋭えい敏びんになる。

「……あ……」

　頭の芯しんが不意に火ほ照てって、吐と息いきが零れてしまう。

「あ……、ごめん。痛かった？」

「いや。そうではない。……その、ちょっと疲れているだけだ。さすがにこれだけ戦ったからな」

　彼の指は、繊せん細さいだ。

　ディナのように剣を握にぎり振り回すのではなく、観察した戮機スローターを正確に描くしなやかな指。それが、ディナの傷を癒いやしている。

　心地よさと、苦しさを同時に感じる。

　心臓が内側から強く圧迫されて破裂してしまいそうだけれど、それを満たしているのは甘く温かな何かだ。

　ああ、そうか。

　ディナの脳裏に、ひとつの言葉が一番星のように輝く。

　それは、恋、ではなく──。

「あ……エ、エリヤっ！」

「な、何？」

　思わず叫んでしまったディナの声に、エリヤの方も頬を染めて目を丸くする。

「い、いや。何でもない。戦いが終わったら、改めて話す」

「そ、そうなの？」

　気が急いて、大声を上げてしまった。

　ずっと胸に引っかかっていたものではあるが、個人的な感情は後回しだ。今は〈工廠プラント〉攻こう略りやくを無事に果たす事を優先しなければ。

「ありふれた機種ばかりで助かったな。例の〈モンスター〉あたりが大挙して現れたら、どうなるかと思ったが」

　中断した話題をごまかしたくて、戦いの最中に思いついた事を言ってみる。

「……うん……」

　エリヤの反応はどこか弱々しい。

　破壊されず〈工廠プラント〉に戻もどった戮機スローターが修理や整備を受けると同時に、自らの戦闘記録を〈工廠プラント〉に伝達する。集めた記録に基もとづいて〈工廠プラント〉では戮機スローターを改良したり、あるいは新型を製造する──新種変種の戮機スローターに関するエリヤの仮説だ。

　これが正しいとして、あの〈モンスター〉は従来とは全く異なる発想で作られた試作品とでも言うべき一機だった可能性がある。他の機種とは大きさからしてひと回りもふた回りも違ちがうのだから、製造するのも手間だっただろう。そして、それが破壊されて未帰還になったため、〈工廠プラント〉はあのタイプを製造するのを諦あきらめたのではないだろうか。

　もし、そうだとしたらエリヤと自分があれを撃破した事は、単に一機破壊して自分たちが生き延びた以上の意味があるのかも知れない。

　もちろん、一定の妥だ当とう性せいはあっても証しよう拠この裏付けもない単なる推測だ。

　それでもディナはその事を誇ほこらしく感じる。

　大臣が考えたように、焦って不確かなまま深みに踏みこむ必要などない。

　一歩ずつ、確実に、充じゆう分ぶんな理解と確信に至るまで、日々を刻み続ければいい。

　目の前の敵を倒す事も、その一歩に繋がる。

　少なくとも、次の一歩を進めるための時間を稼ぎ出す役には立つのだから。

「よし。休きゆう憩けい終しゆう了りようだ！」

　ツェルギオが仲間たちに呼びかける。

「まだ戦える者は全員来てくれ。これから〈工廠プラント〉本体を攻撃する！」










　　　第四章　　そして、君に告げる言葉





　戦えないほど傷の深い七人と、彼らの警護を兼かねて軽傷者の中から疲労が激しい者を八人を残し、三六名が〈工廠プラント〉目指して谷を進軍していく。

　小休止の間に怪我の手当てや水の補給を済ませ、万ばん全ぜんとまでは言えなくても全員闘とう志しには満ちている。大群相手の勝利が気力の源となっていた。

　人数は多いが、狭せまい谷なので横に陣じん形けいを広げるのは難しい。ディナとツェルギオのふたりが先頭に立ち、縦に細長い列を作って進むしかない。

　さっきとは逆にこちらが不利な態勢だが、地形の制限があるので他に選せん択たく肢しはない。

　戮機スローターに地形を利用して組織的に戦術を駆使する知能があったら──。

　不安を抱いだいて走るディナの目の前に、岩いわ陰かげから〈スネーク〉が飛び出した。

　いや。普ふ通つうの〈スネーク〉とは違う。

　デュバーレイ砦とりでで遭そう遇ぐうした〈ファングスネーク〉だ。頭部に折りたたんだ牙きばがはっきり見える。この程度なら、エリヤの意見を仰あおがなくても判断できる。

「でぇえええいっ！」

　気合いと共に振るわれたディナの大剣が〈ファングスネーク〉の胴体を両断する。

　待まち伏ぶせの波状攻撃を警けい戒かいしたが、現れたのはその一機だけだ。敵を誘い出して殲せん滅めつするツェルギオの作戦が功を奏し、〈工廠プラント〉を守る戮機スローターはほとんど残っていないようだ。

　攻撃隊は谷間をひた走り、一気に〈工廠プラント〉へと近づいていく。振り返かえると、長い列の最後尾にはエリヤとメルノーがいる。

〈工廠プラント〉の至近まで到達する。

　細い谷の途と中ちゆうに開けた窪くぼ地ち。さっきまで戦場にしていた、こちらの本ほん陣じんと同じような地形だ。そこを埋め尽くしていた戮機スローターの群れは数を減じ、ほんの数体だけが遠巻きにこちらの出方を覗うかがっている。

　戮機スローターは人間を感知すれば攻撃をかけてくるが、こちらの戦力が優勢ならば無む謀ぼうな特とつ攻こうはせずに逃げる程度の判断力はある。ここを取り囲む数機が逃げないのは〈工廠プラント〉を守るという使命を持っているからか。

　見上げる。

　岩肌の斜面にへばりつく巨きよ体たい。幾き何か学がく的てきな構造が複雑に絡み合あった形は、前衛的な建築物か神話に登場する巨きよ人じんが身に着ける宝ほう飾しよく品ひんを思わせた。

　ぐぉん、ぐぉんと異音を発しながら、細かく震えている。本体とは離はなれた山肌から伸のびた金属管は時折水蒸気を噴ふん出しゆつしている。

　まだ、盛んに活動しているのだ。

　高い位置から見下ろした時に戮機スローターを吐き出していた蓋は、今は堅かたく閉ざされている。

「しかし、問題はこれからだ」

　息を弾はずませるツェルギオの顔から、余よ裕ゆうの笑えみが消える。

「何だ？」

「〈工廠プラント〉をどうやって倒すかは、さすがに考えていない」

　ディナの質問に、らしくない深刻な声が答える。

〈工廠プラント〉は、全く未知の存在だ。戮機スローターを生産する能力だけは判明していても、それ以外については大戦シビル・ウオー期の資料すらほとんど存在していない。

　装甲はどの程度か？　ずっとあそこに固定されたままなのか？　攻撃力はあるのか？

　何もかもが謎なぞだ。

　しかも地上に建てられている訳ではなく、斜面にしがみつくような形なので攻撃を仕し掛かけるにも足場が悪い。さほどの傾けい斜しやでも高さでもないので近づく事自体は難しくないが、包囲するという訳にはいかないだろう。直接攻撃できるのはひとりかふたりか。

　ディナは、もういちどエリヤを見た。

　ここまで体力をあまり消耗していないし、鎧が軽い事もあって、疲つかれた様子はない。視線は、真っ直ぐに〈工廠プラント〉へと向けられている。

　戮機スローターを貫き、機能も弱点も探さぐり当あて、えぐり出す。武器を持たない彼の刃やいば。

　それを確かめると、ディナはツェルギオに向き直る。

「戦う。それしかないだろう？」

　エリヤの眼は、何の前提もなしにいきなり本質を言い当てる魔ま法ほうではない。医者が患かん者じやの胸を叩いて感かん触しよくや反はん響きようから病態を判断するように、戮機スローターの些さ細さいな動きや反応、微妙な形状の違いを見み逃のがさず、膨ぼう大だいな過去の事例を検けん索さくし、比ひ較かくし、照合し、推測する。

　資料のない敵ならば、今、この場で情報を集めればいい。

　ツェルギオらの技は装甲の隙間を狙うもの。現状、可動部が認められない塊めいた〈工廠プラント〉に対しては、ディナの剣が唯ゆい一いつ有効なアプローチになる。

　自分こそが彼の剣だ。

　ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムは、彼が打だ診しんする指の役目を務めてみせる！

　大剣を構えたまま、一気に斜面を駆け上のぼる。

　距離を保っていた戮機スローターたちが動き出す。

「〈工廠プラント〉本体はディナに任せろ！　他の戦士は周りの戮機スローターを排はい除じよして彼女を守れ！」

　彼女の意図を読みとったようにツェルギオが命じ、同時に愛剣で襲いかかる〈ハウンド〉の頸くびを貫く。

「感謝するっ！」

　叫さけび声ごえを残して、ディナは跳躍。

　自らの体重も威い力りよくに加えて、大剣を〈工廠プラント〉に叩きつける。

　金属的な轟ごう音おん。

　衝撃が柄つかから籠手を伝わって肌はだを振しん動どうさせる。そのニュアンスを、少しも漏もらさぬようにディナは意識を集中させる。

「硬かたい。だが、これは装甲じゃない。ただの、構造だ！　それと内部は空くう洞どうが多い！」

　感じ取った情報を、大声でエリヤに伝える。

　重装甲タイプの戮機スローターなら、刃を当てた時に僅わずかに滑る感触がある。エリヤはそれを外装の品質の違いだと言っていた。単に同じ金属で分厚くなっているのではなく、より硬こう質しつな材料を用いているため素す直なおに刃が通らないのだと。

〈工廠プラント〉の外側は通常の戮機スローターよりも遙はるかに分厚いが、品質はさほど高くない。むしろ柔やわらかく、剣の跡あとが真まっ直すぐに窪くぼんでいる。

　戮機スローターは人間や獣けものよりも虫に近く、骨ではなく外がい殻かくが全体の重さを支えている。一見同じ色つやに見えても、刃物や衝撃を防ぐのに向いた金属と、重量に耐たえるのに適した金属は配合が異なるのではないか──そんな推測まで脳のう裏りに浮うかんだのは、エリヤの影えい響きようか。

「わかった！　とにかく、今は攻められるだけ攻めよう！」

　下から叫ぶエリヤは、不確かな推測で安やす請うけ合いはしない。現在手にしている情報だけでは、彼はまだ適切な判断を下せないのだ。

　窪地の戦いは決しようとしていた。

　元々残っている戮機スローターは少なく、平へい凡ぼんな小型や中型だ。ツェルギオやグレンゼルの剣は確実にそれらを撃破していった。

「意い刃じん術じゆつの無む駄だ打ちはするな。そっちは〈工廠プラント〉対策にとっておくんだ！」

　自ら腕輪を調節しながら、そんな指示を飛ばすだけの余裕さえツェルギオにはあった。メルノーも油断なく短たん剣けんを構えているだけ。彼女がエリヤの警護から離れて攻める必要もない。

「ディナ！　ちょっと離れてくれ。意い刃じん術じゆつを当ててみる」

　護衛を全ぜん滅めつさせたツェルギオが言う。ジーグたちが放つ収束型の意い刃じん術じゆつが、ディナの頭上を越える射線で〈工廠プラント〉に到達する。黒っぽい金属が赤熱し、穴が穿たれる。思った通り、分厚いが強固な材質ではない。

















「まだ貫通はしてないが、確実に効いている！」

「同じ場所、狙える？」

　ディナの報告を受け、エリヤがジーグに尋たずねる。

「任せろ！　みんな、俺に合わせて」

　ジーグが指を伸ばしながら、仲間に呼びかける。五人の術士の指先に深しん紅くの光が灯ともる。周りに残った護衛役の掃除を終えたツェルギオもそれに応じた。

　ひと塊になった熱弾が光の尾おを引き、さっきの命中痕あとに重なった。正確に同じ場所に当てるのは困難だから、数を集めたのだ。

　束ねられた熱が、〈工廠プラント〉の外装を貫いた。

　間近で、ディナは見る。

　開いた穴は手首ほどの直径。厚み──深さは人差し指ほどか。内部からは青白く熱のない光が漏れている。

　倒せる。

　大きさは桁けた外はずれでも、〈工廠プラント〉も戮機スローターの一種。金属で作られた構造物だ。しかも移動しなければ攻こう撃げきもしてこない。単なる巨きよ大だいな的だ。

　時間さえかければ、確実に破壊できる。

「ディナ、気をつけて！」

「大丈夫だ！　このまま押せる！」

「そうじゃない！　戮機スローターが追加されてない！」

　勝利を確信した瞬間、エリヤの声が響ひびいた。

　ほとんど直感的に、彼の言いたい事を理解する。

〈工廠プラント〉本体への攻撃を開始してから、既にかなりの時間が経たった。それまでのペースを維持するのなら、既に新しい戮機スローターを生み出し、出しゆつ撃げきさせているはずだ。しかし、出撃口の蓋はずっと閉じたまま。

　それを行わないのは何な故ぜだ？

　たまたま材料が切れた？

　襲しゆう撃げき者しやの前で蓋を開くのを避さけた？

　それとも──通常とは違う行動に出ようとしている？

　気がつくと同時に、身体が動いて距離を開く。

　その瞬間だった。

　ぎちぎちと不快な金属音を奏かなでながら、〈工廠プラント〉が動き出したのだ。

　まず全体の振動。支えていた六本の肢が収納され、代わりに外装の一部が展開して折おり畳たたまれていた肢が伸びる。

　関節の隙間が見える。内部は、やはり戮機スローターらしいカムや歯車の集合体だ。

　弱点が見えた今が好機か？

　一気に攻めこむべきか？

「ディナ！　焦るな！」

「相手がどう動くかわからない！　今は間合いを取って」

　ツェルギオとエリヤがそれぞれ声を張り上げる。

　まだだ。何が起きるかわからない。焦りは禁物だ。

　逸はやる戦意を抑おさえ、早足で後ずさる。

　ぎぎっ。ぎぎしっ。ぐがぎぎぎっ！

〈工廠プラント〉からの異音は更に大きくなる。

　展開作業が完かん了りようし、四角錐底面の各頂点からそれぞれ二本ずつの肢が伸びた。巨体に比べればささやかな長さで、特に刃も爪も備わっていない。

「攻撃用じゃない……。あれは、移動肢だ」

　呆ぼう然ぜんと、エリヤが呟く。

　基本的な関節部のつくりは同一でも、戮機スローターの肢にも機能ごとの差さ違いは存在する。例えば〈マンティス〉では可動範はん囲いの広さと動きの素早さを求められる攻撃用の「腕うで」と自重を支える歩行のための「脚あし」が異なるのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだが、〈リンクス〉あたりでは四本とも「兼けん用よう」になっているため、また仕組みが異なる。

　ディナは単にそれぞれの機種固有の事実として知っているだけの違いを、エリヤはより一いつ般ぱん化かした構造や機能の差として理解しているから、初めて見る〈工廠プラント〉の肢であっても役割を判断できるのだ。

　本体が巨大だから、移動にも固定にもそれぞれに特化した肢が必要という事か。

　めぎめぎめぎっ！

　それまでの作動音とは桁けたが違う、一ひと際きわ重じゆう厚こうな轟音が響いた。

　動き出した〈工廠プラント〉が、岩いわ肌はだから引きはがされた断だん裂れつ音だ。

　八本肢でも支えきれない巨体の腹を擦るように〈工廠プラント〉が歩き出す。速度は遅い。角錐側も岩肌側も、正八角形の大きな穴が剥むき出しになっていた。双そう方ほうをつなぐ太い導線の束や金属の管が引き延ばされ、張はり詰め、ちぎれる。

　導線からは電気の青白い火花が、金属管のあるものからは蒸気が、別の一本からは黒い油が噴出する。

「エリヤ！」

　振ふり返る。

「あっちを追う！　奴は、慌てて逃げてる！」

　即そく座ざに答えて、動き出した金きん属ぞく塊かいを指差す。

　動き出した角錐と残された坑こう道どう。どちらも〈工廠プラント〉の構成要素だが、攻撃を受けて逃げようとしているからには角錐の方が本体で、坑道の方は単なる付属設備という推測はディナにもできる。

　恐らくはあの本体がここに張りつき、生産のための資源を掘り出していたのだろう。

「慌てて」と表現したのは単なる比ひ喩ゆだ。〈工廠プラント〉も戮機スローターなら、人間のような感情はない。ただし、目的を果たすための動きが結果的に生き物の振る舞まいに似てしまう事なら、ディナは何度も目もく撃げきしている。

　移動機能があるのに、本体と鉱山施し設せつを繋つなぐパイプや電線をきちんと切きり離さずに引きちぎり、開口部も剥き出しのままというのは不自然だ。つまり、本来の分ぶん離り処理をする間も惜おしんで、この場からの離り脱だつを優先したという事。

　まさしく大おお慌あわてで逃とう走そうし、無防備な背中を晒さらしているのなら、追いかけて確実に撃破すべきは本体側だ。残された鉱山は、後回しでいい。

　走り出したエリヤに、ディナも続こうとする。

　だが──。

「きゃああっ！」

　甲かん高だかい悲鳴を上げたのはユーノだ。

　逃げた本体からはもう戮機スローターは出てこない。

　だが、代わりに坑道の方から這い出してくる影かげがあった。

　伏ふせた小こ舟ぶねか碗わんを思わせる、継つぎ目めの少ない曲線的な胴体。それを支えるのは太く短い六本の肢。どんな生物にも、そして従来のいかなる戮機スローターにも似ていない、人間よりもひと回り大きな異形。

「〈モンスター〉だと？」

　自分でも声が震えたのを感じる。

　圧あつ倒とう的てきな重装甲を誇り、長射程の銛もり撃うち機と格かく闘とう用の折りたたみ肢を内蔵。デュバーレイ砦から脱だつ出しゆつしたディナとエリヤを絶体絶命の危機に追おい詰めた強力かつ大型の戮機スローター。

　それが──三機。

　これまで〈モンスター〉が頻ひん繁ぱんに出現しなかったのは、有効性が疑われたからではない。単に、出撃させる事そのものが面めん倒どうだったからなのか。本体側に開閉した蓋からではこのサイズは出入りできない事に、もっと早く気づくべきだった。

　いや──エリヤはその可能性まで視野に入れていたからこそ、ディナの楽観論に同意しなかったのか。

「……違う……。あの時の奴とは……違うよ、ディナ！」

「違うって……どこがだ？」

　剣を強く握り、叫ぶエリヤを問いただす。

「正確にはわかんない！　でも左の一機、装甲に入っている継ぎ目のラインとか、全体の丸みとか、微び妙みように違う！　油断しないで！」

　エリヤにしても限界なのだろう。

〈モンスター〉は大戦シビル・ウオー期には存在しなかった、エリヤとディナが初めて目撃した文字通りの新型だ。既き存そん機きの変種ですらない。一例だけの資料では普ふ遍へん化かも一般化も不可能だ。

「じゃあどうするってんだよ！　お前は、見て、考えるのが仕事だろ！」

「落ち着くんだ。冷静に差異を見抜いてくれただけでも充分だ」

　怒ど鳴なるグレンゼルを、ツェルギオが窘たしなめる。

　既に彼の指示で、全軍が後退して〈モンスター〉との間合いを開いていた。

　だが、その間にも〈工廠プラント〉本隊は逃げている。短い肢を蠢かせて斜面をじりじりとよじ上っていく。

　一瞬だけ、ディナは視線を〈モンスター〉の群れから逸そらした。

　エリヤと、目が合う。

　それだけで、充分だった。

「エリヤ、行け！」

「……うんっ！」

　これ以上の言葉は要いらない。

　何をしたいのか、何をするべきなのかも、完全に理解できる。

　三機もの〈モンスター〉を相手にこの兵力で勝てる自信はない。よしんば勝利できても、その間に〈工廠プラント〉を見失うかも知れない。〈工廠プラント〉本体には戦せん闘とう力りよくはなく、しかしより貴重だからこそ逃げ延のびようとしているのなら、今こそが好機だ。

　エリヤなら内部に入れば〈工廠プラント〉の情報を得て、停止させるなり破壊するなりの手段を発見できるかも知れない。

　どちらも前例がほとんど無く、推測が難しいのなら、エリヤの能力は〈モンスター〉の分析よりも〈工廠プラント〉の方に差し向けるべきだ。

　彼かれ自身も、それを望んでいるのだから。

「そうしてくれ！　こっちは僕たちで何とかする！　それとメルノー、君はエリヤ君の護衛を続けてくれ。君の武器は、多分こいつには効かない」

「了りよう解かい！」

　ツェルギオの命令に短く答え、メルノーはエリヤと並んで走り出した。

　もう一度、その背中を見送る。

　今は、離ればなれでもいい。

　離ればなれが相応ふさわしい。

　エリヤと自分。それぞれがやりたい事、やるべき事を知っているから、距離を隔へだてられ、姿が見えず声も聞こえなくても平気だ。

　彼の欠片かけらは、この胸の中にある。

　だから、戦える。

　ゆっくりと迫る〈モンスター〉に向かい、ディナは不敵に微笑んだ。





　まだ緩ゆるい傾斜の岩肌を駆け上り、エリヤとメルノーは逃げる〈工廠プラント〉の真下までたどり着いた。

　本体との対比で肢は短く見えるが、何しろ家一軒けんほどもある巨体だ。開口部は屋根に近い高さで、エリヤはほとんど仰のけ反ぞるようにして見上げなければならかなった。

　歩ほ幅はばは広くても動きは鈍い。上り坂でさえなければ小走りで楽に追いつける速さだ。ただ、巨体のせいで足音が大きい。鼓こ膜まくをがんがん叩くだけでなく、重苦しい振動になって腹の底にも響いてくる。

「どうしよう？　肢の方からよじ上るとか？」

　気を抜くといつものもぞもぞした喋しやべり方かたになってしまうので、騒そう音おんに負けないよう意識して大声で尋ねる。

「任せて。わたしは猟士イエーガーと違って、こういう事もできる」

　メルノーは器用に腕を後ろに回し、目で確かめもせずに背はい嚢のう側面のポケットからロープを取り出した。先せん端たんの鉄鉤かぎを分銅にして回転で勢いを乗せ、軽く放ほうる。一回で、確実に開口部の縁ふちに引っかかった。

　戦うだけではなく敵地に侵入して情報収集を行うメルノーにとっては、基本的な技術のひとつという事か。

「大丈夫？　登れる？」

　何度か引いてフックの固定を確かめてメルノーが訊たずねた。

「う、うん……。何とかやってみる」

　思い切ってロープに飛びついたエリヤだが、走るのはある程度鍛きたえていても腕の力となると心こころ許もとない。どうにか半ばまでは自力でよじ登ったが、そこから先はメルノーにお尻しりを押してもらった。それを恥はずかしいとかみっともないとか感じている暇ひまはない。

　自分は、託たくされた。信しん頼らいされ、任されたのだ。

　危険な〈モンスター〉との戦いを引き受けたディナたちのためにも〈工廠プラント〉を確実に停止させなければならない。

「……っしょ……っ！」

　何とか縁にしがみつき、身体を持ち上げる。つかえていたエリヤが片付くのを待って、メルノーは羽根のような軽い動きで〈工廠プラント〉に上がってきた。

「ここが……」

　エリヤは息を呑む。

　眼前に広がっていたのは、その名の通りの〈工廠プラント〉だった。

　金属の床ゆかは面積が教室の二倍近く、天てん井じようも高めだ。その天井から〈マンティス〉の攻撃肢に似た構造の細い腕が何本もぶら下がり、緩かん急きゆうを極きよく端たんに変化させる奇き妙みようなリズムで動いている。床には幅はば広ひろの帯が流れて部品を運び、あるいは劇場舞ぶ台たいの「迫せり」のように床ゆか下したから持ち上げられてくる。一本の腕に人間で言うところの肘ひじが四つも五つも備わっており、先端の指は六〇度の等とう間かん隔かくに広がった三本指。腕だけの機械のめまぐるしい作業は、鍛か冶じ師や細工師が仕事をする現場の奇妙な戯ぎ画がだった。

　組み立てられているのは──戮機スローターだ。

　小型の金きん属ぞく枠わく本体の重心に蓄ちく電でん池ちが据すえられ、駆く動どう機から伸びた軸じくに二本肢がはめ込まれる。その上に、装甲が被かぶせられる。

　できればじっくり観察していたかった。ありふれた〈ホッパー〉と言えど、製造の現場なんて見られるものではない。完動品や残骸からではわからなかった秘密もつかめるかも知れない。

　だが、状況がエリヤにその暇を与あたえなかった。

　組み立てられている最中のものではなく、既に完成していた〈ホッパー〉がナイフのような刃物を燦めかせながら飛びかかってきたからだ。

「危ないっ！」

　エリヤの正面に重なるような位置に滑すべりこみ、メルノーが剣を閃かせる。

　小型軽量の〈ホッパー〉は防御が薄い。彼女の剣でもあっさり両断される。

　だが〈ホッパー〉は一機ではなかった。

　短いジャンプで攻撃に適した間合いを計りながら六機──いや、七機の〈ホッパー〉がふたりを取り囲む。天井の作業肢は既に次の〈ホッパー〉を組み立て始めていた。

　まずい。

　エリヤは歯がみする。

　戮機スローターとしては最弱クラスの〈ホッパー〉でも、逃げ場ばはなく、多勢に無勢だ。エリヤ自身は戦力にならない。しかも早いペースで倒さなければ相手は減らないのだ。

「こっち！　扉とびらがある！」

　周囲に視線を巡めぐらせ、エリヤは一枚のドアを見つけた。

「わかったわ！」

　扉に走るエリヤをメルノーが庇かばい、また一機の〈ホッパー〉の肢を斬り落とした。

　急いそいでノブに取りつき、捻ひねる。

　抵てい抗こうなく開く。少なくとも目の前に戮機スローターの姿はない。

「大丈夫！　来て！」

　エリヤに続いてメルノーも飛びこむ。即座に扉を閉じる。

　穴に差しこんで回す鍵かぎからの連想で、ドアノブ中央にある摘つまみを捻る。

　カチリ──何かの機構が作動する感触。施せ錠じようした事を直感する。

　飛びかかった〈ホッパー〉が刃を突き立てる音がカン、カンと二度響ひびいた。

「ふぅ……。ひとまずは安心みたいね」

　対戮機スローター戦は不慣れなのだろう。メルノーが安あん堵どの息を吐つく。

「……みたいだね……」

　今の音から判断すると、扉や壁へきの建材は少なくとも〈ホッパー〉程度が貫通できる代しろ物ものではないらしい。

　飛びこんだ先は廊ろう下か──と思われる通路だった。

　ぎりぎりふたり並べる程度の幅と、手を伸ばしてもぎりぎり天井に届かない程度の高さ。

　壁も床も、同一の材質で作られている。戮機スローターを形成する金属とはまた異なる、白く艶つややかな板だ。エリヤの知識から強しいて似た物を探せば上等の釉ゆう薬やくを用いて焼いた陶とう器きのタイルだろうか。ただ、爪で軽く擦ってみると陶器にありがちな硬さ故ゆえの脆もろさは感じない。柔らかい弾だん力りよくがある訳ではないが、もっと粘ねばりあるというか、強きよう靱じんなもののようだ。

　天井では、ガラスの内側から青白い光が投げかけられている。

　遙かな古代の産物でありながら、古びた印象はない。戮機スローターを生産し、修復するのだから自分自身も常に整備し、機能に問題がないように整えているのだろう。もちろんエリヤは新品の〈工廠プラント〉など知らないのだが。

「……何だか、気味が悪いわね」

「大丈夫。むしろ、安心していい。ここは、人間のための廊下……だと思う」

　不安がるメルノーに、エリヤは答える。

　古代機き道どう文明も、自分たちと同じ人間だった。

　機種や大きさが異なっていても、全ての戮機スローターにおいて歯車やカムなど同じ役割を果たす部品は合理性に導かれて似た形状を取る。ならば、〈工廠プラント〉内部の構造もエリヤに理解可能な理ことわりの制約下にあるはずだ。

　灯あかりや寸法で人が歩くのに適した通路があるという事は、この〈工廠プラント〉は古代人が中で操作する事まで念頭に置いている。後に完全に自動で運用されるようになったとしても、設計段階ではそうであった可能性が高い。

　やや狭いのは、あくまでも〈工廠プラント〉が戮機スローター製造のためのものであり、限られた容量の中で人間が作業する空間はできる限り削けずっているからだと推測できる。

「なるほど。船室が普通の住まいよりも狭いようなものね」

　実際に船旅の経験はないが知識では理解できたので、メルノーの比喩にエリヤも頷うなずく。

「……人間が作って、人間が使う物なら……人間が止める事もできるはずなんだ……」

　小さく呟き、壁をさすりながら、エリヤは慎しん重ちように、しかし足早に歩を進めていく。

　もし、この内部調査で〈工廠プラント〉を制御する方法まで理解できたとしても、グレオゴールが主張するように自分たちに都合のいい戮機スローターを作りたいとは思わない。確実に止めて、ゆっくり研究すればいい。

　物事の根本を理解するには、複数のサンプルが必要だ。多数の実例から共通点相違点を洗い出してこそ、一いつ般ぱん的てきな法則を見いだす事ができる。たまたま見つけた最初の一個に飛びつき、即座に取とり扱あつかおうとするのは軽けい率そつな行動だ。

　廊下は十数歩で行き止まりに突き当たった。壁と同じ白い材質。単なる壁ではないのは、ちょうど人間ひとりくらいが通れる黒い枠わくで区切られている事でわかる。

「扉なの？　でも、ノブも何もないし……」

「し……っ！」

　不思議そうに呟くメルノーを制して、じっくりと観察する。扉──と思おぼしき板──には何の手がかりもないが、左側の壁、ちょうど臍へそのあたりの高さに黒曜石に似た素材の四角形が填はまっている。

　その時、〈工廠プラント〉が大きく揺ゆれた。

「あわわっ！」

「大丈夫？」

　運動神経の良いメルノーは巧みにバランスを取り、よろけたエリヤの肩かたを支える。

　廊下の傾斜が更にきつくなった。〈工廠プラント〉が急きゆう斜しや面めんに差しかかったのだ。

「急いで。このままでは……」

「……わかってる！」

　移動能力はあっても、本来は歩いている最中に人間が内部にいる事を想定していないのだろう。現状は、あらゆる意味でイレギュラーなのだ。ただ、〈工廠プラント〉自体に攻撃力がない点まで考こう慮りよすると、敵対勢力が中に侵入する事態はほとんど警戒していないはず。

　思い切って、四角形に手を押し当ててみる。

　微かすかな作動音を発し、扉が真横にスライドする。

「……それがノブの代わりだったの？」

「多分ね……。この先は、だいたい安全だと思う。油断は禁物だけど」

　推測が正しければ、中にいるのは本来味方のはずだからいきなり攻撃したり、罠わなに填はめたりの仕掛けはないはずだ。自前の防御機構が備わっていないからこそ、非常事態に〈ホッパー〉を何機か残しておいたという事だろう。

　そして、あれから扉に体当たりする音が聞こえないのは〈ホッパー〉が無駄な攻撃を仕掛かけないという事。

　ただし〈工廠プラント〉自体が状況を把は握あくしている以上、扉を破るために破壊力のある機種をこれから製造する可能性はある。自分自身の内部で大規模な破壊活動はしないと考えたいが、根拠のない楽観は避けなければ。

　状況や時間に余裕があるうちに、思いついた事はどんどん試ためした方がいい。

　手を戻した途と端たんにドアが閉まりかけたので、もう一度触ふれ、室内側にも同じような仕組みがあるのを確かめてから改めて手を離す。

「ここは……？」

「多分、中ちゆう枢すう……だと思う」

　狭い部屋だ。エリヤの住まいよりもまだ小さく、メルノーとふたり入ると肩が触ふれあってしまうほど。

　調度の類たぐいは一いつ切さい存在せず、手をつける高さの卓たくめいたものが壁に据え付けてある。その上にはドアを開閉する仕掛けと同じような手を当てる黒い板が不規則にななつ並び、針の頭ほどの小さな光が無数に明めい滅めつしている。光の色合いが全く違う点を考慮すると、どうやらエリヤが知っている電球はもちろん廊下の灯りとも異なる原理のようだ。

　自分たちにも読める文ぶん献けんの類が残っているとは当てにはしてなかったが、さすがにここまで異様な光景だとエリヤも途と方ほうに暮れてしまう。

　それでも、手に入れた情報を材料に推測を巡らせる。

　工場部分との間は、エリヤでも理解できる機械式の鍵だった。いわば、初歩の初歩。壊こわれにくく修理しやすい、トラブルに強い構造だ。対してこの部屋の扉は機道文明ならではの特とく殊しゆな機構が使われている。恐らくは電気仕掛けだろうし、戮機スローターの目や頭脳と同様の原理が用いられている。

　それだけこの部屋は厳重に管理されているし、逆に廊下と工場の間は万一動力が止まったりしても大だい丈じよう夫ぶなように設計されているのではないだろうか。

　エリヤがそこまで考えた時に、また〈工廠プラント〉が傾かたむく。

「きゃっ！」

　今度はメルノーも均きん衡こうを保てず、壁に肩を押し当てるような形になる。エリヤがその上に重なる。背中に、柔らかいものが触れる。

「ご、ごめんっ！」

「構わないわ。そっちこそ平気？」

「うん……。悪いけど、そのまま少し支えていて！」

「え？」

　驚おどろくメルノーには答えず、エリヤは鞄かばんから画帳を取り出した。

　困ったら原点に戻れ。下手な稽けい古こを重ねて太た刀ち筋すじが乱れたディナが、本来のフォームに立ち戻る必要があったように。

　エリヤ・シュミッテンラウドが未知の戮機スローターに遭遇したなら、やるべき事はひとつだ。

　よく観察する。そして記録する。それから考える。

　白い紙の上に、素す早ばやくペンを走らせる。

　普ふ段だんなら撃げき破はされた戮機スローターを分解しながら、あるいは後で思い出して行う事だが、今は自分が〈工廠プラント〉の内側にいる。これは、半はん端ぱに解体する以上の好条件だ。

　まず、山やま肌はだに半ば埋うもれていた状態と、歩き出してからの形。

　次のページには歩いてきた廊下の長さや方角を図解し、頭の中で計り直した〈工廠プラント〉の正面図及び上じよう面めん図に重ねて書き入れる。もちろん、廊下の形状そのものや材質への見解を記述するのも忘れない。

　それから〈ホッパー〉を製造していた様子を描えがく。静止した一枚ではなく、作業肢の動きも思い出せる限りを、絵と解説文の両方を駆く使しして記す。

　あそこで作られていたのがもっと強い機種ではなく最も小型な〈ホッパー〉なのは内部で過か剰じような攻撃力を揮ふるいたくないだけでなく、材料や部品を節約するためだろうという推測も書き加えた。

〈工廠プラント〉の体積から考えると、残してきた鉱山側に採さい掘くつした材料を加工する設備があり、こちらの本体では最終的な組み立てを行うだけに違いない。鉱山を切り離して逃げたせいで、材料の蓄たくわえが不ふ充じゆう分ぶんだから小型機なのではないか。

〈モンスター〉が鉱山側から出現したのは、本体側では扱いづらい大型だからの例外的な処理か。向こうの設備は、後で詳しよう細さいに調査してもらうしかないだろう。

　四ページ目は、今目の前にあるこの部屋だ。

　細大漏らさずに、点てん滅めつする光源ひとつひとつの配置まで、可能な限り正確に。黒インク一色で描いているため、光の色の違いは余白に注ちゆう釈しやくとして書き入れる。

「……普通の戮機スローターとは違う……。やっぱり、簡単にはわからないか……」

　エリヤは、戮機スローターの頭脳というのが定説になっている小さな部品を思い出していた。

　根本の原理は恐おそらく共通しているのだろうが、完全に自動で戦う戮機スローターと、中に人間が入る事もある〈工廠プラント〉では制御の仕方が大きく異なるのだろう。例えば、移動のための肢ならば小さな歯車をそのまま拡大したり、軸を太くして耐たい久きゆう性せいを上げれば巨大なものになる。

　しかし、ここにあるのはそうではない。

　複雑に絡み合う事で、異なる仕組みに到とう達たつした何かだ。

















　解していけば似たような繊せん維いであっても、優ゆう雅がなドレスと魚を捕とる網あみは形状も役割もかけ離れている。戮機スローターの頭脳中枢やこの操そう作さ卓たくは、きっとそういう共通性と差異性を持っているのだろう。

　一度画帳を閉じると壁に手を突いて身体を伸ばし、卓たく上じようの黒い板のひとつに指で触れる。

「ちょ、ちょっと！　大丈夫なの？」

　メルノーの不安には構わず、掌てのひらを当てる。

　明滅のパターンが変わった。同時に、部屋全体が右に傾く。進行方向が変わったせいで、山の傾斜との関係が変化したのだ。

　間ま違ちがいない──エリヤは確信する。

　扉と同じように、この黒い板が操作のための取っ手や摘みのような働きをするのだろう。

　何か所かの板に触れる。その度に変化する光を記録する。同時に二か所にも触れてみたが、その場合はより右側、もしくは上側にあるひとつに触れたときと同じ反応だった。

「……片手で操作する設計なのかな……。部屋の広さからすると、ふたり以上で操作するとは考えにくいし……。いや、多分道具とか他の条件とか、何かが欠けているんだ……」

　ひと通り画帳に描き記して、エリヤは結論する。

「どう？　詳くわしい事はわかった？」

　期待を込めて訊ねるメルノーに、エリヤは首を振った。

「そんな……。あなたは、戮機スローターの専門家なんでしょ？　ここまで来て、こんな絵まで描いたなら、操作法くらいは」

「わかったのは左右に曲がる方法だけだよ。停止も、減速もわからない」

　彼女にしてみればエリヤは議国の計画の中心となる重要人物、戮機スローターの神しん髄ずいを見通す天才なのかも知れないが、実際にはごく普通の人間だ。ちょっと人とは違う事に興味を持ち、その事について努力してきただけ。

　剣けん術じゆつに情熱と時間を注いできたディナでも〈モンスター〉相手には覚かく悟ごを固めなければならないのと同じで、ひとりの人間の能力には限界がある。

　左右の方向転てん換かんだけでも価値はある。だが、〈工廠プラント〉を自由に制御したり思い通りに動かせる戮機スローターを作るとなると、泥どろを捏こねる遊びを覚えた子供が壮そう麗れいな都市を建築するようになるほどの、あるいはそれよりもっと途方もない成長と蓄ちく積せきが必要だろうとエリヤには思われた。

　耳を澄すませても、廊下の方から新たな物音は聞こえてこなかった。誰だれも、駆けつけて来ない。つまり、ディナたちはまだ〈モンスター〉に手こずっているという事だ。

　だから〈工廠プラント〉は自分が何とかしなければ。

　剣を振るう力も無ければ、意い刃じん術じゆつも使えない。いや、ディナの剣でも手こずる巨大な構造物だ。ちょっとやそっとの攻撃など大した効果を挙げないだろう。

　エリヤの武器は、観察眼と思考力だ。

　内部にいる。向きを変える事だけはできる。

　有利な条件はこれだけ。このまま時間が経たてば〈工廠プラント〉は険しい峠とうげを乗り越えて逃げてしまうだろう。

「……やっぱり、今はこれを壊すしかないか……」

「そうしてもらわないと、ガリシニアとしては困るわ。破壊せずに、エストワルトが研究するような事になるとね」

　メルノーの目が、冷たく光る。今は利害が一いつ致ちしていても、やはり彼女は異国の人間であり、その国の繁はん栄えいと安全に責任を持つ貴族であり軍人なのだ。

　自分は違う。

　学がく猟りよう生せい。知士。

　そして何よりも、大切な規き範はんがある。

　ディナの、友だ。

　戮機スローターを利用するという提案をきっぱりと拒こばみ、〈工廠プラント〉を破壊する事を決めたのは自分たちなのだ。

　いくつかの可能性が脳裏に浮かび、不可能だと却きやつ下かされる。数瞬しゆんの間に着想と着想の間で激しい淘とう汰たが行われ、たったひとつだけが生き残る。

「……わかってる。確実に、破壊するよ」

　そう言いながら、エリヤは〈工廠プラント〉を記録した画帳をメルノーに差し出した。

「何よ？」

「これを持って、脱出して。多分、ディナは──ディナたちは〈モンスター〉に負けない。きっと生きてる。だから、これを彼女に届けて欲ほしいんだ。もちろん、複写してガリシニアに持ち帰っても構わない。他の〈工廠プラント〉が見つかった時に攻略する手助けになるはずだから……」

「どういう意味？　あなたが持っていけばいいでしょ？」

「それは、無理なんだ」

　頬に、微妙に力を込める。

　上う手まく笑え顔がおを作れただろうか。

「え……？」

「〈工廠プラント〉をこのまま左に向ければ、もう数十歩で深い谷に転げ落ちるはず」

「……確かに、地図からすればそうなるけど……」

　周囲の地形を思い出し、エリヤの真意を理解したのだろう。メルノーの顔が微かに青ざめた。

「ディナが見み抜ぬいた通り、こいつはそこまで頑がん丈じようじゃない。多分、崖がけから落ちたら完全に破壊されるよ。今、わかっている限りの方法でこれを破壊するとしたら、僕にはそれしか思いつかない」

「それなら、左に向ければいいだけでしょ？」

　エリヤは、また首を振る。

「駄だ目めなんだ。向きが変わるのは、手を触れている間だけ。離すと元の方角に修正される。多分、こいつ自身が逃げようとしているルートが決まっているから、強制的に変へん更こうするとしたら命令を与え続けるようになってるとか……。あるいは最初からそういう風にできているのかも……。いずれにしろ、誰かがここに残って操作しないと」

〈工廠プラント〉の歩幅がもっと狭く、ここが広い平地であれば、同じ場所をぐるぐる旋せん回かいさせ、その間に他の手段を講じる事もできただろうが。

「それならわたしが！　教えて！　どれに触ればいいの？」

「僕ひとりじゃ、工場区画を抜けられない」

　冷静に判断すれば、簡単な結論だ。

　エリヤひとりでは〈ホッパー〉の群れを切り抜けるなど不可能。メルノーがここに残るという提案は、ふたり揃そろっての死に直結する。それは、エリヤが得た情報が無駄に終わるという事でもある。

　自分が遺のこすものを確実にディナに届けてもらいたい。それは、エリヤの我わが儘ままだ。

　口には出さないが、もうひとつの理由もある。

　エストワルトとガリシニアの外交問題をスムーズに解決するには、メルノーが生き残る方が望ましい。連れん絡らく文書を残しているとしても、議国の学舎が中心となって強行した戦闘で、唯一参加したガリシニアの人間──それも貴族が死亡したとなればやはり痼しこりが残ってしまう。

「……お願いだ。これを、持っていって」

「……了解したわ」

　左手一本で画帳を受け取り、メルノーは指先を揃えた右手をこめかみの辺りに当てた。

　それが軍人が行う敬礼というものだという事に気づいたエリヤは、慌あわててその仕草を真ま似ねる。

「他に何か、言い残す事は？」

「……ない……。行って！」

　エリヤの言葉に促うながされるように、メルノーは扉を開けて走り出した。速すみやかにドアが閉まり、走る足音も〈工廠プラント〉本体の作動音に紛まぎれて聞こえなくなった。

〈工廠プラント〉がゆっくりとカーブしていくのを感じる。

　このまま進めば、〈工廠プラント〉は深い谷底に転げ落ちる。

　中にいるエリヤも、確実に死ぬ。

　初めてではない。デュバーレイ砦から街を目指し〈モンスター〉と戦った夜にも、死を我が事として認にん識しきした。

　ただ、あの時は重傷を負っていた。

　掠かすれていく意識、流れ出る血。五感の全てが灰色にぼやけていく中で、ただ潰ついえようとする己おのれの生命だけが闇やみに残る熾おき火びのようにはっきりと実感できた。

　思えば、あんなものは覚悟ではない。ただの諦てい念ねんだ。

　どろりとした重さにのしかかられて膝ひざを屈くつしただけ。

　今は違う。

　怪け我がらしい怪我などひとつもない。

　この身体にはまだ生命がぎっしり詰まっている。

　その上で、敢あえて死に向かう。

　死に飲みこまれ、死を受け入れるのではない。死を見み据すえ、死に向かって自らの両足で前進する意志。

　この静せい謐ひつさこそが、覚悟だ。

「う……うわぁあああああっ！」

　絶ぜつ叫きようし、操作卓に右手を叩たたきつける。

　自らの覚悟を否定するかのように。

　死ぬのが平気なはずはない。

　生きたい。本当は、生きたい。ディナと一いつ緒しよに、生きたい。

　けれど、他の方法が思いつかない。時間もない。大臣の提案を拒み、自分の判断で〈工廠プラント〉を破壊する方がいいと決めたのなら、その決断に責任を取らなければならない。

　為なすべき事を、命ある限り実行する。

　それから逃げるのなら、ディナに友と呼ばれる資格がない。

　ディナを好きでいる資格がない。

　言いたい事、言い残した事は山のようにある。画帳の残りページを埋め尽つくしてもまだ足りないくらいに。

　それでも、メルノーには何も託さなかった。

　死んでいく身なら、下手な未練を伝えてディナの負担になるのが嫌いやだった。

　それ以上に、死という強力な後あと押おしに急かされて告白するのが嫌だ。

　ノーかイエスか。どっちにしろ返答がもらえないのに、この気持ちを遺ゆい言ごんとして彼かの女じよに押おしつける事をエリヤは自分に許さない。

　こんな形で胸に閉じこめたりせず、叶かなうのなら自らの声で、彼女の目の前で、当たり前の日常の中で告げたかった。

「ディナ……。ディナ……っ！」

　強く奥おく歯ばを噛かみしめても、溢あふれてくるものを留とどめるのは不可能だった。

　口くち唇びるから彼女の名前。

　両目からは涙なみだ。





　先頭の〈モンスター〉の背中が開いた。

「気をつけろ！　銛もりが飛ぶぞ！」

　ディナの警告で、全員が射線正面から逃のがれて左右に散る。

　大型で重装甲の〈モンスター〉の動作は決して素早くない。だが、三機の同型がそれぞれ別の方向を向いているので、全すべての射界から全員が逃れきるのは困難だ。

　一機の背からせり上がった発射機から、ワイヤーで結ばれた銛が撃ち出される。狙ねらわれたのは、戦士のハウザーだ。

「うぁっ！」

　胴どうを貫かん通つうするような直ちよく撃げきではない。だが、かわしきれなかったハウザーの肩に命中する。鎧よろいで守られているため深く突き刺ささりはしなかったが、鮮せん血けつが噴ふき出だす。あらぬ方向に曲がった腕を見れば、骨が砕くだけたのは明らかだ。

　ワイヤーが巻き取られ、銛が戻る。以前に戦ったのと同じ単発式だ。

　苦痛の呻うめきを発して藻も掻がき転がる仲間を助けたいが、隙すきを見せれば即座に〈モンスター〉の攻撃を受けてしまう。

「くそぉっ！」

「迂う闊かつに近づくな！　銛だけじゃない！」

　ディナの叫びは間に合わなかった。

　一機に接近したマシウスの剣は分厚い装甲に阻まれ、空むなしく火花を散らしただけだ。

　移動肢の付け根に近い外装の縁が素早く展開し、攻撃肢が出現する。

　爪つめで捕つかまえるまでもない。装甲だった面でそのまま殴なぐり飛とばされた戦士は、軽々と飛んで岩肌に叩きつけられる。

　ディナはひとりで必死に、エリヤが指定した一機を担当していた。

　攻撃肢が収納されている正面には回らぬよう素早い足運びで接近し、側面に一いち撃げきを加えたらすぐに後退。さらにすかさず横移動して、常に相手の攻こう撃げき範はん囲いから逃れる。

　しかし、これは相手の注意を引きつけているだけだ。逃げを重視して踏ふみこみの浅い一いち撃げき離り脱だつでは、ディナの大剣であっても〈モンスター〉への有効打にはならない。

　他の皆みなも同様だった。

　並の剣が通用しない以上、間合いを計っての牽けん制せいが精せい一いつ杯ぱい。術士が収束攻撃を使っても、やはり装甲の厚さを貫通できず内部までダメージが到達していない。

　逃げているだけではいずれ全滅だ。どうにかしなければ。

　だが、あの時の戦法は──。

「ツェルギオさん！」

　突とつ然ぜん、グレンゼルが声を上げた。

「エリヤとディナがやったって戦い方、あれやりましょう。俺おれが、銛を撃たせる囮おとり役をやります！」

「やめろ！　危険すぎる！」

　ディナの警告に、グレンゼルは不敵に笑った。

「安心しろ。あいつと違ってこっちは剣けん振ふって戦うのが専門だ。むざむざどてっ腹に刺されたりしねえよ！　頭でっかちでぶつぶつ絵ぇばっかり描いてる奴やつがやってのけた事から、戦士が逃げてどうすんだ！」

　宣言すると同時に地を蹴けり、他の仲間から距きよ離りを置きながら一体の〈モンスター〉の正面に走り出す。

「──わかった！　彼は僕ぼくがフォローする。ディナはそのまま一機引きつけてくれ。術士隊は距離を空けて射しや撃げき戦で攻せめろ！」

「わかった！」

「任せてくださいよ！」

　ディナとジーグがそれぞれ答える。

「さあ！　来やがれってんだ！」

　機械相手に言葉は通じないだろうが、ジーグは愛用の細剣をしっかりと両手で構え、〈モンスター〉の真正面に立つ。

　キキ、と短く作動音を鳴らしながら〈モンスター〉の背中が開く。

　露ろ出しゆつと同時に、銛が撃うち出される。

「うぉおおおっ！」

　叫びと、金属と金属が激しく打ち合う音が重なる。

　破は壊かい力りよくを軽視しても捌さばき方には長たけたグレンゼルは、猛もう烈れつな速さで撃ち出される銛の先端に、正確に剣を当てたのだ。

　さすがに完全に弾はじき返せた訳ではない。

　向きを僅かに逸らし、同時に全身も捻って直撃を避けただけだ。

　左ひだり肩かたを深く掠めた銛は、そのまま後方へと飛んで地面に落ちた。

「このぉっ！」

　そのままグレンゼルは倒れこみながら、右みぎ腕うで一本でワイヤーを掴つかみ、肩に掛けるようにして押さえつける。左手は使わない。今の一撃で使い物にならなくなっているのだ。深く抉えぐられ、どくどくと溢れる血が鎧を汚よごしている。

「ツェルギオさん、今です！」

「わかった！」

　ワイヤーが巻まき戻される。グレンゼルの全身がずるずると引きずられる。だが、速度は遅おそい。横たわる仲間の横をすり抜ぬけ、ツェルギオが一機の〈モンスター〉に肉にく薄はくする。

　ぎりぎりの間合いで、正面の攻撃肢が展開する。

「それは、知っている」

　小声で呟つぶやき、ツェルギオは軽く跳ちよう躍やくした。相手が伸ばした攻撃肢を踏み台だいに〈モンスター〉の背中に飛び乗る。

　ワイヤーが出ているため、銛撃ち機を収納できない。その隙間から、内部に剣けんを差し入れる。

〈モンスター〉が、微かに痙けい攣れんめいた不自然な動きを見せる。

「まだだ！」

　そのまま己の剣に添そえるように左手を伸ばす。

　指先に青白い光が灯り、一いつ瞬しゆんだけ広がってすぐに集中し、弾はじける。

　至近距離から装そう甲こうの内側へ直接撃ちこまれる意い刃じん術じゆつだ。

　いや、内側どころではない。

　金属は電撃を伝導する。ツェルギオの放ったエネルギーは剣を伝い、突き刺した剣から戮機スローターの内部構造そのものを迸ほとばし　っているのだ。外部からの電撃でも、戮機スローターを一時的に麻ま痺ひさせる。ならば、出力を可能な限り高めたものを直接体内に叩きこんだらどうなるか。

　人間で言えば外から鉄てつ槌ついで殴られるのではなく、内臓に熔とけた鉛なまりを流しこまれたのに等しい。

　背中に開いた蓋ふた、展開した攻撃肢、それに移動肢。関節という関節、隙間という隙間から火花が飛び散り、不規則に動き回り、停止する。

　火花が収まった全身からは、異い臭しゆうを放つ煙けむりが細く立ち上っていた。

　軽かろやかで華か麗れいな動きに見えるが、決して余裕ある戦いではない。ありったけの気力を意い刃じん術じゆつに変へん換かんしたツェルギオの顔はぐっしょりと汗あせに濡ぬれ、微笑ほほえむ口元からは荒あらい息が零こぼれていた。





「こっちはあんな真似は無理だ！　手数と頭数で何とかするぞ！」

　術士たちを指揮するのはジーグだ。

　並の剣では〈モンスター〉の装甲には勝ち目がない。だから、牽制と壁役に徹てつする。銛を防ぐのは難しいから、ぎりぎりの間合いに近づいて攻撃肢を展開するように仕向ける。

　前進した戦士たちは互たがいに仲間を庇うように位置を取り、間合いを計る。

　かつてのエリヤ報告書、それに今のツェルギオの戦い方である程度のパターンは読めている。〈モンスター〉にしても隙が大きい飛び道具はなるべく使用したくない。しかし、重さ故に移動速度は遅い。重装甲に焦じれた敵が接近したところを、攻撃肢の不意打ちで仕留めるのだ。

















　ガギッ！

　鈍にぶい金属音を響かせ、攻撃肢が伸びる。

　近づいていた戦士が大急ぎで飛び退のく。鋭するどい爪が、指幅はばほどの空間だけを残して鎧の至近を掠めた。

「今だ！」

　ジーグの声で、術士隊の半分が電撃を放つ。

　青白い光の網が〈モンスター〉を覆い包つつむ。

　動きが止まる。

　即座にジーグ本人やユーノを含ふくむ残り半分が、攻撃肢の基部目がけて熱の矢を撃ちこむ。

　電撃で機能停止していたのは一瞬だ。耐久性の高い〈モンスター〉は即座に回復して再起動する。

　だが、ダメージは無ではない。動きの滑なめらかさが明らかに低下している。

　収束させた意い刃じん術じゆつでも分厚い装甲を貫通するのは難しい。それならツェルギオが見本を示してくれた通り、内部を直接攻撃すればいい。銛撃ち機を固定させ、攻撃肢を躱しながら本体に取りつくなんて真似ができるのはツェルギオだけだが、能力の差は人数でカバー可能だ。

　戦士の動きで攻撃肢を展開させれば、装甲に隙すき間まはできる。収束攻撃を使えない術士はタイミングを合わせて電撃をぶつけ、少しの間でもいいから動きを止める。収束できる者はできた隙間を狙そ撃げきする。

　一度では無理でも、これを何度も繰くり返せば──。

　囮役の戦士も、ずっと同じ顔かお触ぶれではない。疲ひ労ろうや油断で単調になれば、むしろ戮機スローターに動きを読まれる。常に前衛と後衛、正面と側面のメンバーがめまぐるしく入いれ替かわりながら、適切な距離を保つ。それでも完かん璧ぺきに無事ではない。何人かは攻撃肢によって傷を負い、仲間に支えられて後退する。その度に、生き残った前衛の負担は増していく。

　だが、二度、三度と術士隊が集中攻撃を繰り返すうちに肢が一本、支える力を失って〈モンスター〉本体ががくんと傾く。

　だが、ジーグたちの疲労も濃こい。

　意い刃じん術じゆつの連発で、精神力が底を突つこうとしているのだ。こちらも既にふたりが消耗しきって脱だつ落らくしている。

「……次で最後だ！　ありったけ叩きこむ。電撃で止める必要はない。全員で衝しよう撃げきだ！」

　ジーグが枯かれかけた声で叫ぶ。

「でも、それで失敗したら……」

「失敗したら、どうせ全員お終しまいだろ！　ここで出し切っちまえ！」

　不安そうなユーノに、どこか自じ棄きじみた笑い声が答える。

　火か炎えん攻こう撃げきはダメージの確実性は高いが、熱した細い針を突き刺すようなものだ。波は及きゆう効果は低い。衝撃ならば全体を揺るがす可能性がある。

　ずず……と腹を擦すり、残った三本の肢で這はいずるように〈モンスター〉が、囮の戦士を捕まえるべく蠢うごめく。

　畳んでいた攻撃肢がまた開く。

　既に逐ちく一いち号令をかけるまでもない。その一点目がけて、完璧に呼吸を揃えて同時に、まだ動ける術士が一いつ斉せいに衝撃を放つ。

　命中箇所は、タイミングほど完璧には一致しなかった。

　衝しよう撃げき波はの重なりが〈モンスター〉の巨きよ体たいを震わせる。

　内部からの火花を伴ともないながら、背中の蓋が開く。

「ひっ！」

「逃げるな！　今が勝機だ！」

　ダメージの蓄積のせいで〈モンスター〉の動作は正確さを欠く。本来なら一機に蓋が展開して中から飛び出すはずの銛撃ち機が、ぎりぎりと摩ま擦さつ音おんを鳴らし、つかえたように断続的なリズムで強ごう引いんに押し出されているのだ。

　動ける戦士が一斉に〈モンスター〉に飛びかかり、露出した隙間にそれぞれの剣を差し入れる。

　動き出した攻撃肢にひとりが弾き飛ばされる。

　だが、それを最後のその肢は付け根内部の構造を断たち切られて、だらりと垂れ下がった。

　背の銛撃ち機も、基部を破は壊かいされて停止する。

　満まん身しん創そう痍いで歩き出そうとするが、移動肢の関節に刺さった剣に引っかかって、踏み出しが途中で止まる。

　それが最後の足あ掻がきだった。

〈モンスター〉が完全に静止する。

「はは……。やったぜ……」

　既すでにジーグは尻しり餅もちを突き、両足を投げ出すように地面に座すわっていた。他ほかの学がく猟りよう生せいも同じだ。術士は精神力を、戦士は体力を使い切っての辛しん勝しようだ。誰もが、ただいちばん近くにいる仲間に笑いかける程度の活力しか残っていない。

　それでもその笑顔こそが、力を合わせつかみ取った勝利の、この上もない実感だった。





　一対一。

〈モンスター〉相手にこれが可能なのは、ディナだけだ。

　これが強敵である事は、自分がいちばんよく知っている。後は、この場にはいないエリヤだけが。

　戦友たちの軽い剣では苦戦は必至。

　自分がこの一機を引き受ければ、他の仲間は数で勝負ができる。

　距離を開かずに横へ横へと回りこみながら、突然飛び出す正面の攻撃肢を大剣で払はらい除のける。

「くっ！」

　微かな痛みがディナの頬ほおを走る。

　打ち合った剣の破は片へんが弾け飛んで肌を掠めたのだ。

　時間稼かせぎだけでは駄目だ。

　どうにかして攻め、打ち破らなければ。

　銛があるから下手に間合いを開くのは禁物だ。なら、背後はどうか？

　大小のステップを組み合わせ、正面に対たい峙じすると見せかけて、虚きよを衝いて後方へ。

　一見すると、正面とほとんど同じに見える装甲だが、叩いて見るまではわからない。見た目だけで、案外薄うすい可能性だってある。

　ほとんど同じ──？

　脳裏にその言葉が浮かぶと同時に、鼻の奥おくに焦こげ臭くささに似た何かを感じる。

　外観が近いという事は、機能も似ているという事。

　類るい似じしているという事は、完全に同一ではないという事。

　ディナが後方へジャンプするのと〈モンスター〉の後部から一対の攻撃肢が伸びるのはほとんど同時だった。

　ほとんど同時──ディナが、一瞬だけ早い。

　前部のものと同じ構造の攻撃肢の爪は、空しく宙を切った。

　かつて倒たおした〈モンスター〉には備わっていない後方の攻撃肢に気づけたのは、継ぎ目のパターンが違うというエリヤの警告あればこそだ。

　いや、それだけではない。

　エリヤの考え方は、確実にディナの中に根付いている。同じ速さ、同じ精度で推測するのは無理でも、近づく事はできる。漫まん然ぜんと立ち向かうのではない。観察し、推測し、しかし予断に囚とらわれずに瞬しゆん時じに判断する。

　目の前の敵はただの〈モンスター〉じゃない。

〈モンスター・タイプⅡ〉だ。

　剣を握にぎり、再び側面に回りこむ。

　前後に隙はない。距離を開くのも危険。ならば、横から攻めるしかない。

　思い切り振りかぶり、ありったけの力を込めて剣を叩きつける。

　金属音と衝撃。

　激しい振動が手に伝わり、剣を取り落としそうになる。

〈モンスターⅡ〉の外装には、ごく薄い痕あとが付いただけだ。やはりこの装甲そのものを剣で破壊するのは難しい。

　どこか──どこか他の突とつ破ぱ口こうはないか。

　ほんの半呼吸の時間。焦あせりがディナの集中力を奪うばう。

　巨体の向きを変えた〈モンスターⅡ〉が、前部攻撃肢を展開させる。

「くっ！」

　舌打ちしながら剣を下向きに立ててブロックする。

　連戦を経た武器は、その衝撃に耐たえられなかった。

　不快な響きと同時にディナの剣が折れる。

　刃は渡わたりが七割ほどになり、切っ先も失われた。

　戦える間合いが短くなった上に、突きが使えない。

　勝ち目、さらに減ったか。

　いや、まだだ！

　剣が万ばん全ぜんでないから何だ。

　ひとふりの剣すらなく戦う者を、ディナは知っている。

　彼から引ひき継いだ武器を、今も持っている。

　横っ飛びしたディナの胴に〈モンスターⅡ〉の後部攻撃肢が迫せまる。

　先の欠けた剣を素早く地面に突き刺し、開いた両りよう腕うででディナはそれを受ける。

　力任せではない。

　敵の勢いを受け止め、受け流し、望む方角に逸らしながら捕ほ獲かくする。

　敵の外側に回りこみながら伸びきった関節の裏側に膝を当て、全身の体重をその一点に集中する。この位置なら、逆の攻撃肢はこちらに届かない。

　鈍い感かん触しよくで、攻撃肢が破断した。

　メルノーの技わざの応用だ。

　個別の機種の特とく徴ちようを丸暗記するだけではない。異なる戮機スローターに共通する構造を理解すれば、相手の弱点も限界もより深く理解できる。

　ならば、その考えを更さらに拡張すれば戮機スローターと人間に共通する物の理も存在するという事だ。その理を使えば、人間相手の技を戮機スローターに応用できる。メルノーほどの精せい妙みような真似ができないのなら、技術の不足は力で補えばいいだけだ。

　予想外の攻撃に反応したのか。残った一本の攻撃肢が戻ろうとする。

「遅いっ！」

　叫びながら地に刺した剣を掴み、引き抜く。

　逆手の形だが構わない。元より斬きるつもりはない。

　本体と攻撃肢の間に剣を差し入れ、今度は関節が曲がる本来の方向に蹴りこむ。

　剣と戮機スローター装甲の硬こう度どはほとんど変わらない。そして関節部の構造材が装甲より強固なはずはない。いわば人間が指の間に棒を挟はさんで締しめつけたのと同じ状態だ。さっきよりもあっさりと攻撃肢は折れた。

　痛みは感じずともダメージを受けたのは認識しているのだろう。〈モンスターⅡ〉が敵との距離を離そうとする。

　もちろんディナはその隙を見み逃のがさない。

　攻撃肢は本体装甲の一部を兼ねる形で折りたたまれていた。それを失ったという事は即すなわち〈モンスターⅡ〉の強固な鎧の一部が欠落したという事だ。

　身を低く屈かがめ、逃にげる〈モンスターⅡ〉を追つい撃げきする。

　その瞬しゆん間かん、敵の背が開いた。

　戮機スローターの正面──ディナとは正反対の方向に向けて銛撃ち機が飛び出す。

　それが、一八〇度回転した。

　だが、これもディナは予想していた。正確に言えば、あり得る危険のひとつとして警けい戒かいしていた。

　後ろにも攻撃手段を持っていたのは〈モンスター〉──〈モンスターⅠ〉の欠点を改良したという事だ。それなら攻撃肢を増やすだけでなく、銛撃ち機の向きも自由に変えられるようにすれば死角はなくなる。

　頭の中でエリヤがそう囁ささやいた気がした。

　巨きよ大だいな本体の最上部にある銛撃ち機では、至近距離で低い位置にある標的は狙えない。〈モンスターⅢ〉や〈Ⅳ〉ならば、そこまで改良されるかも知れないが──。

「残念だな。その機会は、ない！」

〈モンスターⅡ〉はここで破壊される。交戦記録が〈工廠プラント〉に持ち帰られる事もない。〈工廠プラント〉そのものもエリヤが何とかしてくれる。

　攻撃肢が失われた後方の開口部に、ディナは大剣を真っ直ぐに突き入れた。

　切っ先がなくても、防ぼう御ぎよされていない部分になら通じる。

　断続的な手て応ごたえ。

　金属と金属が擦れる耳みみ障ざわりな響き。

〈モンスターⅡ〉の機体が藻掻く。

　体重をかけて剣をさらにずぶずぶと差し入れる。鍔つばまで達したが、まだ相手は微び動どうを続けている。一度手を離し、柄つかを蹴る。剣の全体が完全に〈モンスターⅡ〉の中に埋まった。

　その僅かな距離の差がとどめの一撃になった。

　愛用の大剣と引き替えに、一度だけ大きく跳はねるような動きを残して〈モンスターⅡ〉は完全に沈ちん黙もくした。

「……どうだ……。やったぞ、エリヤ」

　額の汗を拭ぬぐい、ディナは微笑む。

　周囲を見回すと、他の二機も既に仲間たちによって倒されていた。

　後は、逃げた〈工廠プラント〉本体だけだ。

　エリヤに合流して、彼の手助けをしなければ。その前に代わりの武器を用意した方がいいか。

　エリヤに会いたい。

　彼の顔を見たい。

　彼を助けて〈工廠プラント〉を始末し、一緒に勝利を分かち合いたい。

　そうしたら──。

　そんな事を考えて歩き出すディナの前に、ふらつく人ひと影かげがひとつ現れた。

　青ざめた顔の、メルノー。

　右手の短たん剣けんはいい。だが、その左手が保持しているものには違い和わ感かんがある。彼女が持っているはずはない──彼が簡単に手放すはずのない品、ディナが見み間ま違ちがうはずもない品。

　エリヤの画帳だ。

「どうした？　ひとりだけか？　エリヤは？」

「彼から……これをあなたにって……」

　メルノーは俯うつむいたまま画帳を手て渡わたした。

　受け取り、ディナはすぐにページをめくる。見慣れた筆ひつ致ちで描かれているのは〈工廠プラント〉内部のスケッチだ。制せい御ぎよ室しつの操そう作さ盤ばんについては、判明した限りの事が細かい字でメモされている。

　その中で、特に重要なのか二重の下線が引かれている文章がディナの目に止まった。

『左右旋回。触れている最中だけ有効』

「〈工廠プラント〉を操作して崖から落とす。誰かが残ってやらなければ……。それで……」

「お前は、それをエリヤに任せてきたのか！」

　思わずメルノーの襟えり首くびを掴み上あげる。

「よせ、ディナ！　彼女もエリヤも、何の理由もなくそうしたとは思えない。事情があるんだろう」

　駆かけ寄よったツェルギオが、ディナの肩を掴む。

「あ……。そうか……。そうだな」

　あの夜の事を思い出し、メルノーから手を離す。

　エリヤの精神力はディナがいちばんよく知っている。唯一の勝機のために〈モンスター〉の刃の前に身を晒すのも厭いとわない。それ以上に、周囲から疎うとまれようと軽んじられようと、ただ己の情熱を燃やし続ける事こそが強い意志なくしては不可能な行こう為いだ。

　彼なりに決意して、唯一にして最良と思える方法を選んだのだろう。

　だが、あの夜も言った。

　ディナエリーン・プリス・ヒュンゲンバウムは諦めない。

　まだ生きている命を救う道があるのなら、どれほど細く険しくても、そこへ踏み出すのを恐れはしない。

　ましてそれが、掛け替えのない友の──いや、友を超こえた存在の生命であるのなら。

「わたしは、行く。エリヤを、救い出す」

「無理よ！　時間がない！　それに、そんな事をしたら〈工廠プラント〉が……」

「もちろん〈工廠プラント〉も壊す。メルノー、中の構造や様子を教えてくれ。この画帳に描かれていない事はあるか？」

「付け加える事は何もないけど……」

「わかった！」

「……駄目。行かせない……」

　駆け出そうとするディナの腕うでを、メルノーが掴む。決して強い力ではない。だが、手首の関節を微妙に捻られて振り払う事ができない。

「彼を救出したら〈工廠プラント〉が破壊できない。残っている戦力じゃ、撃破どころか追つい跡せきすら覚おぼ束つかないわ。ひとりの犠ぎ牲せいで確実に任務が果たせるのなら、その道を選せん択たくするべきよ。彼はその覚悟をしたから、わたしにこれを託したの。あなたを名指しして……」

　歩行速度は遅いが〈工廠プラント〉の踏とう破は能力は高い。険しい斜しや面めんでも八本の肢で登っていく。山やま奥おくにでも入られたら追い切れない。

「それは、軍人の考え方だろう？　生あい憎にくだが、わたしもエリヤもそうではない！　形見など受け取ってたまるか！」

　気き迫はくに押されて僅わずかに緩んだ手を振りほどき、ディナは走り出そうとする。

「待て、ディナ！　行って、どうするんだ？」

　だが、今度はツェルギオが呼び止めた。

「言っただろう！　彼を助ける！　連れて帰るんだ！」

「どうやって？　方法はあるのか？〈工廠プラント〉を破壊しなきゃならないという点では、僕もメルノーと同意見だ。その上でエリヤ君を救うのでなければ……」

「方法がないなら……考えればいい！」

　ディナは叫んだ。

「エリヤがそうしてるように、よく見て、何か手はないか考え、不可能と思われている事を実現させればいい！　いや、エリヤだけじゃない！　わたしたちは皆、少しずつそうしてきていたはずだ！　それが生きているという事だ！」

　叫びは、絶叫に変わった。

　目の前の事実を材料に未知を推測しながら、自分の目的を達成する。例えば、ディナが戮機スローターとの戦いで敵の動きを読むのだってそうだ。

　エリヤは異質な人間ではない。ただ、扱う対象が珍めずらしいのと、誰もが行う事を誰もやらないような量や精度で実行しているだけだ。

　そのために、自らの時間をありったけ注ぎこむ。

　それこそが彼とディナの共通点だ。

　絆きずなだ。

「……要は崖から落とせばいいんだろう？　何とかなるかも知れない」

「本当か、ツェルギオ？」

　思わず、思い切り力を込めて肩を掴む。

「あ、ああ……。可能性はゼロじゃないはずだ。メルノー、ちょっと訊ねたい事が──。いや、時間が勿もつ体たいない。細かい事は〈工廠プラント〉を追いかけながらだ。動ける者、特に意い刃じん術じゆつが使える者は一緒に来てくれ。彼女をサポートする！」

　精一杯張り上げているがツェルギオの声は力弱い。応じて動き出す者も多くない。グレンゼルも立ち上がろうとするが、さすがに傷が深すぎる。

　それでも、ツェルギオは息を荒らげながらディナに並んで走り出す。

「エリヤ君は、僕にとっても大切な仲間だからね」

「ありがとう、ツェルギオ。君の事を……大切な友と呼ばせてくれ」

「はは。今さら友だなんて水くさいよ、ディナ。僕と君の仲じゃないか」

　その単語の重みに気づかず微笑むツェルギオに、ディナもまた笑顔で頷いた。





　操作卓に乗せた左手が震ふるえる。

　それを、右手で押さえつける。

　逃げ出したくなる身体を制するには、精神と力を総動員しなければならなかった。

　彼女の名前を呟きたがる口唇くちびるを噛みしめて封ふうじる。

　呼べば、それが未練になる。

〈工廠プラント〉の重く響く足音が足元から伝わってくる。

　巨体は、確実にエリヤの意図した方角へ進み続けている。このまま、残り十数歩で崖がけ下したへ転落するだろう。

　また一歩、足音が響く。

　その轟ごう音おんに、別の音色が混じったような気がした。

　気のせいか──。

　いや。もしも何か予期せぬ事が起きたとしたら？

　迷うエリヤの耳に、彼の名を呼ぶ声が聞こえた。

　死の恐きよう怖ふが生んだ空耳か。

　意に反して生きようとする身体が、エリヤをこの世につなぎ止めよう、決意を挫くじかせようとしているのか。

　だが、それは幻げん覚かくではなかった。

「エリヤ──っ！」

　確かな声と同時に、扉が開く。

「ディナ……？」

　思わず卓から手が離はなれそうになる。

　幻まぼろしではない。ディナが、エリヤの目の前に立っていた。

　身体のあちこちの傷から流れた血は汗に混じって滲にじみ、肩で息をしている。

　しかし、瞳ひとみに宿る輝かがやきの強さは少しも失われていない。右手に握っているのは愛用の大剣ではなく、刃を黒く塗ぬった短めの剣だ。〈工廠プラント〉内の特殊なドアを開閉するためだろう。左ひだり腕うでは籠こ手てを外して素す肌はだが剥むき出しになっている。

「疲労もきついが、不慣れな武器はやはり使いづらいな。〈ホッパー〉程度に思わぬ苦戦をしてしまった」

















　不敵に笑いながら、壁に片手を突いてエリヤに歩み寄る。

「ど、どうしてここへ……」

「それを訊ねるか？　もちろん、君を助けに来た。あっちにいた戮機スローターは全部始末してきたぞ。帰り道に危険はない」

「そんな問題じゃないよ。こいつを、崖から落とすんだ。今からでも遅くない！　ディナだけでも逃げて！　メルノーから聞いただろ！　誰かが操作するしかない。他にどうしようもないんだ！」

「どうしようもないなんて言うな！」

　ディナの目が微かに潤うるんでいる。

　だが、口くち唇びるには笑えみを湛たたえていた。力強く、優やさしく、生命の息い吹ぶきと意志に満ちた笑みが。

「君もわたしも、どうしようもないと思われる現実を突き破やぶる人間ではなかったか？　他人が無理という事を、価値を見いださない事を、成なし遂とげてきたのではないか？」

　デュバーレイ砦とりでの包ほう囲い網もうを突とつ破ぱした事。未知の〈モンスター〉を倒す事。

　いや。それ以前に戮機スローターを研究するのも、定石から外れた大剣を振り回まわす事も周りから見れば無意味な、する必要のない行為だった。

　それこそが、ディナとエリヤを結びつけている。

「でも……〈工廠プラント〉を逃がしたら……。破壊する方法は……」

「もちろんある！　あるから来たのだ。皆で考えた。君がそうしてきたようにな！　わたしは君と一緒に死ぬために来たのでも、君がやろうとしている事を挫けさせるために来たのでもないぞ！」

「……え……」

　戸と惑まどうエリヤに、ディナが「方法」を説明する。

　暗雲の隙間から陽光が差すように、絶望を伴う覚悟に包まれていたエリヤの心に光と熱が戻もどってくる。

　ああ──そうだ。

　これが、ディナだ。

　強きよう靱じんで、諦あきらめを知らず、どこまでも真まっ直すぐで。

　友と呼ばれ共感し、身近にいてくれたからというだけではなく、この強さに自分は惹ひかれたのだ。

「君が、ひとりで〈工廠プラント〉の動かし方を調べ、崖から落とす事を考えてくれたからだ。わたしたちはメルノーの報告でそれを知り、しかも外から状じよう況きようを見る事もできたし、全員で知ち恵えを合わせられた。君が決断してくれなければ、短時間で対策を立てるのは無理だった。君のお陰かげだ、エリヤ」

「……そんな事は……。でも、その……ありがとう……」

　張はり詰つめていた気持ちが弛ゆるみ、操作卓に乗せた手が離れそうになる。

　その上に、ディナの左手が押しつけるように乗った。

「油断するな。これは、触れている間だけ有効なのだろう？」

「……うん……」

　熱い。

　生命に満ちた肌はだの熱が、エリヤに一気に流れこんでくる。

　溢れ出でる涙が頬を濡らす。それを彼女に見られているのを恥ずかしいとは思わなかった。

　傷から流れる血も、戦いの汗も、この涙も、同じ命の証あかしだから。

　もう一度、ディナがさっき説明した「方法」を頭の中で反はん芻すうする。

　決して安全でも確実でもない。

　ふたりでぎりぎりまで〈工廠プラント〉を誘ゆう導どうしなければならない。脱だつ出しゆつのタイミングを誤れば、結局は一緒に崖下に落ちるしかない。かといって早く逃げてしまえば全てが台無しになる。

　さっきとは違ちがう緊きん張ちようを感じて、エリヤはごくりと唾を飲みこんだ。

「〈工廠プラント〉の歩数はちゃんと数えているな？　限界点まで残り三歩──それがぎりぎりというのがツェルギオとメルノーの試算だ」

「うん……大だい丈じよう夫ぶ。残り、八歩。ううん、これで七歩。間違いないよ」

　喋っている間にも〈工廠プラント〉が一歩前進する。

　傾きと揺れでバランスを崩くずしたエリヤの肩を、ディナがごく自然に抱だき留とめる。

「あ、あの……っ！　ディナ！」

「何だ？」

　無む理り矢や理りに封じていたものが、強い圧力で心臓の内側から溢れ出してくる。

　触れあった手が熱い。

　もう止められない。

　息がかかりそうな至近距離で、ディナの顔を見つめる。

「今、こんなところで言うのは、その……卑ひ怯きようかも知れない。本当は、もっと……当たり前の日常の中で打ち明けたかった」

　一度大きく息を吐いて、気持ちを落ち着ける。

「ディナ。僕は……君が好きだ」

　言ってしまった。

　一度口から飛び出した言葉はもう引っこめられない。

　溜ためこんでいたものを吐き出したはずなのに、まだ内圧は高まり続ける。

「その……好き、というのは、愛しているとか、恋こい人びとになりたいとか……そういう意味の好きか？」

　照れも吹ふき出しもせず真しん剣けんな表情で問い返すディナに、こくりと頷く。

「わたしは──君の事をそういう気持ちで見た事はない」

「え……？」

「さっき言ったな。戦いが終わってから言いたい事があると。だが、考えを改めた。わたしたちが選んだのは、戮機スローターと戦い続ける事だ。だから、君やわたしの戦いは終わらない。だから、今告げる。考え抜き、これ以上は時間をかけても結論が変わらないのなら、決めた時に言った方がいい」

　エリヤは呆ぼう然ぜんと、ディナの言葉を受け止める。

「愛しているというのなら、わたしは祖国や家族を愛している。以前は君やフィオレッテだけだったが、例えばツェルギオも大切な友だ。わたしが感じている君への気持ちは国への想いや、フィオレッテやツェルギオへのそれとは根本的に違う。それを、単に好きだとか大切だとか呼ぶのは──何か違うと思うのだ」

　ひとつずつ、慎重に言葉が選えらばれている。

　歯車ひとつ、螺ね子じひとつを間違えても正しくは動かない精密な機械を組み立てるように。

「だから、わたしは自分なりに考え抜いた言葉を使う。好きとは言わない。愛しているとも言わない。君はわたしの──わたしにとってただひとりの人だ」

　ただひとりの人。

　恋人なんて言うありふれた言葉ではない。

　生き真面目まじめで不器用なディナが、選びに選び抜いて見いだし、余分を切り落とした宝石。

「すまん。これが、わたしの精一杯だ。やはり恋人でなければ不満か？」

「そんな事ない……そんな事ないよ！　ディナ、言い直してもいい？　愛してるじゃたりない！　ディナは、僕のたったひとりだ！」

　エリヤの叫びに、ディナの口元がほんの僅かに緩んだ。

「ありがとう。光栄だ」

「僕も……嬉うれしい。それに、誇ほこらしい」

　潤んだ瞳と瞳が見つめ合う。

　ずん、と〈工廠プラント〉が地を踏んだ。大きな揺れが、四つの湖面に細さざ波なみを立てる。

　これで残り三歩。

「今だ、行くぞ！」

「うん！」

　制せい御ぎよ卓たくから手を離し、一気に走る。狭せまい廊下を抜け、組み立て区画に飛びこむ。

〈ホッパー〉の襲しゆう撃げきはない。

　往路でディナが残りの戮機スローターを撃破するだけでなく、組み立てを担当する肢も破壊しておいたのだ。生きるための、周しゆう到とうな仕込み。

　その間にも〈工廠プラント〉がまた肢を上げて新たな一歩を踏み出そうとする。大きく傾いた床ゆかで転びそうになるエリヤの肩を、ディナが抱き留める。

　侵しん入にゆう時に使ったロープはそのまま残してある。

「エリヤ、わたしに掴まれ！　絶対に離すなよ！」

　頷き、ディナに抱きつく。

　彼女の汗の臭におい、体温、息づかい、全てを間近に感じ取る。

　ディナがロープを掴んで宙に躍おどり出る。

〈工廠プラント〉が方角を変えようとしているせいで、ロープが大きく揺れている。時計の振ふり子こになった気分だ。

　恐きよう慌こうを起こしそうになる気持ちを懸けん命めいに抑おさえるエリヤは、視界の片かた隅すみに地上を捕らえた。

　やや離れた位置にツェルギオたちがいた。

「タイミングがぎりぎりだ。危ないが、飛ぶぞ！」

「ディナに、任せる！」

　下は岩いわ肌はだ。高さは二階の屋根ほどもある。

　だが、ディナが判断し決断したのなら、エリヤはそれを信じるだけだ。

　ディナの手がロープを離れた瞬間、揺れのままにふたりは放物線を描いて宙に投げ出される。

　落下する数秒が、まるで永遠にも感じられる。

　エリヤを庇かばいながらディナが肩から着地し、転がって勢いを殺す。

「だ、大丈夫？」

　さすがに高さが高さだ。ディナの体術でも無傷とはいかない。岩肌に擦った肩から、真新しい血が滲んでいる。

「平気だ。大した傷ではない」

　答えるディナと支え合いながら立ち上がる。

「今だ！」

　ツェルギオの号令に合わせ、術士たちが意い刃じん術じゆつを使う。

　ぎりぎりまで消しよう耗もうしていても、意識がある限りはもう一発程度なら絞しぼり出せる。一斉に放たれた衝撃波は、予あらかじめ地面に突き刺していた銛──ツェルギオとグレンゼルが倒した〈モンスター〉から採ったもの──に命中する。

　束ねられた振しん動どうが銛を伝い、地面に亀き裂れつを入れる。

　エリヤを助け、同時に〈工廠プラント〉も始末するために皆で考えた可能性だった。

　中に残って操作し続けなければ崖まで誘導できないのなら、脱出した後で〈工廠プラント〉の足元に崖の方を作ってやればいい。

　術士たちの疲労を考慮すれば成功率は五分五分だったが、賭かけるに値する数字だ。〈工廠プラント〉の進路に先回りして銛を突き立たてるのは、まだ体力に余よ裕ゆうがあるメルノーが担当した。岩の割れやすい目を読むコツも、彼女の知識のうちにあった。

　踏み出した〈工廠プラント〉の肢が亀裂を跨またいで地を踏みしめる。

　僅かなひび割れだが、それが連れん鎖さのきっかけとなった。

　崖から遠ざかって本来の進路に戻ろうとするはずが、巨体の重みを受けて足元が崩れた。

　バランスを崩した〈工廠プラント〉の胴どう体たいが地を打ち、その衝撃が更に新たな亀裂を生む。八脚の接地力で支えようとしても、足元そのものが崩壊するのは止められない。

　最初は一、二歩滑すべり、そのまま谷底へと転がり落ちていく。

　最後まで確かく認にんしたかったが、さすがに崩れ続けている崖っぷちに近づくのは危険すぎる。

　ほどなく響いた雷らい鳴めいを数十倍したかのような轟音と、続いて谷底から上って来た黒こく煙えんが〈工廠プラント〉破壊の証明だった。

「やったな……」

「……うん。やった……」

　支え合って立ち上がり、ディナとエリヤは頷きあう。

「その……エリヤ」

「何？」

　いつも以上に真剣な表情で、ディナがエリヤを見つめる。頬が、赤い。流れ出ているものではなく、皮ひ膚ふの下でたぎる血のせいで。

「これ以上気持ちが動かない事ならば、率そつ直ちよくに決めてすぐに行動に移す事に決めた」

「うん。さっきも言ったよね……？」

「だから、今すぐ言う。君に、キスをしたい」

　エリヤが返答するよりも早く、その口をディナの口唇が塞ふさいだ。

　熱く、潤うるおった感触に息が止まる。

　時間が止まる。

















　心臓だけが、激しく鼓こ動どうを打ち続けている。

「……あれ……？」

　止まった時間の外で、ツェルギオがきょとんと目を丸くしている。

「これは、どういう事かな？　僕は何か不思議というか、不条理というか……受け入れがたい光景を目まの当あたりにしているような気がするんだが……。親愛の情を示すだけなら、普ふ通つうは頬までじゃないかな？」

「不条理っつーか、要するにそういう事なんでしょ」

　落ちこむツェルギオの肩を、ジーグがポンと叩いた。

「あのふたり、最初からそういう関係なんじゃないの？　あなた、一緒にいて気づいてなかった？　わたしは会った時からそう思ってたけど」

「はは……そんな……。僕は、てっきり……彼女が僕の事を好きになるものだと……。強く美しい者同士が結ばれる理想の恋人になるのが自然じゃないか……」

「そういう考えじゃ駄目よ。相手が自分を好きになるのを期待するんじゃなくて、自分が好きだって気持ちをはっきり持たないと」

　メルノーの指し摘てきが駄だ目め押おしになって、ツェルギオはがっくりと膝を突く。

　もちろん、意い刃じん術じゆつで気力を使い切った事が原因ではない。

　そんな光景をエリヤは視界と意識の片隅で、まるで自分とは無関係の本か芝しば居いの一節のように把は握あくしていた。

　口唇が離れ、互いにこぼした息が間近で混じり合った瞬間、頭の中で固まっていた時間が再び動き出す。

　心臓からずっと送られ続けていた熱い血が一気に顔に流れこんでくるのを、エリヤは自覚した。

「えっとその……。恥じるような事じゃないんだけど、やっぱり……初めてを、こんなみんなの前でっていうのは……」

「あー……実は、初めてではない。いや、他の誰かと経験があるという訳ではないぞ。初めても、君だった」

「え？　な、何の事？　僕、覚えがないんだけど……」

　ディナの顔が、エリヤ以上の赤さに染まる。

「あ、いや。その事は、ハルクラインに戻って落ち着いてから、ゆっくり話す。それでいいか？」

「うん」

　エリヤはすぐに頷いた。

　自分たちは生きている。

〈工廠プラント〉も破壊した。

　もちろん、これで戮機スローターを根絶した訳ではないが、語らう時間はある。

　自らの力で手に入れた時間が。










　　　終章





　メルノーは帰国し、エストワルトとガリシニアの間には新たな条約が結ばれた。パウリ湖の漁業権を三年間の期限付きでガリシニアに貸たい与よ。ただし、漁のための簡易な宿しゆく泊はく施し設せつは許可するが、定住は認めない。その代だい償しようとして、湖こ畔はんに新たな都市を建設するための人員がガリシニア国内を通過、滞たい在ざいするための手続きを大おお幅はばに簡略化する。同時に建設資材や開かい拓たく隊の食料などは、ガリシニアから優先的に輸入するというのが主な内容だ。

　エストワルト国内でパウリ湖に通じる道路はまだ整備されていないから、むしろガリシニア側からの方が便がよい。材木や石材の輸出でガリシニア経済も潤う。

　漁業権の貸与に留めたのは、期限付きにしても住んでしまえば「自分の土地」という愛着が湧わき、領土問題の原因になる。

　この条約案および実じつ施し時の経済効果試算などは、学舎一いつ般ぱん科の行政専せん攻こう学生、および既に各所で働いている卒業生たちのグループから発案され、グレオゴール・テオ・メルクタウル大臣が議会に提出したものだった。

　実は一年以上前から検討されていたいくつかのプランのひとつであり、今回の件を踏まえて大急ぎで修正されたものだ。つまり、グループの一員であるフィオレッテは「信しん頼らいできる仲間」とは予想や情報を交こう換かんしていたのである。

『わたくしひとりではありません。大臣が心配なさらずとも、若い世代はちゃんと自分たちの時代のために準備を進めていますわ』とは、当の彼女の弁。

『父にしても強行的な手段に固こ執しつする理由がある訳じゃない。〈工廠プラント〉が破壊された以上、実現可能な他の手段を採用するのは当然だし、まあ政府内での面めん目ぼくも立ったから満足だろう』というのは息子むすこであるツェルギオの意見だった。

　この一件で、フィオレッテらのグループは現政権内で自分たちの政策に耳を傾かたむける有力者とのパイプを獲かく得とくし、グレオゴールは若く有力な多数の人間との縁えんを結んだ事になる。いわば、お互いに恩を売りあった形である。

　もちろん、どちらも甘あまっちょろい理想家などではないから、互いの目的を達成するためしたたかに利用し合う緊張感のある同盟関係というところだろうが。

　谷底に落下した〈工廠プラント〉は完全に破壊されたが、残ざん骸がいの調査は始まっている。対照できる資料が少なく機能も失われているので分ぶん析せきには手間取ると予想されているが、それでも何十年か時間をかければ有用な技術を拾い上げる事ができるだろう。この研究は国外からも希望者を招き、より多角的な視点から進めていく事が決定している。

「エリヤ・ショック」以来、実は各国でも戮機スローターの研究を重視するようになっていたのだ。もっとも、促そく成せい栽さい培ばいで彼のような観察眼が養えるはずはないので、今のところは大戦シビル・ウオー期の文ぶん献けんなどに詳しい歴史学者を指導役として、知士に当たる存在の育成に着手したばかりという段階だが。

　もちろん、エストワルト議国も単なる博愛精神、国際協調主義で情報を解放するのではない。これによって他国の不満を抑えつつ、しっかりと鉱山側に残された施し設せつは自国の物としたのだ。

　予測された通り、こちらは採さい掘くつと部品加工を行うものだった。ほぼ無傷ではあるものの組み立て設備の制せい御ぎよなどはやはり本体側で行っていたらしく、作業肢などは通常の戮機スローターと大差ないものばかりで、資料価値は低い。

　議国が手に入れた財産は鉱脈と、ここで採れる鉱石が戮機スローターの材料となっているという事実そのものである。もちろん未知の製せい錬れん技術なので一いつ朝ちよう一いつ夕せきに実用化という訳にはいかないが、戮機スローターの制御原理よりは早く手中にできるだろう。

　これまでは戮機スローターの残骸から再加工していた合金を自由に作り出せるようになれば武器や鎧、建築材料など多方面に大きな恩おん恵けいをもたらす。

　そして──。



　夏の陽光が注いでも、森の中は決して明るくはない。

　その陰の中で、銀色の塊かたまりが疾る。

　エストワルト議国内では南部地方でしか確認されていない中型戮機スローター　──〈スロウス〉だ。ただし、これは単なる〈スロウス〉ではない。〈タイプⅡ〉として分類される亜あ種しゆである。

　従来型の〈スロウス〉は通り樹上で待まち伏ぶせし、下を通りかかった人間を奇き襲しゆうするだけだったが、〈タイプⅡ〉は長い四し肢しを活いかす事で地上でも俊しゆん敏びんに動き、攻こう撃げきを仕し掛かけてくる。

「気をつけて！　そいつの頭は、五本目の肢と思った方がいいわ！」

〈スロウス・タイプⅡ〉を分類した本人──アンジェリッカ・ルーベンジーベンが前衛を務めるふたりの戦士に警告する。

　この春に第一六再興学舎を卒業した彼女は、そのまま南部地方に留まって戮機猟士スローター・イエーガーとして活動していた。もちろん傍かたわらにはハンナが一緒だ。

　アンジェの指摘通り、〈タイプⅡ〉の首がいきなり伸のびた。

　丸い頭部が展開し、牙きばを思わせる何本ものスパイクが正面に向かって突き出す。

「うわぁっ！」

　剣でブロックしたが、痛打を受けた戦士が倒れ、転がる。

　その様に、もうひとりの腰こしが退ける。

　アンジェリッカは素す早ばやく意い刃じん術じゆつの火か炎えんを放つ。収束率を上げて戮機スローターにダメージを与あたえるよりも、目の前に炎ほのおを広げて前進を阻はばみ、倒れた戦士を追い打ちから守るのが目的だ。

　狙い通り〈タイプⅡ〉の動きが止まり、戦士たちが距離を開く時間が生まれる。

「お嬢じよう様さま、退たい却きやくした方がよろしいのでは？」

　不安げなハンナの忠告に、アンジェリッカは歯がみする。

〈スロウス・タイプⅡ〉は目もく撃げき例れいや交戦記録は豊富だが、まだ現物のサンプルは一例だけ、それも原型がわからないほど壊こわれたものしか確保できていない。なまじ従来型と外見が酷こく似じしているため、油断した猟士イエーガーが被ひ害がいに遭い負傷して逃げ出すケースが多いからだ。手に入った一機も、残骸の状態に気を配るだけの余裕がない戦いの結果である。

「在来型とは違う」という情報だけはあっても、実際にそれに対応して戦える者は決して多くない。戦い方を変えようする猟士イエーガーも、新しい戦術を身体に馴な染じませるには時間が必要になる。

　だが、だからこそどうにかして残骸を手に入れたい。資料から具体的な対策を立てれば、実際の交戦経験が足りなくてもより安全に戦えるようになるはず。

　そう考えたからこそ、戦士をふたり雇やとってこの森に来たのに。

　ひとつだけでは構造も弱点も、ほとんど研究できないのだから。

　だけど、確かに勝ち目がないままの深追いが危険なのも明白だった。

　逃げるか。それとも食い下がるか──煩はん悶もんするアンジェリッカの耳に、彼女の名を呼ぶ声が届いた。懐なつかしい声が。

「アンジェリッカ！　そっちにいるの？」

「悲鳴が聞こえたが、大丈夫か？」

　戦いの最中だから、振り向むいたのはほんの一瞬。

　それだけでアンジェリッカの心から戸惑いも恐れも消えていた。

　エリヤとディナが、駆けつけてくれたのだ。

「一度下がって体勢を立て直せ！　わたしが何とかする！」

　大剣を抜き放って飛び出したディナが〈スロウス・タイプⅡ〉の前に立ちはだかる。

「気をつけて、ディナ！　資料では知ってるけど、初めての敵なんだから」

「わかっている！　油断はしない！」

　新たな敵の出現に〈スロウス・タイプⅡ〉は四本の肢を蠢かせて僅かに後ずさりながら──いきなり首を伸ばした。

　だが、それは奇襲にはならない。

　エリヤが事前に資料を充じゆう分ぶんに読みこみ、対処法を伝えていたからだ。

〈スロウス・タイプⅡ〉の首は、伸びる勢いを利用して打だ撃げきを与えるものだ。しかし、機械的構造のため最大射程には限界がある。その間合いを見きれば、伸びきって動きが止まる瞬間は無防備だ。しかも、折りたたんでいるものを展開しているのだから構造的にも脆い。

　一歩のバックステップで、ディナは〈タイプⅡ〉の攻撃を空から振ぶりさせた。

「てぇえいっ！」

　斜ななめに大剣を振り上げ、戮機スローターの首を斬り落とす。

　攻撃手段をひとつ失った〈スロウス・タイプⅡ〉は残った爪で逆ぎやく襲しゆうすべく高速で前進してくる。

「そ……」

「そいつ、前まえ肢あしの構造は〈リンクス〉と同じだ。攻撃範囲もほとんど変わらないけど、爪が少し長い分に注意して！」

「わかった！」

　アンジェリッカが言いかけた言葉を、先にエリヤが叫さけぶ。

　ディナはそれに答え、迫る〈スロウス・タイプⅡ〉の爪を軽く受け流し、返す刀で胴を両断した。

　一撃で戮機スローターは停止する。

「確か、後ろ半身は従来型とほとんど変わらないんだったな？　研究資料としてはここで切った方がいいだろう？」

　アンジェリッカに振り向きながら、ディナは剣を納めた。攻撃すべきポイントも、事前にエリヤと打ち合わせしてある。

「ありがと。……相変わらず、呆あきれるほど強いわね」

　どこか苦く笑しようの混じったアンジェリッカの言葉に、ディナは照れも怒いかりもせずにただ頷いた。

〈工廠プラント〉をひとつ発見し、破壊しても世界から戮機スローターが一いつ掃そうされた訳ではない。議国北部では新種や変種はもちろん、戮機スローターの発生件数そのものが減少したが、他の地方では相変わらずの状態が続いていた。むしろ、南部などではハルクライン近辺に現れたのとは違うタイプの新型が目もく撃げきされるようになっている。

　だからエリヤとディナは研修という名目で一時的に第一六学舎に転てん籍せきし、南方の新型と戦い、調べる事を希望していたのだ。

「谷に落とした〈工廠プラント〉の残骸調査もあるんでしょ？　あれは放っておいていいの？」

〈スロウス・タイプⅡ〉の残骸に巻き尺を当てながらアンジェが訊たずねる。

「そっちはツェルギオが中心になってるし、ガリシニアやグリューデンからも学者の人が来てるからね。人をたくさん使って、大々的に調べるのは彼かれに任せるよ。現場で動いてる中型や小型に当たる方が、僕には合ってるから」

　答えるエリヤは、もちろん画帳を開いて戮機スローターを描えがき記している。

「首に変なギミックが追加されてるから、重量は増えてるはずなのよ。それなのに運動性は従来型より何倍も向上してるんだもん」

「多分、軽量化したんじゃない。四肢の駆く動どう機とか、そういう部品が全部高性能のものに交換されてるんじゃないかな？」

「こういうのが出回り始めたのは二か月くらい前からね。ちょうどあたしが研修を終えたあたり」

「……ひょっとして〈工廠プラント〉が過去のデータから改良型を作り出すのには一〇〇年とか二〇〇年とか必要なのかも知れない。それで、僕らが倒した〈工廠プラント〉が新型を作り出したのにちょっと遅おくれて、南部のどこかにある〈工廠プラント〉も同じような動きをしたのかも……。だとしたら、これからは国内だけじゃなく、あちこちでその土地ごとの変種新種が出現するとか……？」

　アンジェリッカとエリヤが〈スロウス・タイプⅡ〉を調べながら議論するのを、ディナは周囲を警戒しながら聞いている。

　その表情は自然で、穏おだやかだった。

　確かに戮機スローターに関する意見を戦わせる相手としては、ディナよりもアンジェリッカの方が適している。

　だけど、ディナもエリヤも知っている。

　ふたりの間には「たったひとつ」の絆が存在する事を。

　それは他の誰だれにも替われない。奪えない。

「エリヤ、急げ。新手が来るぞ」

　森の奥から、葉は擦ずれの音が聞こえてくるのにディナは気づいた。微かすかに金属音が混じっている。普通の獣けものなどではなく、確かに戮機スローターだ。

「わかった。ディナこそ気をつけて」

　エリヤが慌ててスケッチを終えた画帳を畳たたむ。アンジェリッカは連れていた戦士のひとりに〈スロウス・タイプⅡ〉の残骸を運ぶよう指示する。

　鈍い銀色の機体が、森の奥から姿を現した。

　大きさは〈マンティス〉程度の中型だ。人間のように直立した姿勢で、長い前肢を地面に着ける事で四足歩行のような形になっている。頭に当たる部位はなく、胸に感覚器が埋まっていた。異様な形だ。

「何、あれ……？　あたしも知らない機種よ！」

　アンジェが叫ぶ。

「だったら、尚なおのこと戦い、知らねばならないな。行くぞ！　エリヤ」

「うん！」

　剣を構えて走り出すディナと、彼女が立ち向かう戮機スローターに、エリヤの眼まな差ざしが注がれる。

　戦い、未知だった敵を調べ、解明していく。

　ディナはエリヤの剣となる。

　エリヤはディナの目となり、頭脳となる。

　これが、日常だ。

　ふたりが選んだ、これからも続いていく日々なのだ。





（無刃のイェーガー　完）










　　　あとがき





　お待たせいたしました。『無刃のイェーガー』第三巻、そして最終巻です！

　少々ぶっちゃけた話をしますとライトノベルというのはシリーズ物を期待される反面、人気次第でどこまで続くのかが不確定な世界な訳です。で、明らかな尻切れトンボだと読者も作品も不幸になるだけ。

　ですから私は「まず最初の一冊できちんと一冊分の決着をつける」「その上で三巻分程度の構想をまとめる」「更に延長した場合のための伏線や設定を仕掛けておく」というのを最近の基本方針にしています。

　実のところ、長期化については仕込みはしても仕上げまでは具体的に考えていないというか流動的にしておくので、三巻完結というのはある意味で予定通りというか、私にとっては無理や無駄なしに書きたい内容を描ききってエンドマークを出せる形でもあります。

　読者の皆様も「俺たちの支持で三巻まで延長して、ストーリーを全うできた」と考えていただければ幸いです（まあ、時には「一冊だけできっちり完結しきる話」や「いろんなキャラが入り乱れて何冊も続く大長編」も書きたくなるんですけどね）



　イラストの有あり坂さかさん。毎回タイトなスケジュールの中、素晴らしい絵をありがとうございました。今回、口絵のツェルギオの素晴らしさに私はもうメロメロ（死語）です。あ、そうそう。この業界「原稿が全部上がってからイラスト」が本来のやり方です。決して「できた端からイラスト指定」というのが標準じゃありませんからね！

　担当のＯさんＮさんはもちろん、直接お会いしない印刷、製本、流通に携わる皆様。おかげさまで今回も拙作を世に出せました。ありがとうございます。

　そして、もちろん本作を応援してくれた読者の皆様に最大の感謝を。

　シリーズは完結してもエリヤやディナの人生は続いていきます。彼らの今後に貴方が思いを馳はせてくれるのなら、作者としてはこれ以上の幸せはありません。

　では、次回作でまたお会いしましょう！



二〇一〇年秋　葛西　伸哉　
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